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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　気がつくと、彼女は暗い部屋にいた。

　少し眠ねむっていたのかもしれない。粗そ末まつな寝しん台だいに横たわった体は冷え切って、手足に鮮せん明めいな感覚がない。

（ここ、どこかしら？）

　ぼんやりと思い、彼女は辺りを見み渡わたした。

　明かりひとつない狭せまい部屋にあるのは、寝台の他ほかには木製の椅い子すがひとつだけ。殺風景すぎて、見ているだけで気持ちが暗くなりそうな部屋だ。

　自分はどうしてこんな部屋にいるのだろう。そもそも自分は誰なのだ。

　考えると少し頭が痛んだので、彼女は考えるのをやめて、眠たげに瞬しばたたいた。

（なんにせよ、寝ね起おきにはこんな暗い部屋ではなくて、青い空が見たいものだわ）


◆



　新しん暦れき七〇九年、北部辺境の冬。

　永久凍とう土どとひとの住める土地とを隔へだてるスダーリ山脈には、今日も吹雪ふぶきが吹ふき荒あれている。

　昼間とはいえ、一寸先の視界は雪にさえぎられて真っ白。吐はく息はただちに凍こおって肌はだにはりつく。

　まともな者ならけして山に踏ふみこもうとはしないこの季節に、カナギたち三人は山やま越ごえの道をとっていた。

　すさまじい冷気の中でカナギが叫さけぶ。

「詩人、いるか!?」

「どうにか生きてますよ。ミリアンもね」

　答えた声はなめらかで、なんだか妙みように腹が立つ。

（また嫌いやみなほど元気な声出しやがって。体はそろそろ限界なんじゃないのか？　こんな冬山で強がってなんになる、俺が不ふ機き嫌げんになるだけだろう！　ああもう、早いとこ避ひ難なん場所を見つけないと、俺の心の健康のほうが危険だ！）

　カナギはいらいらと考えて立ち止まった。風にさらわれないよう、必死に毛皮の帽ぼう子しを押さえる。こんな冷気の中では、帽子ひとつ、手て袋ぶくろひとつを失っただけでも命取りになる。

　そもそもカナギたち一行は体力に恵めぐまれているとは言い難がたいのだ。

　旅慣れているとはいえ華きや奢しやな詩人がひとり、訓練された体を持つものの軽量の少女がひとり、カナギ本人はといえば、魔ま物ものの毒に冒おかされているために元から瀕ひん死しの男だ。

　短時間の戦せん闘とうならともかく、冬山と闘たたかうには分の悪い布ふ陣じんであった。

　歩を止めて避難場所を探すカナギの傍かたわらに、吹きすさぶ雪の間から現れた詩人が立つ。

「カナギ、この風では地図も開けません。……このまま歩いても迷うだけです」

「そうだな。……おい、詩人。あれ、見えるか？　吹雪の合間にちらちら見える、黒いやつ。あれって岩がん壁ぺきだよな？」

「ああ──あれですか。子を守る親鳥の姿に似ていますね。ゆらぎなく強い気配です」

「……ッ！　お前なぁ！　どこまで非実用的な男だ！　俺はあれが岩壁かどうか訊きいたんだ、感想なんぞ後でゆっくり歌にでも歌え！」

　青ざめて嚙かみつくカナギに、詩人は相変わらずのんびりと返す。

「カナギ、こんなところでそんなに叫ぶと呼気が凍って大変なことになりますよ。ほら、顔がばりばりに。ついでに体力の低下で目が死にかけています」

「俺の目つきが悪いのは、お前の対応に疲つかれ果ててるせいだ！……もういい、わかった。お前はミリアンとここで待ってろ。俺はひとりであの岩壁を見てくる」

　いいかげん疲れ果てたカナギは、詩人を置いて歩き始めた。深い雪の中、迷わないよう懸けん命めいに目をこらす。やがて、目標にしていた黒い影かげは、奇き妙みような輪りん郭かくをあらわにしはじめた。

（あれ……ひょっとして、人工物か）

　カナギは怪訝けげんに思って目を細める。最初は岩壁だと思ったが、近づいてみると石組みが崩くずれたもののように見えるのだ。

　気が急せいて、足を速めようとした──そのとき。

「うわ！」

　カナギの長ちよう靴かが雪の下でなめらかな石を踏んだ。滑すべる。

　あわてて体を支えようと踏み出した足の下には、地面がなかった。

（まさか、崖がけか!?）

　ど、と心臓が跳はね上がったときにはもう遅おそい。

　カナギの体は平へい衡こう感覚を失い、急きゆう斜しや面めんへと投げ出された。声をあげる間もない。体は一気に坂を転がり落ち、視界が雪で真っ白に塗ぬりつぶされる。

「カナギ！」

　急に消えたカナギに気づき、詩人が駆かけ寄ろうとする。

　と、すかさずミリアンが彼の外がい套とうをつかんだ。

「ソラ、駄だ目め！　あなたも落ちる」

　ふりむいた詩人を見上げるミリアンの目は、おそろしく真しん摯しな色を宿して光っていた。

　ミリアンは素す直なおに詩人を心配しているのだろう。しかし。詩人は雪牛の手た綱づなを持ったミリアンと、カナギの姿が消えた先とを見比べて少し首をかしげる。

「それはそうかもしれませんが……彼、生きているかな。……カナギ!?」

　詩人が声をはりあげると、その声は風に乗って長く尾おを引いた。

　詩人とミリアンは寄り添そって、しばし風の音を聞く。

　やがて詩人の声が完全に辺りから消え去ると、不意に風が吹くのをやめた。

「……ソラ……これ」

　視界がわずかに晴れ、ミリアンは目の前に生えた石の固まりを見て瞬く。

　雪からつきだしているのは天然の岩ではない。どうやら崩れかけた塔とうの一部のようで、天てつ辺ぺんには牙きばをむいた奇き怪かいな獣けものの彫ちよう刻こくが残っていた。

「古い城の装飾ですね。カナギが岩壁だと思ったのは、これだったのでしょう」

　詩人がそう告げたとき、下方からかすれた声が響ひびいてくる。

「おーい、右だ！　右のほうから下りてこい。ここ、城の中庭だ！」

　詩人とミリアンが声のほうへ歩み寄ってみると、雪でできた急な斜しや面めんの下でカナギが手をふっている。どうやら無事なようだ。

　そして彼の背後で黒々とした姿をさらしていたのは、雪に埋うもれかけた古城であった。


◆



「ずいぶんと古い城ですね、これは」

　詩人の声は、乾かん燥そうした冷気に伝わり、高い石の天てん井じように響いた。

「中は焼けてるけど、外壁が残ってて助かったな。風が防げるだけ大分マシだ」

　カナギは携けい帯たい用松明たいまつの火を壁かべに近づけ、石にこびりついた焦こげ跡あとを指でこする。ふりむくと、詩人とミリアン、そして荷運び用の長毛種の獣──雪牛が城の広間にたたずんでいる。

　三人と一頭は、ここを当座の避難場所と決めたのだ。

「ずいぶんとひどい吹雪でしたからね。ここのところは晴天続きという話でしたが、山の天気は地元の人間でも読めません。できれば、春を待って出発したかったのですが」

　詩人がのんびりと言い、白い美び貌ぼうをカナギに向ける。

　琥こ珀はくの瞳ひとみの他は髪かみも肌も残らず白い詩人の顔は、死ぬか生きるかの旅の最中さなかでも、性別どころか生の気配すら希き薄はくな美を保っていた。

　そのほとんど不自然な容貌を眺ながめ、カナギは憮ぶ然ぜんとした顔になる。

「しょうがないだろう、帝てい国こくの奴やつらがわざわざあんな辺境の村まで追いかけてきちゃったんだから！　言っとくがな、詩人。あれは絶対お前のせいだぞ」

「わたし、ですか？　帝国に追われているのは君も同じでしょう」

　詩人はきょとんとして問い返す。

　確かにカナギと詩人はこの大陸の『法』の番人である帝国に追われる身だ。いつのまにやら一いつ緒しよに逃にげるはめになったふたりに、詩人に懐なついてついてきた少女、ミリアンを加えた三人は、しばらく小さな辺境の村を点々としていた。

　薬くす師しと詩人という職しよく業ぎよう柄がら、カナギたちは田舎いなかの人々には重宝される。訳ありと知ってかくまってくれることも多いのだが、追っ手は大陸最大の勢力を持つ神聖帝国ルースに本部を構える光魔ま法ほう教会の監かん査さ官だ。彼らはちょっとした噂うわさからカナギたちの居場所をかぎつけ、捕とらえようとやってくる。

　昨晩、辺りを帝国の連中がかぎ回っていることを村人たちから知らされた三人は、やむを得ず冬の雪山に踏みこんだのだった。

　カナギは詩人の邪じや気きのなさそうな様子に頭痛を覚え、それでもどうにか穏おだやかに言う。

「あのな……俺は常に奴らをまく努力は怠おこたってないだろ？　なのにお前は目立つ言動ばっかり繰くり返すわ、無む駄だに顔はいいわ、少しは逃とう亡ぼう者の自覚を持てよ」

「自覚で顔が悪くなったら怖こわいでしょう。大体、それを言うなら君もその上着はやめるべきです。雪の辺境に深しん紅くの上着というのはまるきり的まとですから」

「お前、この上着をばかにする気か!?　いくらすると思ってるんだ、見ろ、このこだわりの襟えりと刺し繡しゆうを！　薬草学の師し匠しようから死ぬ気でかっぱらったんだぞ、俺の誇ほこりだ！」

　──話がずれている。

　ついでに言えば、目立つのは両人ともだ。

　ミリアンは無言のままに思い、長身の青年ふたりを見比べた。特に口を出そうとは思わない。彼女はふたりが口論をしているところを見るのが割合好きだった。

「君がそういう言い方をすると、本当に師匠を殴なぐって強ごう奪だつしたようにしか思えませんよ。普ふ通つうに『受け継ついだのだ』と言えばいいのに」

「……ほほー、俺はそんなに悪党ヅラか……ん？」

　何かの拍ひよう子しでぱきり、と乾かわいた音が響いて、カナギは松明を床ゆかへと近寄せた。

「骨」

　ミリアンがつぶやく。

　確かに、カナギの長靴は骨を踏ふみ砕くだいていた。よく見れば骨はあちこちに転がっている。

　カナギは眉まゆをひそめ、その中の一本を拾い上げた。

「人骨だな。足の骨だ。……長さからして、多分成人男子か」

「人骨が転がり、壁には焼けこげの残る城ですか。昔、戦いくさでもあったのでしょうね」

　詩人の言葉にうなずき、カナギはそっと床へ骨を戻もどした。

　ミリアンは彼らを眺めていたが、ふと首をかしげ、少しためらってから詩人を見上げる。

「ソラ。ここ、誰かいる」

　唐とう突とつに投げられた台詞せりふに、詩人は薄うすい唇くちびるで微笑ほほえんだ。

「おや、本当ですか？　それは挨あい拶さつをしておかねばなりませんね」

「……待て、待て。挨拶とかいう前に、物ぶつ騒そうな連中じゃないだろうな」

　まじめな調子で口を挟はさんだカナギを、ミリアンは無表情に見やる。

「ここにいるひとは、生きているひとと、ちょっと違ちがう」

「……は？」

　予想外の返答に、カナギは目を見開いた。生きているひとと違う、ということは、普通に考えると『死んでいるひと』ということになるわけだが。

（死んでいるひとが『いる』、ってのは……つまり……その）

　あまり考えたくないところへ行き着いて固まるカナギをよそに、詩人は笑えみを含ふくんだ静かな顔でうなずく。

「そんなこともあるかもしれません。死者もまた、生者とは違ちがった方法でこの世を揺ゆらしていますから。君の『世界の構成要素』を見る力が反応しているのでしょう」

「ばか言え！　ひとは死んだら立ち去るのが定めだ、そんなまさか幽ゆう霊れいとか……」

　妙みようにむきになってカナギが抗こう議ぎしかけたとき、突とつ然ぜんと室内の温度が下がった。

　脳が痺しびれるような冷気に、カナギは思わず棒立ちになる。

　次の瞬しゆん間かん、低いうめきが辺りを這はった。

　おお、とも、うう、ともつかない、いっそ獣じみた声は、冷えた大気を震ふるわせて、重く、怨えん嗟さを引きずるように続く。

（本当か、おい──）

　心中で毒づき、カナギは外套の胸をわしづかんだ。胸にひどい圧あつ迫ぱく感がある。寒い。

　詩人は風を読む風ふ情ぜいで中空を眺めていたが、しばらくして、また広間がしんと静まりかえるとつぶやいた。

「──そういえば、村で聞いたことがあります。この辺りには呪のろわれた古城があるのだと。その城で一夜を過ごしたものは、必ずと言っていいほど発はつ狂きようするという……」

「帰る」

　間かん髪はつ容いれずに言い、カナギはきびすを返した。

　その後ろ姿に、詩人は容よう赦しやなく優やさしい声をかける。

「一体どこへ？」

「ここではないどこかへ！」

「夢見がちな発言ですが、外はひどい吹雪ふぶきです。病弱な君に心地ここちよい場所とは言えません」

「誰が病弱だ、俺は丈じよう夫ぶ！　魔ま物ものの呪いを受けて生き残ってるだけで充じゆう分ぶん丈夫！　異常なほどに丈夫！　雪がなんだ、呪まじないだの幽霊だのでいちいち狂ってられるか！」

　八つあたり気味に叫さけぶカナギの顔は、怒いかりというよりは恐おそれに似たもので満ちている。

　詩人は首をひねった。

「カナギ、君、そんなに幽霊が嫌きらいだったんですか」


◆



　二度目に目覚めたときも、彼女は闇やみの中だった。

　ゆううつな小部屋はこの間よりもさらに古ぼけ、ほこりをかぶったような気がする。

（嫌いやだわ、もう。どこかへ行こう）

　彼女はこんな場所で眠ねむることにうんざりし、体を起こして床へ足をつけた。

　そしてそのとき、彼女は自分の足がひどく細いのだ、ということを思い出した。

　彼女は体が弱く、ずっと城の中で育った。出かけるときには、いつも誰かが彼女を輿こしに乗せた。だから彼女はまともに歩けないほど足が弱いのだ。

　思い出したら、彼女はへたりと床に座りこんでしまった。

（──そう、そうだった。なんで忘れていたんだろう、私、姫ひめだったのよ。ここは私の城かしら？　こんな暗い部屋、あんまり見覚えがないけれど）

　彼女は考える。わからないことは多いが、この調子なら段々と色々なことをを思い出せそうだ。気長にやろう、と思う。どうも長く眠ってしまったようだし、のんびりやればいいのだ。

　彼女はごくゆっくりと、手と膝ひざでもって、まずは小部屋の扉とびらを目指した。


◆



「昔、この場所には小さな国があったと言います。スダーリ山脈の懐ふところに抱いだかれた城は守りやすく攻せめ難がたい。さりとて、帝国の手を逃のがれることはできなかった」

　詩人の指が楽器の弦げんを弾はじく。

　古城の床の上で、たき火が燃えている。

　揺れる炎ほのおが火を囲む三人に深い陰いん影えいをつけ、詩人はなおも続けた。

「北部辺境、永久凍とう土どは神の領域。そこへ続く土地にさえ、帝国は手を伸のばしたのです。小さな城へさし向けられた兵士たちは、北部辺境の流りゆう儀ぎなど知りません。名乗りはあげぬ。他ほかの領主の取りなしも聞かぬ。彼らはただ力のみで攻め入って、すべてを焼き払はらいました」

　帝国建国当時はよくあった話だ。彼らは合理性をもって他を制した。

　合理性を説いたのは、光魔ま法ほう教会の魔導師たち。

　そして古い宗教者である詩人の話は、魔導師たちの合理性とは対極を語る。

「この城に呪いが生まれたのはそのときです。王様はアンズの木の下で殺されて、そのアンズは毒になりました。お后きさきは塔とうから身を投げて、その塔へ登る階段には死者の手が現れ、ひとを突つき落とすようになりました。そうしてたったひとりの姫君は地下牢ろうに閉じこめられて、今も恨うらみの歌を歌ってはひとを狂くるわせているのです」

　囁ささやく声こわ音ねで語り終え、詩人は琥こ珀はくの瞳ひとみをあげた。

　ミリアンはうずくまる大きな雪牛に背を預け、膝を抱かかえて炎を見ている。

　彼女に懐なついた雪牛が、薄黄色いミリアンの髪かみの端はしをもふり、とたわむれにくわえた。少女は黙だまって、雪牛の額をてのひらで押しやる。

　雪牛はおとなしく彼女の髪を放すと、また頭を冷えた床へと下ろした。

「……子供だましだ」

　不ふ機き嫌げんそうにつぶやいたのはカナギだ。彼は愛用の剣けんに歪ゆがみがないのを確かめ、鞘さやに戻して詩人を見やる。

「そんなよくある話で呪われた城ができてたら、世界中呪いだらけだぞ」

「そうですとも。世界は呪いに満ちています」

　詩人に微笑んで言い切られ、カナギはじんわり顔をしかめた。

「……嬉うれしそうだな、お前」

「別に嬉しくも悲しくもありませんが、せっかくここまでお膳ぜん立だてがととのっているんです。今夜はいっそ幽霊、呪いの類たぐいの怖こわい話を語りつくそうかと」

「絶対！　絶対面おも白しろがってる！　別に俺は怖い話が嫌なわけじゃなくてだな！」

　必死に言い訳するカナギの声をさえぎって、詩人は一気に続ける。

「嫌でないならなおさら問題はないでしょう。失した首を捜さがして手探さぐりで歩き回る姫君の話はどうです？　それとも死人の顔がついてくる話がいいかな。ある男が老ろう婆ばを殺した後、なぜか視界の端に同じ老婆が見えるんですよ。一体何だろうと思ってそちらを見ると、なんと幼い我が子が殺した老婆と同じ顔に！」

　さすがに歌うことを生業なりわいとする詩人、細くても肺活量はかなりのものだ。

　ここで耳をふさいだら負けだとばかりに、カナギは据すわり気味の目で答える。

「そんなもん妄もう想そう！　罪の意識でつぶれた阿あ呆ほうの錯さつ覚かく！」

「かたくなですね。でも、さっきの声は君も聞いたでしょう」

　さっきの、広間に響ひびいたうめき声。

　思い出すだけで背筋に寒気がよみがえり、カナギは無意識に剣を握にぎりしめて言葉を濁にごした。

「……あれは……まあ……」

「声と同時に、ひどい冷気が這い上ってきましたよ。ただごとではないと思いますが」

「何か裏があるんだ、絶対に……」

「裏と言っても、こんなところで誰が我々をだまそうとしているというんです」

　あきれた風に訊きかれ、カナギはしごく真しん剣けんな顔で切り出す。

「それはだな、ここにはとっても物好きなメリーちゃんという女の子が住んでいて、夜な夜なひとをだまさないと眠れない病にかかっているという……」

「……カナギ。君は作り話でひとをだまそうとしないほうがいいと思いますよ。心から忠告します」

　不意に真顔になった詩人がカナギの肩かたに手を置き、カナギはすかさずそれを振ふり払う。

「お前のばか話と、俺の今の話とで何が違ちがう！　阿呆なのは一いつ緒しよだろう！」

「君の話はまず、命名のしかたがよくありません。ひとをだますのにメリーちゃんはないでしょう。いいですか、作り話をするときは、細部にこだわらねば駄だ目めです」
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「そんなことまじめに教えるな！」

　自分の叫びが虚むなしく反はん響きようするのを聞き、カナギはどうにか冷静になろうと声を抑おさえる。

「……いいか？　メリーちゃんはないにせよ、幽ゆう霊れい話には大たい抵てい裏があるもんなんだ。幽霊話の舞ぶ台たいになった場所へひとを立ち入らせたくない理由があったとか、そういう類の裏が」

「それは確かに道理です。そうそう、この城の呪いの話には続きがありまして。ここにあった小国を滅ほろぼした帝てい国こく軍は、軍を駐ちゆう屯とんさせるわけでもなく城をうち捨てて行ったのですが、後に、ここを再利用しようとしたらしいのですね。そのとき、この城に泊とまった兵士たちがばたばた死ぬ事件があったとか。以来、帝国はここへは来ないそうですよ」

「……そのときに死んだ兵士って……ひょっとして、さっきの骨か？」

　自分で言って、カナギは顔をしかめる。できれば気づきたくなかった。

　詩人は浅くうなずき、弦を弾く。

「普ふ通つうに考えればそうでしょうね。落城のときの骨がまだ残っているとは考え難い。あれはこの城の呪まじないで死んだ者の骨、というわけです」

「……いやしかし、兵士が死んだからって、その理由が呪いとは…………！」

　往おう生じよう際ぎわ悪くカナギが言い始めたとき、彼の後方でがしゃん、と何かが落ちる音がした。

　カナギは息を吞のんで神経を研とぎ澄すます。

　音がしたのは、カナギの背後。闇やみに沈しずんだ通路の先のほうだ。

　扉はすべて焼け落ちているから、カナギたちのいる部屋と通路をさえぎるものはない。

　通路の向こうから、ころん、ころん──と、何か乾かわいたものが転がってくる音がする。

　音は確実に近づいてくる。

　通路の向こうを見ていた詩人が、切れ長な目をそっと細めた。

「おや、これは……」

（……そこで言葉を切るな！　気になるだろうが！　ええい、この！）

　カナギは歯を食いしばり、痛いほどに剣を握りしめて後ろをふりむいた。

　カナギの背後、通路を転がってきた白いもの。それは──

　白く乾いた、人間の頭ず蓋がい骨こつであった。

　頭蓋骨はひきつったカナギの眼前で転がりやめた。たき火の明かりがぼんやりと頭蓋骨を照らす。虚うつろな眼がん窩かは黒々と、カナギのほうを向いていた。

「まさか……」

　ただでさえ悪い顔色をさらに白くして、カナギは呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　詩人が沈ちん黙もくを守る中、急にミリアンが口を開いた。

「──今の、私がやった」

　カナギはぎょっとして彼女を見やり、何か言おうとするが咳せきに阻はばまれる。

　激しく咳せきこむカナギを眺ながめ、詩人が代わりに問うた。

「君が魔ま法ほうを使って骨を転がしたんですか、ミリアン」

「そう。……ごめん」

　うっかり喀かつ血けつしてしまいそうな勢いで咳き込むカナギに、さすがのミリアンも罪悪感を覚えたらしい。瞳を伏ふせて、少女はぽそりと謝罪の言葉を口にした。

　カナギはどうにか咳をなだめて、わなわなと震ふるえる。

「どうしてそういうことをする！　お前、魔ま法ほう使つかうの怖いんじゃなかったのか！」

　ミリアンは桁けた外はずれの魔法力を持つ天然魔導師ではあるが、未いまだにその力と心は不安定だ。

　少女は雪牛の長い毛に埋うもれて口ごもる。

「怖い……けど……」

「けど!?」

「カナギ。本当に……幽ゆう霊れい怖いの？」

　意を決したようにミリアンが訊いてきたのはそんなことで、カナギは脱だつ力りよくのあまり本当に気を失うかと思った。

　少女の目は、わずかに興味の色を宿して光っている。

　可愛かわいい、と言ってしまえればいいのだが、いやまあ実際可愛いような気もするが、ひとを脅おどかすために魔法力で頭蓋骨を転がす少女は本当に可愛いのだろうか？

　もうろうと考えているカナギを見て、詩人は淡あわく笑う。

「生きていますか、カナギ？　まだ夜が明けるまでには大分間がありますよ」

　彼の微笑ほほえみにさらなる疲ひ労ろうを感じ、カナギは心を決めた。

　このままではいけない。

　どうもこの場に『カナギの幽霊嫌ぎらいをからかおう』という雰ふん囲い気きが満ちてきている。これを変えねば、朝まで生き残る自信がない。これは死活問題だ。

　カナギは半ば悲ひ壮そうな決意を固め、すっくと立ち上がった。

「──これからこの城、徹てつ底てい的に調べるぞ。ここの幽霊話が噓うそだって証しよう拠こを見せてやる！」
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　たゆみない努力の結果、彼女は床ゆかを這はって扉とびらへとたどりつくことができた。

　木製の扉には重い金属の錠じようがついていたが、木の部分が腐くされて大きな隙すき間まが空いていた。

　彼女はそこから、扉の外に這い出す。

（瘦やせていて得をすることもあるのね）

　少し楽しい気分だ。昔は母親に、瘦せぎすは病弱そうで美しくないと嘆なげかれたものだ。

（母上、元気かしら）

　母親の顔をぼんやりと思い出すと、がっしりとした父親の顔や、城の使用人たちの顔も少しずつ頭の中に浮うかんできた。

　彼女は暗い部屋を出て、今度は石の螺ら旋せん階段を上る。使うのは手と膝ひざなので、距きよ離りはなかなか稼かせげない。その上すぐに疲つかれてしまうため、彼女にとってこの狭せまい螺旋階段はおそろしく長いものに思えた。

（でもやっぱり、ここは私の城のようだわ。この螺旋階段、塔とうへ登る階段みたいだし）

　ここが自分の城の塔なら、天てつ辺ぺんまで登れば綺き麗れいな空が見えるだろう。そう思うとほんのり嬉うれしくなって、彼女は緩かん慢まんに階段を上り続けた。

　一段、また一段と飽あきずに上っていくと、彼女の手は頭上の硬かたい扉に触ふれる。

　螺旋階段をふさぐようにつけられているのは、今度は金属製の扉だった。

（この扉は、私の力では開きそうにないわね）

　何度かぺたぺたと触れてみて、彼女は結論した。落らく胆たんしたが、あきらめる気にもなれない。

（まあ、いいわ。ちょっと眠ねむいし。眠って、起きたらまた考えましょう）

　彼女は思い、階段の上で猫ねこのように丸まって眠った。
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「まずは、兵士たちが死んだ理由だ」

　人骨の転がる広間に立ち、カナギは言う。

　つきあいで見守る詩人とミリアンの前で、彼は床の骨を拾った。

「確かに人骨は多いが──見ろ、このへんの骨は違ちがう。馬か、鹿しかか、そんな類たぐいの骨だな。きっと兵士たちが焼いて食ったんだ。あとは……あった！」

　嬉き々きとしてカナギが詩人に見せたのは、黒く小さな何かだ。

「なんですか、それは」

「種だよ、種」

　カナギは言い、手て袋ぶくろをしたままの手で器用に種を二つに割った。鼻を近づけて匂においをかぎ、少しかじってみてからすぐに吐はき捨てる。詩人を見返った顔は妙みように嬉しそうだ。

「案の定、黒アンズの種だ。俺たち東方の薬くす師しはすりつぶして痛み止めに使うが、まるまる一個食ったら致ち死し量の毒になる」

「なるほど……黒アンズというからには、実の外見はアンズに似ているんですね？」

　職しよく業ぎよう柄がらか単なる趣しゆ味みか、雑学知識の豊富な詩人はカナギが何を言わんとしているかあらかた察したらしい。詩人の問いに、カナギはうなずいた。

「そう。帝国には肉と一いつ緒しよにアンズを食う習慣があるよな？　おそらく、こいつらも近くに生えてた木から、アンズらしき実を採とって肉に添そえたんだろう。それが毒の果実だったのが運の尽つきだ。別に呪いでもなんでもな……い……」

　自信満々のカナギの声は、語ご尾びがとぎれがちになって消える。

　またも、あの不気味なうめき声が聞こえてきたのだ。

　三人は耳を澄まし、声が完全にやんだところで顔を見合わせる。

「次はあの声の謎なぞ解ときですか？」

「……その前に、階段だ。死者の手が出る、塔へ登る階段ってやつ」

　青ざめはしたが、カナギはめげなかった。

　詩人は辺りを眺め、やがて城の一角を杖つえで指し示す。

「外から見えた様子からすると、塔はあちらのほうだと思いますよ」

「行ってみよう」

　カナギは即そく答とうして歩き出す。ほどなく三人はそれらしき階段を見つけることができた。

「詩人、これが例の階段だと思うか？」

「ほぼ間ま違ちがいはないでしょう。いくつも塔があるような城には見えませんでしたから」

　詩人の声を背に聞いて、カナギは黒々とした階段の入り口に松明たいまつを差し込む。

　中はわずかな風が吹ふいていると見えて、松明はゆらゆらと揺ゆらめいた。

「……やけに寒いな」

　一歩踏ふみこむと、階段は他ほかの場所よりさらに寒い。カナギは顔をしかめて外がい套とうの襟えりをかきあわせ、階段へ足を載のせた。

　特に違い和わ感があるわけでもないので、さらにもう一段上ってみる。

「ん……？」

「出ましたか？　死者の手」

「いや、違う。ああ……これはもっと簡単だぞ、詩人。お前も上ればわかる」

「そんなものですか？」

　慎しん重ちように階段を上っていくカナギを見上げ、詩人も後に続いた。

　気楽な所作で数段上りかけたところで、彼は見事に体勢を崩くずす。

「ソラ！」

「……おや？」

　後から来たミリアンに支えられ、詩人は何度か不思議そうに瞬またたく。

　彼は不安げなミリアンの頭に軽く手を置いて安心させてから、螺旋階段の数段を行ったり来たりした。やがて詩人はカナギに声をかけた。

「カナギ、これ、段の高さが違いますね」

「だろ？　上のほうまで行ってきたけど、全体的にそうだ」

　壁かべに手を置き、カナギはゆっくりゆっくりとまた階段を下りてきた。

「上に行くほど段が小さくなるのは普ふ通つうだけど、ここのは意図的に段の高さをばらつかせてる。おそらくは外敵が駆かけ上がれないように、ってとこかな。よく崩れないもんだ」

「確かにこれなら、慣れていない人間はほぼ確実に転びますよ」

　カナギが詩人の返事に満足げにうなずいたとき、今度は例のうめき声が、耳を覆おおいたくなるほど大きく響ひびいた。

　同時に冷え切った風が螺旋階段を吹き上っていく。

　カナギは寒さに震ふるえる歯を食いしばり、階段の最後の数段を飛び下りた。

「そして最後のこのうめき声は……」

　風の出所を探さぐると、階段を下りきった床の一角でほこりが舞まい散っているのがわかる。

　カナギは床をてのひらでなで、ほこりと土をはらいのけた。

　現れたのは、錆さびた金属製の扉である。

「これだ。詩人、そっち持て」

「わたしにこれを持ち上げろと？」

　詩人はちらと足元の扉を見た。ぎりぎり指の入る隙間はありそうだが、取っ手すらない重そうな扉だ。

　対する詩人は長身とはいえかなり線は細い。けれどカナギは当然とばかりに言う。

「そうだ。お前、見た目よりかなり腕わん力りよく脚きやく力りよくあるだろう。肌はだ荒あれもしないし」

「肌荒れは関係ないのでは？」

「健康状態ってのは大体顔に出るの！　お前は万年超ちよう絶ぜつ健康顔だ。とっとと持て」

「万年超絶……君の表現力には少しばかり疑問を感じますが、まあいいでしょう。開けますよ」

　無む駄だ口ぐちを叩たたきつつも特に抵てい抗こうするわけではなく、詩人は床の扉へ手をかけた。

「よし」

　カナギはうなずき、ふたりは呼吸を合わせて力を込める。

　古びた金属扉とびらはわずかな抵抗を見せたが、間もなく音を立てて枠わくから外れた。

　途と端たんに冷気が吹き上げてくる。

　ほこりが舞い上がり、先ほどまでうめき声に聞こえていた音は、すっかりとただの風の音に変わった。

　ほこりから目をかばいつつ、カナギは言う。

「地下への扉とびらだな。どっかで外と繫つながってるんだろう」

「うめき声はただの風の音、ですか」

　つぶやいた詩人に満足げな笑えみを向け、カナギは金属扉を床ゆかへと下ろす。

「そういうこと。何にだって理由はあるんだ。幽ゆう霊れいとか呪まじないとかより、もっと確かなものが」

　詩人は金属扉を見つめていたが、カナギの言葉に顔をあげて微笑ほほえんだ。

「今はそういうことにしておきましょう」

「素す直なおじゃないな、お前は。いいか、負けを認められないやつは、一生誰にも勝てないぞ？」

　一転して上じよう機き嫌げんになったカナギに、詩人は素直にうなずく。

「真理ですね」

「もちろん。さて、謎なぞも解けたし体も冷えたし、とっとと火の傍そばに戻もどろう」

　楽しげにきびすを返すカナギを見送り、詩人は少しだけ、床の扉をずらした。
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　がたん、と重い音がして、彼女は目を覚ました。

　見ると、辺りの様子が変わっている。金属扉がずれ、隙すき間まができているのだ。

（これなら上に行ける）

　眠ねむ気けなど一気に吹き飛び、彼女は嬉々として金属扉の隙間をすりぬけて、また階段を上り始めた。

　螺ら旋せん階段を上に上るにつれ、見覚えのある様子になってくる。彼女の心は浮うき立ち、階段を上る手にも力がこもった。

　そのせいで彼女は、今までよりずいぶん速い速度で塔とうの天てつ辺ぺんにたどりつく。

　外に出ようとして、彼女は出口が半ば雪に埋うもれているのを知った。今は冬なのだ。

　それにしても、どうして出口の扉がないのだろう。

「そちらへ行くと、落ちますよ」

　不意にひとの声がして、彼女はひどく驚おどろいた。ここにくるまで、人間どころかネズミにすら出会わなかったのに。

　あわててふりむくと、階段の途と中ちゆうに白い男が立っている。白い肌はだに白い髪かみ、金糸銀糸の刺し繡しゆうを入れた古い衣ころもも白色だ。

（綺き麗れいなひと）

　不可思議な詩人の美び貌ぼうに、彼女は呆ぼう然ぜんとする。

　その間に詩人は階段を上って、彼女の前にひざまずいた。

「こんばんは、姫ひめ君。わたしは旅の詩人です」

「詩人さん？」

　旅の詩人ならば、彼女にとっても馴な染じみはあった。大たい抵ていは老人で、こんな美しい青年はいなかったけれど、彼らが城に来たときには温あたたかい食物と寝ね床どこを与あたえるのが礼れい儀ぎだ。その代わり、詩人たちは不思議な歌を歌う。

「ええ。さまよい歩いた末にこちらの城へとたどりつき、一夜の宿をお借りしていました。ご不快でなければよいのですが」

　顔をあげた詩人があまりにも清い光を凝こらせたような姿なので、彼女はかえって恥はずかしくなった。

「不快ではありません。それより……その、私、みっともない格好をしてはいないかしら？　病がちなもので、長く眠ねむっていたの」

　ためらい気味に訊きくと、詩人は静かな視線で彼女を見み据すえた。

「あなたは美しい。この国の紋もん章しようを織りこんだ毛織物を着ていらっしゃる。足にも同じような柔やわらかな靴くつを履はき、髪は秋の枯かれ草色。目は晴れた空のように青い」

　詩人の声が彼女の姿を口にするたび、彼女の中の自らの像が鮮せん明めいになってくる。彼女は安あん堵どの息を吐はいた。

「ああ、そうね。私はそんな風だったわ」

　詩人は立ち上がり、彼女に礼儀正しく寄り添そう。

「しばしご一いつ緒しよしてもかまいませんか？　外へ出られたかったのでは？」

「そうなの。空が見たかったのよ。この塔の上から見る空は、本当に綺麗なの」

　詩人は答えずに少し笑って、手にした杖つえで出口を半分埋めていた雪を突つき崩した。そして手を伸のべ、彼女を塔の上へと連れ出す。

　詩人に支えられて念願の場所へと立ち、彼女は周りを見み渡わたした。

　ひどく暗い、と思う。外界は闇やみに沈しずみ、塔の縁ふちはあちこちが崩れている。

「まだ、夜ね。でも、なんだかあちこち、ひどく古びているわ」

「姫君は少し、螺旋階段を上るのに時間をかけすぎたようですね」

　優やさしく言われ、彼女は何度か瞬いた。

「……どのくらい？　私が階段を上るのにどのくらいかかったのか、あなたにはわかる？」

　彼女に問われ、詩人は思案する。

「そうですね。おそらくは三〇〇年ほどでしょうか」

「三〇〇年……じゃあ、私、死んでいるの？」

　呆あつ気けにとられて彼女はつぶやいた。確かに眠りすぎたとは思ったし、階段を上るのに時間もかけた。けれどまさか、三〇〇年も経たっていたなんて。

　彼女は、悲しむより前に徒労感でがっくりと肩かたを落とした。

　本当は落とす肩もないのだろうが、彼女はまだ自分の体を感じることができた。もっとも、そのせいであれほど階段を上るのが大変だったのだろうから、特に嬉うれしくもない。

「ええ。あなたは死んでいる」

　詩人に言い切られると案外あきらめがついて、彼女はため息混じりに続けた。

「そういえば、戦いくさがあったんだわ。戦で……私は地下に閉じこめられた。私が最後に見たのは、結局あの戦の日の空だったのね」

　どろどろとした呪のろわしい戦場の空など思い出したくもなくて、彼女は悲しい気分になる。

　たとえ朝が来ても、辺りは自分の見たい景色けしきとは違ちがってしまっているだろう。

　三〇〇年は長すぎる。恨うらみなんか少しも残らないくらいに長かった。

　沈ちん黙もくした彼女を励はげますように、詩人は彼女の手をとった。

「姫君、あなたが一番見たいと願う空は、いつの空ですか？　覚えていらっしゃいますか」

「覚えてはいるけれど……」

　力なく言う彼女に、詩人は笑いかける。

「姫君はご存じでしょうか。ひとには、見たいと願ったものを見る能力があるのですよ」

　そんなことは初めて聞いた。彼女は興味を惹ひかれて訊たずねる。

「それは、死んだひとにだけある能力？」

「いいえ。生きているうちも、本当は見えるのです。ただ、気づきにくいだけですよ。あなたはもう死んでいる。ならばさらにやりやすいはずです。さあ、願ってください」

　おかしなことを言う詩人だ。でも、なんだか彼の言うことは信じてもいいような気がする。理由はわからないけれど。

（私が見たいのは──昔の）

　彼女は素直に目をつむり、自分が見たい空を頭の中に描えがき出した。

　それは春。

　抜ぬけるような真っ青な空。

　呼吸をすれば、青い草の匂においがする。

「……え？」

　本当に青草の香かおりをかいだ気がして、彼女は目を開けた。

　柔らかな風が吹ふき、間ま違ちがいようのない春の匂いを彼女の全身にふりまいてくる。

　先ほどとは一転し、辺りは真昼だった。

　明るい光に満ちた、緑に覆おおわれた山さん岳がく地帯に、ぽつりぽつりと山羊やぎの白が散っている。小さな白は、この春生まれた子山羊に違いなかった。

「──私、あの山羊に名前をつける！」

　彼女は思わず声をあげた。

　昔、こんな風に叫さけんだことがある。体調がよくて、両親に塔へ登ってもよいという許可をもらったとき。

　これはきっと、あのときの空だ。

　彼女は、今までとはうってかわった明るい予感を覚え、高鳴る胸を抱かかえて振ふり返る。

　するとどうだろう、背後には、懐なつかしい両親が寄り添ってたたずんでいた。

　望んだままの光景に、彼女は声を立てて笑い、両親に駆かけ寄った。

　彼女は自分の足が弱いことなど忘れていたので、軽かろやかに走ることができた。

　一歩踏ふみ出すたびに、彼女の体と心は軽くなる。

　走るうちに、彼女は戦のことを忘れた。

　自分が死んだことも忘れた。

　両親に近づくにつれ、体はどんどん軽くなって、しまいには彼女は、自分の体のことを忘れた。忘れると、彼女の体はなくなった。

　体の消えた後に残ったのは嬉しさだけだ。

　彼女は嬉しさだけになって両親の腕うでに飛び込み、弾はじけるように笑い続ける。

　やがてかぎ馴なれた肉親の匂いに包まれてほっと安堵すると、嬉しささえも溶とけ消えて──ついに彼女はなんにもなくなった。
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　翌朝、カナギは浅い夢の中にいた。

　死んだ知人たちがひたすら一列に並んで、こちらをぼんやり眺ながめている夢だ。

（そっちにはまだ行けないんだよ）

　重苦しい大気を感じながら、カナギは何度も繰くり返す。

　彼は大抵こんな夢しか見ない。カナギの記き憶おくの中には、生者よりも死者が多すぎた。

（頼たのむ、忘れたりしないから、せめて幽ゆう霊れいなんかにならずに、夜明けと共に消えてくれ。目覚めたところは生者の世界だって、どうか俺に信じさせてくれ）

　冷や汗あせをにじませ、心から祈いのったところで我に返ると、目の前でたき火がくすぶっていた。

　目が覚めたのだ。

　たき火の向こうでは雪牛が吞のん気きに転がっている。詩人とミリアンの姿がないのを知り、カナギはのろのろと起きあがった。こわばった体を慎しん重ちように伸ばす。

「どこにいるかは……まあ、丸わかりか」

　彼がつぶやいたのは、高い場所から弦げん楽がつ器きの音が落ちてきたからだ。

　カナギが用心深く例の塔とうへ登っていくと、案の定、詩人とミリアンが崩くずれかけた塔の縁に座っているところへ出くわした。カナギは実に嫌いやそうに問う。

「何やってんだ、このくそ寒いのに」

「やあ、カナギ。泣き歌を歌っていたんですよ。この城の幽霊のためにね」

　楽器を弾ひく手を止めて笑いかけた詩人に、カナギはげんなりと答えた。

「だから、そんなものいないって」

「じゃあ、あのへんに埋うまっている山羊のリーリーちゃんのために」

「なんだ、そのひどい名前は！」

　自分のことは高い棚たなにあげたカナギの叫びに、詩人は肩をすくめる。

「本当にそういう名前だったんだから仕方ないでしょう」

「そうやって押し切ればすべて通ると思うな！　しかしまあ……お前、よく朝からふざける元気があるよな……」

　朝の冷気に腕を組むカナギを、詩人は少し面おも白しろそうに眺めた。

「わたしは大まじめですよ、カナギ。君も見たいですか？　リーリーちゃん。わたしのようにものを見る方法を教えてあげましょうか？」

「どんな方法だよ！　お前と俺とで、ものの見え方なんかがそうそう違うもんか」

　カナギは面めん倒どうくさげに言い捨てたが、詩人は気にせず続ける。

「違うと思いますがね。わたしの視界ではすべてのものが光り輝かがやき、完かん璧ぺきに美しい。生者も死者もさして違わず、世界は波打ちながらさざめいている」

「はいはい。寝ね言ごとは寝て言え」

　すげなく受け流されて、詩人はどこか楽しげに笑った。

　いつもどおりのふたりのやりとりを見守っていたミリアンは、カナギの傍かたわらに小石でも落として脅おどしてみようか、と思う。

　いつもは強気なカナギが幽霊を嫌きらう様子は、ミリアンには少し楽しかった。

（でも、もう、ここには誰もいないみたいだけど。死んだひと、どこから出て行ったのかな）

　ミリアンが気まぐれに死者の気配を探さぐると、彼女の首筋を穏おだやかな風がなでた。

　笑い声を聞いたような気がする。

　ミリアンは空を見上げ、そこに少し不思議なものを見つけて首をかしげた。

「ソラ、見て」

　ミリアンの声に、詩人とカナギが視線を投げる。彼女が指さす先では、薄うす闇やみの中、ひとひらのつむじ風が起こっていた。

　積もった雪を巻き込み、風は一いつ瞬しゆんだけの螺ら旋せんを描く。

　それがふっつりと空へ消えるのを見守った後、詩人は柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「──ああ、まるで、螺旋階段の続きのようですね」






















　カナギと詩人、ミリアンの三人の旅は続く。

　逃とう亡ぼう者である三人はなるべく人気のないところを選んで通るが、たまには生活用品を仕入れる必要がある。そのため本当にごくたまに、にぎやかな町に入ることもあるのだ。

　ヴァーサは、そんな町のひとつであった。

「これはまた、旅人の心も生まれ変わりそうなすばらしい町ですね」

「どこが？」

　間かん髪はつ容いれずに返したカナギに、詩人はきょとんとして振ふり返る。

「どこがって、すばらしいとは思いませんか？　ひとなら大たい抵てい好感を持つ光景ですが」

　そう言って杖つえで指し示すのは、実にこぎれいな城じよう壁へき都市だ。

　町を囲む石の城壁には緑のツタが這はい、あちこちで小さな赤い花を咲さかせている。

　城壁の向こうには美しい塔が幾いく本も空へ向かってそびえ、開け放たれた城門の中では、石いし畳だたみの道を挟はさんで三、四階建ての建物がにぎやかに店を開いている。

　偽にせの身分証明書を提示して町へと入れば、あちこちの街角から音楽が聞こえてくるのも印象的だ。商店の壁かべにも色鮮あざやかな壁画が描えがかれ、いかにも文化の香かおりのする場所である。

　カナギはひとを避よけて歩きながら、不ふ機き嫌げんそうに言う。

「確かに小じゃれた町だけど、俺は落ち着かないぞ、こういうの。帝てい国こく風の芸術ってのはどうしてもよくわからん」

「音おん痴ち」

　ぽそりとミリアンに言われ、カナギは真っ青になったり真っ白になったり、しまいに咳せきこんで周りのひんしゅくを買ったりと大変なことになった。

　どうにか復活し、口元をぬぐいつつカナギが弁明する。

「いや、それはつまりだな！　東方の音楽は根本的に帝国のとは違うの！　それだけ！」

「そういえばカナギ、君はわたしの声や楽の音にもさっぱり揺ゆらぎませんね。音楽への感受性が低い証しよう拠こです」

「そこ、東方人種を文化的に劣おとってるみたいに言うな！」

「言っていませんとも。劣っているのは君です。君ただひとり」

「…………」

　はっきり言われるとそれなりに傷ついて、カナギはあいまいに言葉を吞のみこんだ。

　他ほかのことならともかく、音痴は自分でも少しだけ気にしている。

（そんなこと言ったって、生まれつきよくわかんないんだからしょうがないよなあ……あっちから聞こえる曲と、こっちから聞こえる曲の違ちがいなんかサッパリだし）

　あちこちの路地から音楽の流れる町も、カナギにとっては『なんだかうるさくて他の気配が感じ取りにくい町』でしかない。確かにこれはちょっと味気ない人生かもしれなかった。

　我知らず落ちこんだカナギが足あし下もとを眺ながめながら歩いていると、石畳の上に突とつ然ぜん色しき彩さい豊かな模様が現れた。

「なんだこりゃ……？」

　何度か瞬またたいて見直すと、模様はうねくりながら伸のびる植物の絵となり、やがてその植物は実や花をつけて生おい茂しげったかと思うと美しい女性の髪かみとなり、女性の呼気が風となって多くの鳥を水面の果てへと運んでいく──というなかなか繊せん細さいな路上絵画なのだった。

「石畳の上へ、色をつけた石せつ灰かいで描いているのですね。よい腕うでです。描き手の柔い心が表面からしたたり落ちているかのようだ」

　詩人はいつもの調子で絵画を賞賛する。

　ミリアンは絵画を踏ふんで消さないよう、他の人々のように道の端はしへ寄った。

　そして絵画の先のほうを見やり、道の真ん中にうずくまっている人ひと影かげを見つける。

「ソラ、あれ、この絵を描いたひと？」

「そのようですね。この絵と巡めぐり会った記念に、挨あい拶さつでもしましょうか」

　詩人は穏やかに言い、ミリアンはうなずく。

　しかし路上にうずくまった画家はというと、突然と頭をひきむしり、そのままばったりと路上に倒たおれた。病気か、と思うと「うう」「ああ」とか奇き声せいをあげながら路上をごろごろと転がりだす。

　カナギは実に嫌いやそうな顔になり、歩調をゆるめた。

「やめよう、詩人。あいつおかしいぞ」

「画家の懊おう悩のうです。よくあることですよ。──こんにちは、白い蕾つぼみのひと。あなたは実の中に咲いた花のようだ。内には咲き誇ほこるものがあるのに、薄うすく強い膜まくに覆おおわれている。ひとはその奥に透すけて見える花に焦こがれ、あなたを賞賛するでしょう」

　カナギにはわけのわからない言葉で、詩人は画家を褒ほめ称たたえる。

　画家本人はというと、路上を転がるのはやめたが、まだ四つんばいになって自分の路上絵画をにらみつけていた。よく見れば身なりも悪くない二〇代半ばの青年なのだが、がば、とあげた顔は完全に目が血走っている。

「やめてくれ、そんな回りくどい賞賛はいらない！　僕が欲しいのは名めい誉よだ！　地位と名誉と金と、わかりやすい絶対の評価……！」

　そこまで言って、画家は唐とう突とつに固まった。綺き麗れいな緑色の目を思い切り見開き、勢いよく立ち上がって詩人のフードを取り去る。

　あらわになった詩人の顔は、白昼の光を受けてもあくまで神秘的であった。

　恐おそろしく整った造ぞう作さくの中、陽光が白いまつげにまつわりつく。ほとんど金に見える琥こ珀はくの瞳ひとみを細め、詩人はうっすらと笑った。

「どうしました？　わたしの顔に見覚えでも？」

　画家はしばらく詩人を凝ぎよう視ししていたが、段々と青ざめ、がたがたと震ふるえだした。

（こいつ、そろそろ倒れるんじゃ？）

　カナギが危あやぶみはじめたとき、画家はいきなり詩人に飛びつき、両りよう肩かたをつかんだ。

「君！　君だよ！　君、僕の絵の手本になってくれ！　僕はマルセル・デュカス。画家だ。君を描けば、僕はきっと大物になれる！」

　怖こわいくらい真しん剣けんな顔で言い、視線は詩人の目からそらさない。

　詩人の目を見るとめまいを覚えたり、気絶したりする者も多いのだが、情熱でぎらぎら光る画家の目は詩人の眼力すら跳はね返しているらしい。

　詩人は画家に両肩をつかませたまま、涼すずしげに微笑んだ。

「さて、しかしわたしは旅の詩人です。あなたのお役に立てる時間があるかどうか」

「長くとは言わない！　君の美は永遠に見えて一いつ瞬しゆんのものだ。一瞬でいい、もうすぐ領主様のお抱かかえ画家を選ぶ芸術祭がある。僕は君を描いて、見事お抱え画家になって見せる！」

「──ということらしいのですが。カナギ、どうしますか？」

　話をふられ、カナギはなんとなく遠い目になった。

（……面めん倒どうくさいな）

　本音はそこである。ここまで入れこまれてしまったら、断るのも面倒だ。

　大体この町に立ち寄ったのは旅の装備を調ととのえるためだ。装備を買うには金がいる。

（こいつと、ついでにミリアンをしばらく預けちゃって身軽になれば、俺は闇やみ医者をやって儲もうけられる。うん、それはかなり楽だわ）

　あっさり結論し、カナギは真顔で画家に向き直った。

「で、こいつを預けたらお前、いくら出す？」
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　交こう渉しようの結果、かなりの高額報ほう酬しゆうを約束された詩人とついでのミリアンは、画家の家に預けられることになった。

「むさくるしいところですまないが、作業室以外は好きに使ってくれてかまわないからね」

　詩人を雇やとい入れて上じよう機き嫌げんの画家、マルセルは言う。

　作業室でマルセルの前に立つ詩人は、革かわ帯おびをとって長衣を脱ぬいだ軽装となっていた。ぴったりと身に添そう衣ころもだけになってみると、詩人の理想的な骨格がよくわかる。

　彼がいくら細くても貧弱な印象にならないのは、この均整のとれた骨格によるものだろう。

　詩人は画材やら木き枠わくやらが散乱し、様々な絵の具で汚よごれた作業室の真ん中で画家を見た。

「むさくるしいなどと卑ひ下げなさることもないでしょう。この三階建ての建物すべてがあなたひとりのものなら、ずいぶん優ゆう雅がな暮らしと言ってもよいのでは？」

「確かに。売れない芸術家にしては、僕はいい暮らしをしている。デュカス家は三代前までは、代々領主様のお抱え画家だったからね。そのころに成した財産を食いつぶしているんだ」

　苦く笑しようして言い、マルセルは腕を組んで立ったままじっと詩人を見ていた。

　動くな、と言われているわけではないから、詩人は開け放した窓へ歩み寄って腰こしかける。

　大きくとった窓からは、向かいの家々の屋根と、領主館の塔とうと、青く晴れた空が見えた。陽光に輪りん郭かくをにじませた詩人の姿はそのままで絵画に収まることができそうな美しさだったのだろう、マルセルは慌あわてて安い紙の束を引き寄せ、木炭で詩人の姿を写し取りながら続ける。

「……ここの領主様は代々芸術に秀ひいでた方が多いのだけれど、そのぶん見る目も厳しい。何年かに一度、芸術祭を開いては新しいお抱え画家を選ぶんだ。僕は、僕の代でどうしてもお抱え画家に返り咲ざきたい。お抱え画家になれば領主館に住んで無心に絵が描けるし、豊かになるから妻帯もできる。何より魅み力りよく的なのは、領主様の画が廊ろうに好きに出入りができることだね」

　木炭を止めてうっとりするマルセルに、詩人はごく柔やわらかに笑いかけた。

「画廊ですか。それほどに芸術好きの領主様なら、立派な収集品をお持ちなのでしょう」

「そりゃそうだとも！　遠く西方や、古代南方のものもあるって話だ。もちろん僕の先祖が描いた絵もある。ご先祖様の絵の中には、この町の歴史の中でも最高と言われるものがあってね。どうやら肖しよう像ぞう画がらしいんだけど、まだ見たことがないんだ」

　それを聞いた詩人は少しだけ目を細め、マルセルの顔を見直した。

　詩人の美び貌ぼうに思わずぼうっとなるマルセルに、詩人は不思議に優やさしい声を出す。

「──あなたは本当に絵が好きなのですね」

「あ……え……好き？　どうだろう。むしろ、呪のろわれてるんだと思うよ。絵のために生き、絵を取り上げられたら死んでしまいそうだもの」

　マルセルは照れて赤くなり、くしゃくしゃに頭をかいて、あせた金きん髪ぱつを木炭の粉で灰色にしてしまった。

　詩人とマルセルはそんなふうで、毎日毎日作業室に入り浸びたっている。

　ミリアンはというと、マルセルの家で実に平和な日々を過ごしていた。

（こんなところに泊とまるの、久しぶり）

　マルセルの家は細長い三階建てで薄うす紅べにの石造り、古びてはいるが乾かん燥そうしていて感じがいい。ミリアンは物置扱あつかいだった三階の一室をもらって寝ね起おきし、いつもの鍛たん錬れんをしてからちょろちょろと町をうろつき、興味を惹ひかれたものを観察し、帰ってきて画家と詩人の様子をうかがい、後は通いの使用人と一いつ緒しよに料理などをする毎日だった。

　いくら動いても野宿中心の旅よりは楽だから、これは体力を蓄たくわえる絶好の機会だ。

　カナギもそう思ってミリアンを画家に押しつけてくれたのだろう。

（でも、カナギがいないのはちょっと寂さびしい）

　ミリアンはいつの間にやら、詩人とカナギと三人で居ることに慣れてしまっている。そんなある日、ミリアンと使用人が買い物から帰ってくると、画家の作業室には客が来ていた。

「──いいかげんにしてください！　一体何をしにきたんです、あなたは！」

　マルセルが珍めずらしく声を荒あらげている。

　ミリアンが作業室をのぞくと、奇き妙みような客が視界に入った。

「何をしにきたかって、激げき励れいに決まっているじゃないか。わたしの好敵手、と呼ぶにはあまりに恵めぐまれていない君を、わたしは応おう援えんしに来たのだ。そう──慈じ愛あいの心から」

　甲かん高だかい声で言い、でっぷりと太った男が太い腹を前へ突つき出す。本人は胸を張っているつもりなのだろう。

　脂あぶらぎった下品な雰ふん囲い気きの男なのに、わざわざコテで巻いた髪かみ型がたや、役者ぶった立ち方や、裾すその長い上着と言葉の発音ばかりが凝こっている。

　対するマルセルは、描かきかけの絵を守るように立ち、怒いかりにわなわなと震えていた。

「応援ですって？　それはありがとう。でも、芸術祭の前に画家が互たがいのできばえを確かく認にんするのは、領主様のお決めになった規則に反しています！　我々は祭りのときに初めて、互いの絵と相対するはず！」

「そうだな、盗とう作さくを防ぐための規則だ。しかしマルセル君。わたしが、この絵画の大おお御ご所しよにして現役のお抱え画家のローラン・カリエールが、落ちぶれ果てたデュカス家の末まつ裔えいの絵をわざわざ盗作するわけがない。そうだろう？」

（このひと、噓うそ言ってる）

　のぞいているミリアンにはすぐわかる。

　ローランは余よ裕ゆうたっぷりに見えるが、首筋に妙みような汗あせをかいている。本当は不安なのだ。

　何か不安があるからこそ、マルセルの様子を見に来たに違ちがいない。

　ミリアンの視線には気づかず、ローランはちらと作業室の奥へ視線をやった。作業室の窓辺では、詩人が画布にかける布を頭にかぶり、軽く顔を隠かくして立っている。マルセルの指示によったのだろう。ローランは笑いに唇くちびるを歪ゆがめる。

「何やら美形を絵の手本に雇ったという噂うわさだが、その方かね？　そんなに美しいのなら、わたしもお顔を拝見してみたいものだが」

「その必要はありません！　失礼ですが、僕にはあなたにお茶を出す気持ちの余裕がない。お帰りいただけませんか」

　繊せん細さいな顔立ちを険しくしてマルセルが言い、ローランは、ふむ、と考えこむ。

　ローランの傍かたわらに立っていた一五、六の少年が、ローランそっくりの口元を歪めて言った。

「……父上、この慌て方から見て、こいつ、全然絵の制作は進んでませんよ」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな言いようにマルセルは鼻白み、ローランは楽しげに笑う。

「我が息子むすこ、エリックよ。お前もそう思うか？　画家の懊おう悩のうから友にあたってはいかんな。お前はそんな人間になるなよ」

「もちろんです、父上。この貧弱な作業室からしたって、彼に満足な絵が描けるとは思えません。どんなに美しいものを手本にしたとて、画家の心と腕うでがついていかねばそこまで。僕は今から心と腕を磨みがき、立派な画家になりますよ。こいつがお抱え画家に入りこむ余地はない」

「うむ、うむ。よく言った！　お前は本当に孝行息子だ！」

　ローランに頭をなでられ、エリックは皮肉っぽい顔つきをさらに高こう慢まんにする。

「では今日はこの辺で失礼しようか、エリック。邪じや魔まをしたな、マルセル君」

「あなたに邪魔されるのはいつものことです。芸術祭で会いましょう、ローランさん」

　苦々しく言うマルセルを置いて、ローランとエリックは同じような所作で身を翻ひるがえした。

　そこでやっと、ふたりはのぞいていたミリアンに気がついた。

「……？　誰だ、お前」

　エリックが怪訝けげんそうに問う。ミリアンには名を名乗る以外答えようがない。

「ミリアン」

「ミリアン……？　おま……え……女か!?」

　なぜかエリックは愕がく然ぜんとしたようだった。ミリアンはこくりとうなずく。

　エリックはそんなミリアンを頭からつま先まで眺ながめ、なぜか赤くなって叫さけぶ。

「そんなに髪かみが短くて？　その、短い……足が出るような服を着て？」

「──エリック、適当なところで帰るぞ」

　ローランが言い、エリックとミリアンを置いて帰っていく。エリックは父の後ろ姿を眺めて迷う風ふ情ぜいを見せたが、結局ミリアンに向き直った。

　妙につっかかる口調でエリックは言う。

「お前、変な商売でもしてるのか？　僕と同い年くらいなんだろうに──こんなへぼ絵描きのとこに世話になってるんだから、そうなんだろ？　まったく人間のクズだな！」

　人間のクズ。

　……そこまで言われると、ミリアンも悲しくなる。それに、変な商売をしているのは本当だ。ミリアンの商売──すなわち戦いくさと暗殺。普ふ通つうとは言い難がたい。

　黙だまりこんだミリアンに、真っ赤な顔になったエリックは勝ち誇ほこったように言う。

「ほんと、お前らみたいのがいるから町が汚きたなくなるんだ！　顔はけっこう可愛かわいいのに、心は金で売るんだろ。このクズ！　おい、クズならクズらしく人間様に奉ほう仕ししろよ。扉とびら開けたり、靴くつのほこりを払はらったりさ」

「それはやらない」

　きっぱり言うと、エリックはものすごい衝しよう撃げきを受けたようだ。

　真っ青になるエリックを、ミリアンは不思議なものとして眺めた。

（戦と暗殺はあんまり普通じゃない仕事だけど、扉を開けるのとはあんまり関係ない。大体この子、健康そうだから扉くらい自分で開けられるだろうし）

　ミリアンはそう考えただけなのだが、エリックは驚きよう愕がくに震ふるえた後、羞しゆう恥ちと怒りで顔を赤くした。

「ばかにしたな、この女！」

　叫んでミリアンのすねを蹴けろうとする。

　ミリアンはごく自然に避よけて、代わりにエリックの足を払った。

「い……!?　たたた、痛っ！──お前、お、覚えてろよ！」

　見事にすっころんだエリックは、綺き麗れいな衣装をほこりまみれにしてどたばたと立ち上がり、捨て台詞ぜりふを残して走り去っていったのであった。

（……変なひと）
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　以来、エリックはひとりでマルセルの家を訪ねてくるようになった。

　父の好敵手の様子を見るため──というより、おそらくはミリアンの様子を見るために。

（……本当に、変なひと）

　首を傾かしげるミリアンの前で、エリックは相変わらず赤い顔で腕を組んでいる。

「本当にお前は変な奴やつだなっ、またそんな格好をして！」

「これが動きやすいから」

「動きやすいだと!?　なんて破は廉れん恥ちな！　いいか、貴婦人の格好は動きやすくなくていいんだ、ひらひら着き飾かざってお茶飲むのが仕事なんだから。動きやすいほうがいいなんて、自分が下流だって言ってるようなもんなんだからな！　恥はじを知れ！」

「…………？　そういえば、あなたの格好は動きにくそう。エリックは貴婦人なの？」

　ミリアンに言われると、エリックはぽかんと口を開けた。

　次にほとんど涙なみだ目めになって叫ぶ。

「ばっ、ばかにするな！　もう怒った、本当に怒ったぞ！　名めい誉よをかけて、僕と勝負しろ！」

　なんだか四、五歳の男の子みたいだな、と思いつつミリアンはうなずく。

「うん。何をすればいい？」

「男相手だったら剣けんだけど──」

「いいよ」

　あっさりと言い、ミリアンは辺りを見み渡わたした。ふたりがいるのは、この一角の家々の共有する中庭だ。四方を三、四階建ての建物に囲まれ、真ん中に屋根つきの井い戸どがある、ちょっとした憩いこいの場である。

　ミリアンは画家の家の裏口へと歩み寄り、立てかけてあった廃材の中から二本の棒きれを拾い上げた。片方をエリックに投げてやり、ミリアンは一気に踏ふみこむ。

　──そして、勝負は一秒足らずで決まった。

「このばかっ！　宣せん誓せいもせずにつっこんでくるばかがいるか！」

　一いつ瞬しゆんで手にした棒きれをはじき飛ばされ、エリックがわめく。

「闘たたかうときに喋しやべるほうが、ばかだと思う」

「ええい、うるさいっ！　剣はやめだ、石を投げて、あの木の実を落とせたほうが勝ち！」

　エリックは必死だが、短たん剣けん投げの名手であるミリアンに投とう擲てき技術で勝てるわけがない。

「くそ、じゃあ次はあの鳥を捕とったほうが勝ち！」

　これも、動物に好かれるミリアンは軽い口笛で鳥を呼び寄せてしまう。

「次は早食い！」

　ミリアンは食べるのも速い。そしてよく食べる。

「次は……！」

　段々とネタと体力が切れてきて、エリックは肩かたで息をするようになる。

　やがてよろよろと井戸の傍そばにうずくまった彼に、ミリアンは歩み寄った。

「……疲つかれたの？」

「今だ、食くらえ！」

　ミリアンが数歩の距きよ離りまで近づいたとき、エリックは突とつ然ぜんと振ふり返った。同時に何かを投げつける。

　ミリアンが受け止めてみると、それは黒々とした大きなトカゲである。てのひらほどもあるトカゲを受け止め、ミリアンはうなずいた。

「ありがとう。晩ご飯にする」

「…………！　ひど……い……っ。トカゲ可哀かわい想そう……！　お前、覚えてろよ……っ！」

　ほとんど泣きそうになって、またもエリックは走って帰って行った。

　ミリアンは驚おどろき、まじまじとトカゲを眺める。

　可哀想、だろうか。戦せん闘とう種族エル＝ウルキアの一員としての生活の中では、食べられるものなら何でも食べたものなのだが。

（エリックはトカゲ大好きなのかな）

　悪いことをした、今度大きいのを見つけたらエリックのためにとっておこう。

　そんなことを考えつつ日々を過ごしていると、今度はエリックから手紙が届いた。

「──この間は大変失礼をいたしました。お詫わびをしたいと思いますので、芸術祭の式典に一いつ緒しよに出席してはくださらないでしょうか。衣装や馬車はこちらですべて手配させていただきます。当日を楽しみに。エリック・カリエールより、親愛なるミリアン嬢じようへ──なるほど？　ミリアン、これは多少裏があるとはいえ、基本的には恋こい文ぶみですよ」

　手紙を読んでくれた詩人はそんなことを言う。

　ミリアンは何度か瞬まばたき、長身の詩人を見上げた。

「恋文って、好きなひとにあげるんでしょう？　エリックは私のこと、嫌きらいだと思う」

「どうでしょう。素す直なおでないひとはたくさんいますからね。このお誘さそい、のっても問題はないかと思います。芸術祭にはわたしもマルセルさんと一緒に出席しますし」

　詩人が同じ場所にいるなら安心だ。芸術はミリアンもよくわからないけれど、絵や音楽に触ふれるのは嫌いではない。

　行ってみようか、と思い始めたとき、ミリアンはふとマルセルのことが気になった。

　詩人の背後をのぞくと、作業室の隅すみっこで頭を抱かかえているマルセルが見える。彼は最近ずっとこんな様子だ。詩人の肖しよう像ぞう画が作成に行き詰づまっているのである。

（確かに、ソラは綺麗すぎる。きっと、絵より綺麗なものは絵に描えがけないんだ）

　マルセルをうかがい、ミリアンは少し心配そうな顔をしていたらしい。詩人が美しい指を伸のべ、優やさしくミリアンの頭をなでてくれた。詩人は言う。

「大だい丈じよう夫ぶ。彼は天才ですよ。彼はきっと、彼の本当に描きたいものを描くでしょう」
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「ほうら、すてきな出来だわ！　なんて可愛いんでしょう！」

　いよいよやってきた芸術祭当日。

　ミリアンは着せ替かえ人形と化していた。

　エリックの父、ローランは領主のお抱え画家で、領主館の一角に住んでいる。そこに招かれたミリアンは、領主館に仕つかえる美容師や衣装係によってたかって飾かざりつけられたのだ。

「ほら、自分でも見てごらんなさいな。すてきでしょう？」

　満足そうな女たちが、ミリアンを大きな姿見の前に引きずり出す。帝てい都とから送らせたという姿見は硝子ガラス製で、裏に水銀が塗ぬってあるために実に鮮せん明めいにミリアンの姿を写しだした。

（……なんだか、きらきら……）

　ミリアンは驚いたような、呆あきれたような気分で自分を見つめる。

　癖くせのある薄うす黄色い髪かみは綺麗に整えられ、付け毛をされて結ゆい上げたような形になっている。そこへあふれるばかりの造花が載っかり、きらめく粉がかけられて、少し動くたびにきらきらする。

　顔には清せい楚そな化け粧しようが施ほどこされ、いつもより二、三歳は年上に見えるし、ドレスは思い切り腰こしをしぼって、スカートをやけにふくらませた帝都風。大分黄みの入った緑色が若々しく、ミリアンの甘すぎない愛らしさを際きわだてていた。

（きっとこれが、エリックの言う『貴婦人』の格好なんだ。だってすごく動きにくいもの）

　どうやったら比ひ較かく的まともに動けるのか、ミリアンはもぞもぞと身じろぐ。それにしても、いつまでこの格好をしていればいいのだろう。ミリアンは辺りを見回した。

「──エリックは？」

「エリック様は先に会場へ行かれましたわ。ご案内いたしますわね」

　侍じ女じよのひとりが言って、ミリアンを導く。

　長い廊ろう下かを渡わたってたどりついた広間は、まさしく『きらきら』の海だった。

　白と黒の大理石で模様を描いた床ゆか、並ぶ円柱はすべて緑の大理石。天てん井じようから下がるのは硝子の照明で、無数の蠟ろう燭そくの光が硝子に映って辺りへ散らばる。

　それだけで目がちかちかするのに、集まった山ほどの人間もやけに光を反射する。

　ドレスが作る極ごく彩さい色しきの花はな園ぞのに、宝石の光がちりばめられていてまぶしいほどだ。数歩入りこめば、香こう水すいの匂においで頭が痛くなった。

（私、どこに行けばいいんだろう）

　周囲を見渡すが、誰とも視線が合わない。どこへ行って何をしたらいいのか、ミリアンにはさっぱりわからない。所在なくたたずんでいると、不意に声がかかった。

「ミリアン？」

「あ、エリック」

　歩み寄ってきた見覚えのある顔に、ミリアンは思わずほっとした。

　マルセルの作業場で見たときは不思議な感じがしたエリックの派手な装いも、ここでならしっくりくる。堂々とした振る舞まいもあって、エリックはまったく周りの大人おとなに負けていない。

（でも、やっぱり顔は赤いんだ）

　変なひと、と思うミリアンの前で、エリックは腕うでを組んでミリアンを眺ながめている。

「ふーん、あのドレス、お前が着るとこういうふうになるのか。もちろん僕の見立てがいいからだけど……お前もドレスさえ着れば、けっこうまともに見えるんだ」

「これ、エリックが選んでくれたの？　ありがとう」

「……ふん。別にたいしたことじゃない。なんかその格好で言われると調子が狂くるうな」

　ますます赤くなったエリックは視線をそらし、妙みように仏ぶつ頂ちよう面づらで言う。

「でも、絶対そっちのほうがいい。そのドレスはやるから、ずっとそういう格好してろよ」

　エリックの台詞せりふに驚き、ミリアンは慌あわてて首を横にふった。動きにあわせて造花がふわふわと動く。

「それは駄だ目め。きゅうくつで」

　何しろ、これではろくに闘えない。旅もできない。

　カナギや詩人だったら『ずっとドレスでいろ』なんてことは絶対言わないな、とミリアンが思っていると、エリックは途と端たんに不ふ機き嫌げんになって鼻を鳴らした。

「また強がって見せるんだな。ま、いいけど？　もうすぐ絵画の『お披ひ露ろ目め』がある。領主様にできあがった絵を見せて、お抱え画家を選んでいただく。どうせまた僕の父上が再任されるだろうけどね」

「マルセルも、上手だったよ」

　ミリアンが言うと、エリックはむきになって反論する。

「無理だ。あいつは助手も雇やとってないし、技術も未熟だ。あの暮らしじゃあ高い絵の具は買えないだろうし。すごい美形の手本を雇ったって聞いて父上はちょっと警けい戒かいしてたけど、手本なんかに左右されてるようじゃ絶対に駄目だ。──お抱え画家が決まった後は舞ぶ踏とう会になる。父上と僕は注目の的になるよ。……僕と一緒に踊おどりたいか？　ミリアン」

　ものすごく真しん剣けんに問われたが、ミリアンは本心を言うしかない。

「別に」

　すげなく言われても、今日のエリックはめげなかった。ぐっと堪こらえ、言いつのる。

「いつまでそう言っていられる？　ここは上流階級の社交場だ、見ず知らずのお前なんかと踊ってくれる奴やつはいない。僕に頼たのめよ、ミリアン。お前はこんな場所にはふさわしくない女だけど──その。けっこう可愛かわいいんだから」

　顔を赤くして、それでもエリックはまっすぐミリアンのことを見てきた。

（あれ？　エリックって、本当はあんまり怒おこってない？　私のこと、嫌いなのかと思ってたけど……何か、違ちがう感じがする）

　よくわからないままにミリアンが口を開きかけたとき、広間前方に控ひかえていた楽士たちがいっせいに楽器をならした。

　絵画の『お披露目』が始まるのだ。

　皆みなの視線が集中する。広間最さい奥おうの広い階段から、お付きを連れた領主が下りてくる。

　すっかり白はく髪はつになった、ひとのよさそうなおじいさんだ。重い衣装によろけながら大きな椅い子すに座り、にこにこと絵が出てくるのを待つ。

　そんな中、一枚、また一枚と、画家に付き添そわれた絵画が領主の目の前へと運ばれた。

（絵って、色々あるんだ）

　絵が出てくると誰もがそちらに集中したので、ミリアンも右にならった。

　出てくる絵は、それぞれ風景を描いていたり、ひとを描いていたり、現実を描いていたり、美化した現実を描いていたり、まったくの想像を描いていたりと色々だ。その色しき彩さいの流れ、筆ひつ致ちに宿る画家の呼吸は、なんとなくミリアンが魔ま法ほうを使うときの感覚にも似ている。

「三期連続のお抱え画家、ローラン・カリエール殿どの！」

　従者が呼ばわり、ついにエリックの父親が現れる。でっぷり太ったローランは、ほとんど後ろへ転びそうに胸を張っていた。従者たちが運んできたローランの絵はというと、恐おそろしく横に長い。縦もローランの背せ丈たけほどあり、運びこむのも一仕事の大作だった。

「わたしの自信作、連作『鳥』の一四番目でございます。ご笑しよう覧らんください」

　高らかに言って深く頭を下げる。同時に絵にかけられていた覆おおいが取り去られる。

　おお、という歓かん声せいが広間を震ふるわせた。ミリアンも思わず息を吞のむ。

（すごい、綺き麗れいな青──）

　巨きよ大だいな画布は、一面青で塗りつぶされていた。均一に見えて均一ではない、吸いこまれるような深みのある青。空気の流れが、風の流れが伝わってくるかのような色。

　ひりりと肌はだに染しみる静けさと、冷気を描き出す青の上、ぽっかりと虚うつろに月が光る。

　どこか無む慈じ悲ひな月に照らされる暗い荒こう野や。

（これ、きっと古戦場だ）

　どうしてそんなことがわかるのだろう？　けれどミリアンにはわかった。苦しみの声が染みついたかのような荒野に、白い鳥が一羽わたたずんでいる。

　何かに耐たえるよう、悲しむように、じっとたたずんでいる。

「──すばらしい。浄じよう化かと癒いやしを感じる傑けつ作さくだ」

　領主がため息と共に漏もらす。それで我に返った人々も、ローランに惜おしみない拍はく手しゆを送った。ローランは誇ほこらしげな顔で、深く腰を折る。

　ミリアンは少し反省していた。マルセルのところへ来たときは怪あやしいと思ったけれど、ローランは技術も心もある画家だったのだ。隣となりではエリックも誇らしい顔で手を叩たたいている。

　ミリアンも一いつ緒しよに軽く手を叩いた。芸術はわからないけれど、あれはいい絵だ。

「続いて、マルセル・デュカス殿どの！」

　ついにマルセルの番が来た。と、広間の一角で悲鳴があがる。

　何事だろう、とミリアンが背せ伸のびすると、悲鳴はあちこちであがりはじめた。

（──!?　あれ、ソラだ！）

　ミリアンは驚おどろいて何度も瞬またたいた。がちがちに緊きん張ちようしてやってくるマルセルの隣に、手本をつとめた詩人がいる。それはいいのだが、詩人はいつもの衣ころもではなくて、貴族風の衣装をまとっていた。

　鮮あざやかな青色の衣装にはもちろん顔を隠かくすフードなどはなく、その麗れい姿しはこれでもか、と光り輝かがやく。

　歩くたびに白い髪かみが軽かろやかに揺ゆれ、物もの憂うげにも見える重いまつげの下には硝子ガラスのような琥こ珀はくの瞳ひとみ。立ち居振ふる舞いのすべてが奇き跡せきのような美しさ。わずかに動くたびに天上の音楽でも鳴り響ひびくかのようで、それを間近にした者は男女かまわず混乱したり、ひどいと気絶するはめになった。

「おおお……これは……老人には酷こくなほどに美しい。この男を描えがいたのか、デュカスの子」

　領主の声もついついうわずる。

　マルセルはというと、あまりに憔しよう悴すいしているため、周りの騒さわぎにも気づかないようだった。今にも倒たおれそうな顔でひざまずき、マルセルは言う。

「はい。町でこの男にあったとき、まるで美の結けつ晶しようだと思いました。この男が描ければ、『美』はわたしのものになると──絵の中に『美』を塗ぬりこめられると思ったのです」

「うむ、うむ。運がお前に味方したのだな。『美』を鳥かごに入れられる画家など、滅めつ多たにはいないのだ。早くその絵が見たい、お前の絵を見せてくれ！」

　領主は身を乗り出してマルセルをせかした。

　他ほかの連中も皆、食い入るように詩人を眺め、詩人を描いたという絵に注目する。

　マルセルはひざまずいたまま、しばらく沈ちん黙もくしていたが、ついに顔をあげると言った。

「──閣下。わたしは、ここへ芸術祭への参加を辞退しに参りました。わたしは結局、絵を完成させることができなかったのです。わたしには、『美』を捉とらえることはできない。目の前にあっても、です！　これではまともな画家になれるはずもありません。わたしは、もう一度描くべきものを探す旅に出たいと思います」

　青年画家の顔は疲つかれ果て、固い決意に満ちていた。

　広間中に落らく胆たんの波が走り、領主もがっくりと肩かたを落とす。

「……そうか。残念ではあるが、それがお前の望みならば仕方あるまい。……しかし、ここまで持ってきたのだ。その描きかけの絵とやら、見せてはくれまいか？」

　穏おだやかに笑って言う領主は、本当に絵が好きなのだろう。

　マルセルはわずかに涙なみだぐみ、深くうなずいた。

「はい、まさしくお目汚よごしとなりますが」

　そして、絵は皆の目にさらされた。

　それは実に落ち着いた、卓たく越えつした技術で描かれた肖しよう像ぞう画がだ。背景はごく普ふ通つうの部屋の隅すみだが、ほこりっぽい床ゆかや塗り直しの跡あとが見える壁かべも不思議に美しく見える。

　柔やわらかな光線の下に座っている青年はほぼ完かん璧ぺきな骨格を持ち、優ゆう雅がに手を組んでいる。

　しかし、青年には顔がなかった。

　輪りん郭かくの中身、顔の部分だけが真っ白に塗りつぶされているのである。

　しん、と辺りが静まりかえる。長い長い沈黙の後、突とつ然ぜんと領主が叫さけんだ。

「この、ばか者めが！」

　今までの温おん厚こうさを投げ捨てた領主に、マルセルは慌あわてて平へい伏ふくする。

「はい、本当に申し訳ありません──わたしは逃にげました」

「違ちがう！　描けておるではないか！」

「は？」

　わけのわかっていない顔でマルセルが領主を見る。すると、領主の顔は感かん涙るいで濡ぬれていた。

　周囲にも、ざわざわと感動の波が広がっている。

　多くのひとが化け粧しようのことを忘れ、涙を流していた。呆ぼう然ぜんと立ちつくし、人々はつぶやく。

「すごい、なんだ──昔死んだ母親にそっくりだぞ、あれ」

「噓うそでしょう……？　私には、初はつ恋こいのひとに見えますわ」

（すごい、ソラにそっくりに描けてる。顔はないんだけど、なんでか、そっくり）

　ミリアンも驚くくらいの不思議な絵だった。

　その肖しよう像ぞうには顔がないのに、誰もがその絵の上に至上の美を見ているようだ。

　領主はおごそかに言う。

「ここにはまぎれもない『美』があるぞ、マルセル・デュカス。わたしには、三〇年前に死んだ妻とそっくりに見える。ああ、これ以上美しいものがこの世界にあるものか！　その歳でこれが描けるとは、まさしくお前はかつてのデュカス家が輩はい出しゆつした巨きよ匠しようの再来だ！」

　感かん極きわまって、裏返った声で領主は宣言した。

「わたしはマルセル・デュカスを召めし抱かかえる！　反対は一いつ切さいゆるさん！」

　広間は割れんばかりの拍手と歓声に包まれて、マルセルもまた、ほろりと感涙を零こぼした。


◆



「……あの、ローランも絵、上手だったよ？」

　絵が片づけられ、舞ぶ踏とう会の準備が進められる間。すっかり落ちこんでしまったエリックに、ミリアンは控えめに声をかける。

「それで慰なぐさめてるつもりか、お前……！　慰めるんなら、もうちょっと……！」

「もうちょっと？」

　顔をのぞきこんで訊きくと、エリックはまた顔を赤くした。

　妙みように切なげな視線を向けられ、ミリアンは首をひねる。エリックが何かを言おうと乾かわいた唇くちびるをなめる。居い心地ごこちの悪い雰ふん囲い気きになったところへ、ちょうど聞き馴なれた声がかかった。

「ミリアン、こちらへ」

「ソラ」

　ぱっと気分が明るくなり、ミリアンは振ふり向いた。詩人が立っている。

　すんなりとした長身は周囲のきらきらとは違い、光そのもので描かれたかのように清せい浄じような輝かがやきを持っている。辺りから陶とう酔すいした視線を受け、ミリアンは詩人の手をとる。

　実になめらかな手だった。

「マルセルの絵、上手だったね」

　ミリアンが言うと、詩人は穏やかにうなずき、ミリアンの手をそっと握にぎって広間の真ん中へと導く。

「ええ、彼は天才ですよ。せっかくです、少し踊おどりましょうか」

「私、踊りは知らない」

「好きに動いてください。わたしがあわせます」

　詩人がそう言うのならどうにかなるのだろう。ミリアンは楽士たちが奏かなで始めた音楽を聴きき、適当に動き始めた。ひょい、と跳とんでみると、詩人がするりと回りこみ、ミリアンを受け止めるように歩を踏ふんで、どうにか踊りらしく見せてしまう。

　段々ミリアンも慣れてきて、即そつ興きようなりに優美な踊りを踊るふたりは注目の的となった。

（なんだろう……ちょっと、気持ちいい）

　ミリアンはぼんやり考えた。

　視界は相変わらずきらきらしていて、吐と息いきの届く距きよ離りに詩人が居る。息をするたびに、詩人のまとう香こう草そうめいた匂においが体の中に入ってくる。

　自分が動くたびに、詩人が自分を支えてくれる。完璧な指に、胸に触ふれていられる。

　ミリアンはしあわせだった。まるで温かい夢から醒さめる寸前のような気分。

　穏やかな気分の中、何かのひょうしで真っ青になっているエリックの顔が見えた。

（エリックには悪いことしちゃった、のかな。でも、エリックはソラでもカナギでもないし）

　ミリアンは詩人とカナギが好きだ。

　どちらもふっといなくなってしまいそうなひとだけれど、このふたりが好きなのだ。

　ミリアンはふと歩を止め、詩人の胸に頰ほおをつけた。

　詩人はすぐに応こたえて、ふわりと両りよう腕うでで抱だきしめてくれる。

「──どうしました？」

　優やさしい声が上から降ってくる。どうしたんだろう。よくわからないけど、こうしたかった。好きだから。
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　声に出して言おうとした。けれどその前に、ものすごく不ふ機き嫌げんそうな声が邪じや魔まをする。

「おい、何やってんだ、そこのふたりは」

「カナギ！」

　がば、と顔をあげると、そこにはしばらくぶりのカナギの姿があった。

　いつもどおりの深しん紅くの上着を羽織ったカナギは見事に辺りから浮ういている。

「おや、カナギ。びっくりするほど場ば違ちがいですが、一体何をしにここへ？」

「お前らを助けに来たんだよ！　詩人、お前やっぱり目立ちすぎだ。帝てい国こくのやつらにかぎつけられたぞ。すぐにここに踏みこまれる。脱だつ出しゆつしよう」

　一応は声をひそめて言うが、カナギは身にまとう気自体が殺さつ伐ばつとしていた。何事かと周りがざわつきはじめたとき、広間の入り口に数人の白い制服が現れた。

「光魔ま法ほう教会法務部だ！　ここに凶きよう悪あく犯が紛まぎれこんでいる。皆みなさん静せい粛しゆくに！」

「言ってる端はなから来た！　おい、逃げ道はこっちだ！」

　カナギの声に、ミリアンは靴くつを脱ぬぎ捨てる。人々の間をすり抜ぬけ、スカートの端はしをつかんで軽かろやかに小卓の上へ飛び上がり、その向こうへと着地する。

　詩人とカナギも息のあった様子で走り出す。

　何が起こったのか、戸と惑まどい驚おどろく人々の間を三人は駆かけ抜けた。

　カナギが調べておいた通路へ駆けこみ、中から鍵かぎをかける。

「おや、これは画が廊ろうですね」

　詩人が言ったように、細長い通路の両側は天てん井じよう近くまでびっしりと絵で覆おおわれていた。

　芸術品に一切興味のないカナギは、辺りを見ることもなく走っていく。

　ミリアンはというと、一番目立つ場所にかけられた大きな肖しよう像ぞう画がに目がとまってしまった。

（あ、あれって……!?）

　なんとその絵は、先ほどマルセルが見せた絵とそっくりだったのだ。

　すなわち、顔を白く塗ぬりつぶした肖像画。色を厳しくしぼって描えがかれた、冷たい中にも恐おそろしいほどの神秘と美を感じる絵だ。

　──詩人によく似ている。ミリアンは思う。

「ソラ、あれもソラの絵だよね？」

　ミリアンに声をかけられると詩人も足を止め、こともなげにうなずいた。

「そうですよ。実のところ、わたしは前にもこの町を訪おとずれたことがありまして。マルセルさんのご先祖に描いてもらったことがあったのです。懐なつかしい絵だ」

　マルセルの先祖と会ったなら、詩人が前にこの町に来たのは一体いつのことなのだろう。

　そういえばミリアンは詩人が何歳なのか知らない。

　気にならないから訊かなかったのだ。今も気持ちは変わらない。今目の前に詩人がいることのほうが、詩人が何年この世界にいるかより大切だ。

　ミリアンはまた走り出しながら言う。

「でも、こっちよりマルセルの描いた絵のほうが、よかったね」

「そうですか？　どのあたりが？」

「どうだろう……多分、ちょっと温かいあたりが」

「温かい」

　どこか不思議そうに詩人が繰くり返す。

　画廊の突つき当たりでカナギが怒ど鳴なった。

「おいこら、お前ら何喋しやべってんだ！　捕つかまりたくなかったら走れ！」

　背後で追っ手の声が響ひびきはじめ、ミリアンと詩人も走る速度をあげる。

　どたばたと立ち去った三人を、顔のない肖しよう像ぞうは静かに見送っていた。


◆



　その後、詩人を描いた二枚の肖像画は並べて飾かざられ、以降数百年にわたって絵画史に残る謎なぞとされる。

　手本となったのは一体誰なのか？　顔を白く塗った意味とは？

　──二枚ともがありのままを描いた肖像画なのだとは、詩人とミリアン以外誰も知らない。






















「くれぐれも注意して行くんだよ」

「足りないものがあったら手紙をよこしなさいな。すぐに寮りよう宛あてに送るからね」

　身なりのいい老夫ふう婦ふが口々に言う。

　帝てい都との第五層、貴族の屋や敷しきが立ち並ぶ一角で、老夫婦はひとりの子供を送り出すところだ。

「お義父とう様、お義母かあ様、ご心配なく！　あたしは天才ですもの。必ずや、光魔法の神秘を手に入れて帰ってきますわ！」

　元気に言い、リュリュはにっこりと微笑ほほえむ。

　白い顔に浮かぶ表情は元気そのもの。繊せん細さいな顔立ちも相まって、はっとするほどに美しい。まだ一〇代前半なのだろう、ぎこちなく瘦やせた体を白と水色のドレスに包み、その上に派手なバラ色の巻き毛が躍おどるさまはまるで全身が一輪の花のようだ。

　どこからどう見ても、満ち足りた良家のお嬢じよう様さま。

　そんなリュリュを手放すのがあまりにつらいらしく、老夫婦は涙なみだをこぼさんばかりだ。

「お前を信じていないわけじゃない。お前は天才だとも。それでも光魔法教会学部が厳しすぎたら、すぐにも帰っておいで」

「そうよ。あそこの寮生には貴族出身でない荒あらっぽい男も多いと言うからね」

「もう、お義父様もお義母様も心しん配ぱい性しようなんだから。大だい丈じよう夫ぶですわ。あたし、魔法の才能なら誰にも負けないし──健康そのものの男なんですもの！」

　軽やかに言って、リュリュはたいそうかわいく微笑んだ。


◆



　光魔法教会学部。

　それは光魔導師を育てる教育機関から始まり、今や魔法力を持たない者にとっても、世界の秘密を学ぶための学舎となった。

　神聖帝国ルースで中央に潜もぐりこもうと思うなら、誰もがここで学を修める。

　当然入門はひどく難しく、金か権力、もしくはすさまじい実力を持つ者にのみ許される狭せまき門であったのだ。

「なんていうか、うるおいがねーよなあ……」

　入門したて、一二から一五歳程度の男子学生が教室の隅すみにたむろし、それぞれため息をついている。

　帝都の一角を占しめる学部の建物は、すべて白い石で造られた美しいものだ。教室ひとつとっても、白い壁かべには著名な画家の歴史画を飾り、一面には木々を配した中庭をのぞく窓が大きくとってある。

　学生たちはその窓まど枠わくにぐったりともたれかかってため息を吐ついていた。

「がんばって、がんばって入学したはいいものの──ここまで女子が少ないとは」

「ほんとにな。生徒一〇〇人につき三人しか女子がいないってどういうこと？　貴族枠わくの生徒に女が少ないのはわかるよ。貴族の女は嫁よめにいきゃ充じゆう分ぶん役に立つもんな。んでも、俺ら魔法力の実力で入ってくる枠でもこれだけ女子が少ないってのはひどすぎねぇ？」

「女は魔法力はあっても、魔導師になるには向いてねーのが多いらしーぜ？　なんか錯さく乱らんしやすいんだって。ま、そう腐くさるなよ。今度街のほうに遊びにいきゃいいことだ」

　リュリュに軽い調子で言われた学生が、むっとした顔で言い返す。

「そもそもお前が詐さ欺ぎなんだよ！　男のくせにドレスなんて着てきやがって。最初入ってきたときは絶対女だと思ったのに！」

　周り中からじっとりとした抗こう議ぎの視線を受けつつ、リュリュはにやりと笑う。

　今のリュリュは華きや奢しやな体を白い制服に包み、机に両足をあげて頭の後ろで腕うでを組んでいる。所作といい、表情といい、完全に少年のものだった。

　顔立ちは相変わらず綺き麗れいだが、派手なバラ色の巻き毛は後ろでひとつに結んでいる。

「あー、俺って美しすぎるからー。女の格好すると、そのへんの女より綺麗になっちゃうもんね。でも、女装は完全な趣しゆ味みじゃねーぞ？　お義父様とお義母様のためだもん。慈じ善ぜん活動、慈善！」

「お義父様とお義母様ねぇ。死んだ『娘むすめ』に似てるからって、旅芸人だったのを拾われたんだっけ？　義父母の前じゃ女の格好、ここじゃあ男。すげぇ倒とう錯さくした人生だよな」

　複雑な視線を向ける級友に、リュリュは軽く肩かたをすくめて見せた。

「そうか？　俺、立派に異性愛の男だけど、ドレスは好きだし。満足してるぜ。大体俺、父親のわかんない旅芸人の子だぞ？　この美び貌ぼうと美しい声があったからこそ、女装歌手として花形になれたんだぜ。着き飾かざっていい暮らしができたのも、見物に来てた貴族に拾われたのも美貌と女装のおかげ。ありがとう、女装！　そして俺の幸運で幸福な人生に乾かん杯ぱい！」

「……いいなあ、楽しそうで。俺も女装しようかな」

「元の顔が違ちがうから無理だな、そりゃ」

　ぐったりする級友たちを眺ながめ、リュリュは小さく声を立てて笑った。

　そんな姿は少年の格好をしていても可か憐れんで、男子生徒の何人かは思わずぼうっとなる。

　実際リュリュは自分の人生に満足していた。不幸な点といえば、級友と学部の授業がつまらなすぎることかもしれない。

　学部の中心で鐘かねが鳴り、呼応したいくつもの鐘が始業時間を告げる。

　リュリュは教室を眺め、次に窓の外を眺めた。

　中庭の緑は美しい。次に来る予定の歴史の教師（よぼよぼでうつむきがちで、書物を読むしか能のないジジイ）より、よっぽど綺麗だ。

　リュリュは不意に身を起こし、するりと窓枠へ乗った。

「俺、中庭が綺麗すぎるから次の授業は休む！　お前ら、代返しといて！」

　笑って言い放つと、啞あ然ぜんとする級友たちを背に中庭に飛び出した。

　途と端たんに緑と、どこかで咲さいている花の香かおりに包まれる。

（綺麗だ）

　そう思うと自然に笑いがこみ上げてくる。リュリュは綺麗なものが好きだった。

「ほんと、綺麗なもののためなら生きていける。花とか女の子の綺麗な髪かみのためなら死んでもいい、でも他ほかのもんはどーでもいいや」

　小さく囁ささやき、リュリュは中庭の花を見つけてそっと唇くちびるをあてる。

　花の甘い香りにご機き嫌げんになり、そのまま学部内をひらひらと歩き回った。

　見回りの教師や魔導師を持ち前の勘かんで避さけては散歩を続けていたリュリュだが、やがて何かの気配に惹ひかれて視線を投げる。

「──何？　この、ぴりぴりする感じ」

　首をひねり、リュリュは薄うす暗ぐらい歩ほ廊ろうへと踏ふみこんだ。

　光魔ま法ほう教会学部に入門したばかりのリュリュは、まだ魔法の実じつ践せんを教わってはいない。まずは歴史、文学、哲てつ学がく、建築学などから学習を始めるのが常なのだ。

　魔法の才能があるだけの素人しろうとであるリュリュは、ほとんど本能で歩いていた。

　狭い歩廊の先、三さん叉さ路ろを右へ。さらに暗いほうへ行く。周囲からリュリュの好きな装そう飾しよくはどんどん減っていき、ただむき出しの石の建築が続く。

　やがてリュリュは、こけむした小さな中庭に出た。

　手入れのなっていない丸い中庭、真ん中には古ふる井い戸どがひとつ。

　すべてに手が行き届いた学部内にしては不自然なまでにさびれた場所だ。怪訝けげんな顔で井戸の前にたたずんだ、と思うと、後頭部にひどい違い和わ感が生まれる。

　──振ふり返ってはいけない、絶対に。

　そんな確信が不自然に生まれる。どうもこれは不自然すぎる。何か魔法めいた力が働いたに違いない。リュリュは直感し、振り向こうとした。途端に全身が総毛立ち、どっと冷や汗あせが出る。

　意味もなく叫さけびだしたくなるような不快を無む理り矢や理りねじ伏ふせ、リュリュは振り向いた。

　背後──中庭に面した回かい廊ろうに開いた窓。

　そこにひとがいる。窓越ごしに姿が見える。数人の、いかにも偉えらそうな長衣をひきずる男たちに挟はさまれ、音もなく歩いている白い影かげ。

（何？　なんなの、これ）

　寒気が一いつ瞬しゆんひどくなった。ひどい刺し激げきが目から入ってくる。

　刺激はリュリュの芯しんをつかみ、頭に到とう達たつして脳みそを震ふるわせた。全身が震える。さっきの嫌いやな感じとはまったく違う、ひどい刺激。──これは快感だ！

　少女めいた唇を震わせ、リュリュは立ちつくす。

　回廊を行く魔導師たちは、リュリュには目もくれず歩いていく。そして彼らに挟まれた白い影は──白い華か美びな衣ころもをまとい、薄うす黄色いまつげを伏せてゆらりと歩き去るその姿は、なんて儚はかなく幻げん想そう的なのだろう。

　まるで幽ゆう霊れいのような現実感のなさで歩いていく、それは少女であった。

　リュリュよりさらに年下だろう、一〇をいくつかすぎただけの、未完成な……それでいて、凍こごえた色いろ香かのようなものを漂ただよわせた少女。

　突つっ立つリュリュの目の前から、一行は速すみやかに消える。それでもリュリュは動かなかった。目を瞠みはったまま、ひどすぎる快感が通り過ぎるのを待っている。しかし、待っても待っても、少女を見たときの感覚が消えない。感覚が鋭するどくなりすぎて麻ま痺ひしそうだ。心が揺ゆれすぎて叫びだしてしまいそう。強きよう烈れつな感動をもてあます。リュリュはわずかに涙ぐんで囁く。

「……綺麗すぎだろ」

　それが、リュリュと光魔法教会総教主、デクストラとの最初の出会いだ。
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　光魔法教会総教主、デクストラ、もしくはスィニストラ。

　本名、アニエス・ライサ・シェルヴェン。性別、女。代々強力な魔法力を持つ魔ま導どう師しを輩はい出しゆつする栄光の一族、『純血のシェルヴェン家』出身。

　わずか三歳で魔導師として『覚かく醒せい』、三歳半で先代総教主の死（死因は不明。噂うわさによれば魔法力の使いすぎによって発はつ狂きよう、帝てい都と第六層から外へ身を投げたらしい）を受け、総教主就任。

　どうやら『右目デクストラ』と呼ばれる人格と、『左目スイニストラ』と呼ばれる人格を持つらしく、公式行事にもほとんど姿を現すことはない。代わりに会議室などには右目と左目を模した装飾が施ほどこされ、デクストラはその後ろから会議を見つめているとのこと。

　おそらく大陸最強の魔法力と、それに見合うだけの歪ゆがんだ精神を持つ魔導師にして、当年やっと一二歳の少女。

「──と、そこまでデクストラ様、もしくはスィニストラ様のことを独力で調べた根こん性じようと能力は評価します。が」

　冷たく言葉を切り、ヤウザは氷点下の視線を床ゆかへと向けた。

　ここは光魔法教会だが学部ではない。本部の一角にある地方教会管理部の一室である。

　栗くり色いろの髪を肩までたらし、まっすぐにたたずむヤウザ・カレカの役職は北方教会長。二〇歳そこそこであろう年ねん齢れいにしては、異常に高い位であった。

　真意の読めない細い目をさらに細め、ヤウザは床にはいつくばったリュリュの頭に靴くつ底ぞこを載のせる。

「ねぇ、リュシアン・ロア・ディルヴィル。我々が機密扱あつかいにしているデクストラ様のことをそこまで知って、ただですむと思っているのですか？」

「思ってません！　踏みたければ踏んでくださ……へぶ！」

　言われたとおり、容よう赦しやなくリュリュの後頭部をぎゅっと踏んでヤウザは薄うすら笑う。

「君の頭など、いくらあっても足りない。親類縁えん者じや、友人知人すべての頭を差し出していただいても足りない。リュシアン、君は隠おん密みつごっこの最中さなかに我々に捕つかまった。なのにおびえもせず、今までの調べに対しても『上役を出せ』としか言わなかったそうですねぇ。わたしはそういう己の分を知らないガキがものすごく嫌きらいなんですよ？」

　魂たましいも凍こおりそうなヤウザの声に、しかしリュリュはきっ、と顔をあげた。

　綺麗な顔をほこりと鼻血で汚よごし、それでも凛り々りしく言う。

「嫌わないでください、俺のこと。俺のこと、信用してください。俺はデクストラ様のことを外の連中に言ったりしません。光魔法教会に不利益をもたらすようなことは絶対にしない。俺、学部でデクストラ様を見かけて一ひと目め惚ぼれしたんです！　愛してるんです！」

「ほほう、愛ですか」

　ヤウザはさらに深く笑えみ、彼の声は危険度を増した。

　ヤウザはひざまずき、リュリュのあごをとってじっくり眺める。そして粘ねん着ちやく質しつな声で言う。

「ああ、綺麗な顔ですねぇ。そして強い魔法の気配だ。まったく磨みがかれていない魔法力の気配。わたしは君みたいな少年が大だい嫌きらいです。皮一枚が綺麗なだけで、努力もしないのに自信満々。世界が自分のものだと思っている。反吐へどが出る。その綺き麗れいな目をつぶしてあげましょうか？　それとも目は最後？　自分の身に降りかかる不幸を見せてからにしましょうか」

　怖おぞ気けを震ふるうような文句だが、リュリュの瞳ひとみは揺らがなかった。リュリュは答える。

「目は駄だ目めです、他のとこも駄目だけど。なぜなら、俺はもう全部デクストラ様のものなので。あなたには何もあげない。俺があなたに会いたかったのは、あなたがデクストラ様の親衛隊を作ってるって……その人員を学部の中から選んでるって噂を聞いたからです。俺を親衛隊に入れてください。命をかけます」

　あまりにきっぱり言われ、ヤウザは白けた顔になった。

　なおもまじまじとリュリュの顔を眺ながめてから、唐とう突とつに手を離はなして立ち上がる。

「本当に気にくわないですねぇ。あまりに気にくわないので、興味が失うせてきました。ま、君は元々目立つ存在でした。以前デクストラ様が学部を視察した際、我々の魔法に逆らって我々の姿を目もく撃げきしたときから、目はつけていたのです」

　自分の執しつ務む机につき、ヤウザはわずかに思案げに続けた。

「……あのとき君は、無意識に自分が他人に見つからないよう、目くらましの魔法をかけていた。しかも我々の目くらましに打ち勝った。なかなかできることではありません」

「じゃあ、親衛隊に加えてくれるんですか!?」

　一気に声を明るくするリュリュに、ヤウザは暗い笑いで返す。

「魔法教会の教主という役割は、実に大変なものです。特にデクストラ様は三歳半のときから孤こ独どくに耐たえて教主の役割を果たされてきました。すさまじい重圧ですよ。今回の親衛隊設立は、デクストラ様に近い歳の子供を集め、デクストラ様のお心を慰なぐさめようという試み」

「いいと思います！　俺、がんばりますよ。ひとを楽しませるのは得意なんです、元旅芸人だし！　最近自習で眩げん惑わく魔法を覚えました。女の子が好きそうな幻まぼろしをいっぱい作れますよ」

　喜々として言い、リュリュは床に座ったままにこにこしている。

　デクストラに、あの綺麗なひとの傍そばにいられる可能性があるのなら、どんなことでも耐えられた。誰に何を言われようと気にならない。

　デクストラに会ったときからリュリュの世界は変わった。

　あんな綺麗なものを初めて見た。綺麗なものさえあればリュリュの世界は光り輝かがやく。次から次へとやる気があふれ、あまりあまったやる気で魔法の実践さえも自習し始めた。──もっとも自習した内容は、リュリュの趣しゆ味み丸出しの綺麗な幻げん影えいを生む魔法ばかりだったが。

　そんなリュリュを、ヤウザは心底ばかにしたように鼻で笑った。

　歳不ふ相そう応おうな薄ら笑いを消さないまま、ヤウザは言う。

「デクストラ様の親衛隊、『白銀の団』。家いえ柄がら、容姿、才能、すべて最高の少年少女で作られるべき団です。本来君の養父母では家柄が足りませんが、君自身の見た目の美しさと情熱で資格を補ったとしておきましょう。リュシアン、君の入団を認めます。団内での君の役目は目を開いていること。それだけです」

「ありがとうございます！　俺、いつも思いっきり目を開いてます、デクストラ様がよく見えるよう！　あー、でも、あのひとが綺麗すぎて目がくらんじゃってるかなー？」

　えへへ、と幸せそうに頭をかくリュリュを眺め、ヤウザは冷たい声を出した。

「綺麗なだけならよいのでしょうがねぇ。せいぜいつぶされないようになさい？」
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　やや無む茶ちやな行動力で『白銀の団』に入団してから、リュリュの学部生活はバラ色だった。

　昼までは級友たちとわいわい授業を受け、授業の合間は図書館にこもって魔ま法ほうの実じつ践せんを自習。昼食時間には食堂からかっさらった粥かゆをがつがつ吞のみこみつつ、午前の授業の復習と、午後のぶんの自習。

　昼がすぎると堂々と教室を出て、『白銀の団』のために用意された部屋へと向かう。

　午後はひたすらデクストラが訪おとずれるのを待つ時間だ。とはいえ総教主として多た忙ぼうなデクストラが実際に現れたのは、リュリュ入団から一五日ばかりたったころだった。

「ふむ。そなたらが我の玩具おもちやか」

　高こう慢まんに言い放ち、デクストラはうっすらと微笑ほほえんだ。

　二〇人足らずの団員たちはデクストラの前にひざまずき、顔をあげることもできない。

　──いや、ひとり例外としてリュリュだけは、わずかに顔をあげてうっとりしていた。

（うわあ、ほんとに綺麗だ……）

　涙なみだぐみそうになりながら、リュリュは椅い子すに座したデクストラを見つめる。

　少女はおそろしく手間のかかった衣ころもに重そうな装そう飾しよく品をつけ、顔にはこれまた装飾的な眼帯をつけている。瘦やせて少女の香かおりをさせない体といい、人形じみた表情しか浮うかべない顔といい、人造美と言いたくなるような美がそこにある。

　天窓を大きくとり、左右の壁かべにぎっしりと書しよ架かを配した巨きよ大だいな書斎のような部屋にあって、デクストラはまるで陶とう製せいの人形だ。

「……我らがデクストラ様。わたしたちはあなたのためにすべてを捧ささげる者です。わたしは『白銀の団』副団長、ライモンド。お見知りおきを」

　学部団員の中では一番位の高いライモンドが口を開く。ライモンドはリュリュとはまったく違ちがう、精せい悍かんな雰ふん囲い気きのある黒くろ髪かみの少年だ。

　デクストラがライモンドに視線を向けたのを見ると、リュリュは猛もう烈れつな嫉しつ妬と心に襲おそわれた。

　リュリュはいきなり立ち上がり、興奮で頰ほおを赤らめて叫さけぶ。

「デクストラ様！　俺のこと、覚えてますか？　リュシアンです、リュシアン・ロア・ディルヴィル！　俺、あなたのことを愛しています！　命がけですッ！」

　急なことに、辺りがしん、と静まりかえった。

　静けさには驚おどろきと同時に恐おそれが含ふくまれている。デクストラは機き嫌げんが悪くなると何をするかわからない、とみんなさんざん聞かされているのだ。

「控ひかえろ、リュシアン！」

　ライモンドが吠ほえるのを、デクストラが片手で抑おさえた。

「よい。そなた、リュシアンというのか。ド派手な髪かみだのう。覚えはないが、以前我と会ったことがあるのか？」

　デクストラに面おも白しろそうに問われると、リュリュは幸せで息が詰つまりそうになる。

「はい、通りすがりにちらっと！　あれは運命です！　俺は恋こいに落ちました！」

「我は落ちておらんぞ。そもそもいつ会ったのか覚えておらん」

「あいたたた、いたたたた……！　で、でも、じゃあ今を覚えておいてください！　これからふたりの恋を、愛を始めましょう！　さあ！」

　思い切り格好よく言って片手を差し出す。

　デクストラはまじまじとリュリュを眺め、ライモンドに訊きいた。

「のう、ライモンド。あやつは頭がおかしいのか？」

「はい。最初からおかしなやつとは思っていましたが、正直ここまでとは……」

「おいこらライモンド、勝手なこと言ってんじゃねー！　恋は狂きよう気きだ、何が悪い！」

　リュリュが叫んでいると、デクストラが赤あか紫むらさき色いろの右目をリュリュに向ける。

「リュリュ、おぬししばらく黙だまっておれ。そなたのキンキン声を聞いていると頭が痛い。それ以上喋しやべったら、すぐに我の手ずからぺらぺらになるまでつぶしてやる」

　一二歳の少女とは思えない迫はく力りよくのある声こわ音ねに、リュリュはもちろん誰もが黙りこむ。

　もっともリュリュは、愛いとしいひとに命令されるのもいいもんだなあ、などとろくでもないことを考えてもいた。

「デクストラ様、あいつは恋なんてわかっちゃいませんよ。恋をするなら、ぜひ僕と」

　不意に誰かが聞き捨てならないことを言う。リュリュがにらんだ先には赤毛の少年が居た。少年はデクストラの傍かたわらでひざまずいたまま、甘い印象の顔でにっこり笑う。

（クレアぁぁぁッ！　俺がさんざんバラ茶とか淹いれてやった恩を忘れやがって！）

　赤毛の少年は、団内では比ひ較かく的リュリュと仲がよかったクレアだった。

　すでに色男の雰囲気を持ったクレアを見下ろし、デクストラはなおも酷こく薄はくに言い放つ。

「恋か。我は我以外の人間などちっとも好きではない。恋などまったく理解不能じゃ」

「恋は、ひと同士が結ぶもっとも美しい関係のひとつです。僕はそれを、デクストラ様に知って欲しい……けれど、僕の思いが罪ならば、もちろん封ふう印いんします。申し訳ありません」

（くそっ、いつもの傍ぼう若じやく無ぶ人じんっぷりはどうしたんだよ、クレア！　しおらしくしちゃって）

　声を出せずに身もだえするリュリュの眼前で、堰せきを切ったように皆みながデクストラに話しかけ始める。デクストラは適当にうなずき、ばかにしたように鼻を鳴らし、たまに少年たちの顔をじっと見つめる。

　ひょっとして他ほかの団員の誰かを気に入ったようなそぶりでも見せるのではないか、とリュリュは気が気ではない。

　他の団員たちをこづいたりしながら様子を観察していて、リュリュは嫌いやなことに気づいた。

（──こいつら、別にデクストラ様が好きなわけじゃないな。おべっか使いばっかりだ）

　当たり前といえば当たり前なのだが、デクストラのことが純じゆん粋すいに──主に外見だけとはいえ──純粋に好きなリュリュとしては気になる。

　たとえば、赤毛のクレア。彼は魔法力はあるが貴族ではない。裕ゆう福ふくな商家の次じ男なん坊ぼうだ。

　魔法教会に入ったからには、内部で出世するしかない。出世さえすれば国の要職につけるかもしれず、それは生家の役に立つ。だからクレアはデクストラに自分を売りこむ。

　あくまで冷静な態度を崩くずさない、優等生のライモンドは有名な魔導師の家系の子供だ。

　純血のシェルヴェン家に次ぐ家柄にふさわしく、有能かつひかえめな態度でデクストラにいい印象をうえつけたい。その印象は、次代の教主や幹部魔導師を自分の家から出す手がかりとなるかもしれない。

　そんなふうに、誰もが生家の興こう隆りゆうや自分の出世を望んでデクストラにこびを売っているのが丸見えだ。

　少し様子が違うのは、さっきからずっとたたずんでいるだけの金きん髪ぱつの少年。容よう貌ぼうは中性的で華はなやかだし、腰こしまであるまっすぐの金髪も目立つ。

　しかしいつも寡か黙もくで何を考えているかわからない少年でもあった。名はルネという。

　ルネは今日も、他の団員とは少し離はなれて立ち、暗い紺こん色いろの瞳ひとみでデクストラを見ていた。

　リュリュはルネの瞳に何か嫌なものを感じ、眉まゆをひそめる。

（何？　デクストラ様に恨うらみでもあるのか、こいつ？）

　そうとしか思えない、暗い情熱の宿った瞳なのだ。

　ルネを見た時点で、リュリュは確信した。

　──どうやらこの『白銀の団』という組織は、おかしい。
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　夜の中庭をルネが歩いていく。

　布をかけた角灯を片手に、寝ね間ま着きに袖そで無なし外がい套とうをはおっただけの姿だ。足音をひそめ、たまに角灯の布をめくって足あし下もとを照らし、学部の宿舎を出る。

　リュリュは軽装でルネの後をつけていた。

（見張りを始めて三日目。案外早く動いたな）

　初めてデクストラの訪問があった日から、リュリュはルネのことが気になってたまらなくなった。それでこっそりと別べつ棟むねに暮らすルネを見張り始めて三日目の晩。

　ついにルネは動いたのだ。

　ルネは注意深く歩くが、リュリュは運動神経もよければ目くらましもうまい。さしたる問題もなく、ルネが小さな中庭に入っていくのを確認した。

（あれ、これって俺の運命の場所！　デクストラ様とすれ違ちがった庭だ）

　中庭に続く細い通路の入り口にある空き部屋にひそみ、リュリュは軽く目を瞠みはる。ルネは小さな円形の中庭の真ん中、井い戸どに歩み寄っていく。もっと近くで見よう、とリュリュが部屋から出ようとしたとき、不意に何かを踏ふみつけた。

「…………!?　何、このむぎゅっとした感じ……！」

「それはなー、リュリュ。僕のこと踏んだ感かん触しよく。下りろよ、早く」

　足下からクレアの声がして、リュリュは慌あわててクレアの上から足をどけた。四つんばいになり、まっくらな部屋で手て探さぐりする。

　どうにかクレアらしきものを探し当て、口をふさいで囁ささやいた。

「クレア！　お前、変なやつだとは思ってたけど、どうしてこんなとこで寝ねてるんだ！」

「…………ッ、手ぇどけろって。同室者が歯ぎしりすごいから、夜はあっちこっちで寝てんのよ。ときどきは他人の寝しん台だいで、ときどきは空き部屋や庭でね。そんでリュリュ、お前は？」

「俺は、あれを見張ってるんだ。お前も見ろよ、あれ。こっそりな」

　リュリュにうながされ、クレアもこっそりと部屋から頭を出して中庭をのぞく。

「……ふーん。ルネだな」

「だろ？　怪あやしいと思ってつけてきたんだ。あいつ、元から何か隠かくしてるっぽいし、デクストラ様を見る目が普ふ通つうじゃなかった」

「──それで、なんでリュリュがルネを見張るわけ？」

　クレアの声が妙みように冷える。リュリュは気にせずルネを見つめ続ける。

「ん、デクストラ様への愛故ゆえに。クレア、お前も一いつ緒しよに捕つかまえるか？　ルネのこと。そしたら出世できるかも……あ、でも駄だ目めだわ。俺がひとりで捕まえて、デクストラ様の愛を──」

　そこまで言ったとき、リュリュは背後に殺気を感じた。

　はっとして振ふり返る、と重そうな花か瓶びんが眼前にせまっている。慌てて避よけた。

　クレアが近くにあった花瓶でリュリュを殴なぐろうとしたのだ。避けられたクレアはすぐに花瓶を投げ捨て、リュリュに飛びかかってきた。

　尻しり餅もちをついていたリュリュはすぐに逃にげることができない。年かさのクレアのほうが体格もいい。クレアはリュリュを組み敷しき、細い首に手をかけた。

　クレアがいつもより数段低い声で囁く。

「ずっとおかしいとは思ってたんだ。でも、お前だったんだな、リュリュ」

「何──なん、のこと……」

「密みつ偵ていだよ。お前、僕たちのことを監かん視ししてたんだろ？　ヤウザ団長が個人的に後からつっこんできたお前……疑ってはいたんだ。でも残念、ルネにデクストラ様を廃はいするような度胸はない！　その度胸があるのは僕だ。僕はデクストラ様の近くまで行く。あれが死ねば、もっとまともな話ができる教主を金の力でねじこめる」

　どす黒い囁きと共に、クレアは両手に力をこめる。息が詰まり、リュリュの眼前がかすむ。耳に血の流れる音が激しく響ひびく。頭が痛い──そして悲しい。

　デクストラに向けられる敵意、苦い言葉。そんなもの少しも聞きたくない！

「……は──千の……ひか、り」

「何？　呪じゆ文もんでも唱えようとしてるの。声が出るわけないだろ」

　確かにそのとおりだ。もうろうとする意識の中で妙に納なつ得とくし、リュリュは呪文を省略することにした。

　次の瞬しゆん間かん、クレアの眼前に白い閃せん光こうが生まれる。

「な──！」

　目をつぶすような白い闇やみ、そして極ごく彩さい色しきの幻げん影えいが眼前で渦うずを巻く。そのすさまじい勢いに酔よったようになり、クレアは思わず指の力を緩ゆるめた。

　すかさずリュリュはクレアを振り払はらい、乱らん闘とうが始まった。こうなると旅芸人暮らしで鍛きたえられたリュリュはかなり強い。

　どうにかクレアをねじ伏ふせ、リュリュは荒あらい息を吐はく。クレアが必死に叫さけんだ。

「リュリュ、お前ッ！　さっきの、なんだ？　呪文、唱えてなかったのに……！」

「ああ、俺もびっくり……。呪文……って、必ずいる、わけじゃ、ないんだ……」

　言いながら、リュリュは妙な浮ふ遊ゆう感かんにさいなまれている。呪文を唱えて大気を震ふるわせることなしに、強ごう引いんに『使いたい』という思いだけで魔ま法ほうを発動させてしまった。その負担は今いま更さらリュリュの体と心にのしかかってくる。

　すぐにでもぐったり倒たおれてしまいたかったが、少しでも力を緩めればクレアに反はん撃げきされるだろう。歯を食いしばって耐たえていると、さすがに騒さわぎに気づいたルネが駆かけ寄ってきた。

「リュリュ!?　あと、クレアも……何、やってるの」

　呆ぼう然ぜんと言うルネを見上げ、リュリュは懸けん命めいに言う。

「ルネ！　こいつ、デクストラ様のこと暗殺しようとしてたんだ。捕まえるの、手伝って」

「……嫌いや」

「何？　あの、そっち持ってくれればいいからさ」

　ルネの答えが理解できず、リュリュはなおも言った。

　しかしルネの顔は冷たく凍こおりついている。

「嫌だ」

　きっぱりと言い、無表情にルネはリュリュを見下ろした。

　リュリュを見るルネの瞳には、あの暗い憎にくしみの輝かがやきがある。──彼も味方ではなかった。

　ルネははりのない声で淡たん々たんと言う。

「僕の父さんは立派な魔導師だったのに、デクストラ様のご機き嫌げんを損そこねて牢ろうに落ちた。あっちの中庭の井戸は牢に繫つながってるんだ。僕はあそこに行っては、父さんがまだ生きているか確かく認にんする。そのたびにデクストラ様が憎くなる。デクストラ様が死んでも、僕は悲しくない」

　感情が消えたような声だった。

　リュリュがすっと背筋が寒くなるような感触を味わったとき、突とつ然ぜん辺りが明るくなる。

　回かい廊ろうに、中庭に、魔法の明かりがふつふつと灯ともる。同時に明かりを持った魔導師たちも姿を現した。囲まれたことを知り、クレアの抵てい抗こうが弱まる。

　ぽかんとしているリュリュの前に、中庭から歩み出た魔導師が声をかける。

「そこまでです。お手て柄がらでしたね、リュシアン」

　いつもどおりの冷れい徹てつさ。ヤウザであった。
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「──つまり、『白銀の団』の多くは我を憎む者の集まりであったのじゃ」

　デクストラがつまらなそうに言い、バラ茶を口に運ぶ。

　リュリュは幸せにデクストラを眺ながめていた。

　ふたりがいるのはデクストラのごく個人的な、小さな客間だ。女の子の部屋らしく、薄うす紅べにと金でまとめられたこぢんまりとした部屋である。

　クレアを捕とらえたリュリュは、その『ご褒ほう美び』としてここでデクストラとふたりでお茶をすることを許されたのだ。

「もとより我には敵が多いが、中には気の長いやつもおっての。息子むすこや娘むすめを学部に入れ、我に近づこうとする。そやつらの危険度を測り、処分するなり人ひと質じちにするなりして学内を綺き麗れいにしよう、というのがヤウザの試みであった。おぬしはヤウザが戯たわむれに入れた『不確定要素』であったそうだが、よい働きをしたようだの」

「ありがとうございます！　愛のためです！　あれ、でもヤウザ師って、北方教会長じゃなかったでしたっけ？　学部には学部長がいますよね？」

　越えつ権けん行こう為いではないか、と首をひねるリュリュに鼻を鳴らし、デクストラは木の実入りの焼き菓が子しをさくさく食べた。

「内部の者はかばいあう。有能な者がそれぞれ他ほかの部署の監かん査さを定期的に行う、というのがヤウザの提唱する組織の管理法じゃ」

「あったまいいんですね、ヤウザ師。でも、デクストラ様を思う気持ちは俺が一番です！」

「おぬしは本当に妙な男じゃの。しかしサッパリときめかん」

　きっぱり言われ、リュリュは泣きそうな顔でもだえる。しかし、めげはしない。

「……いたたた……でも、それはまだお互たがいのことをよくわかってないからだと思います。よく知ったら、また違ちがってきますよ」

「そうか？　トキメク相手というのは、会った瞬間に雷かみなりに打たれるものらしいぞ。普通死ぬな」

「俺は死にません、愛故に！」

「……どうもおぬしと喋しやべっていると、言葉が通じているのか不安になるな。新しん鮮せんじゃ」

「新鮮ついでに、俺のこと好きになりました？」

「全然。でも、このバラ茶はうまいぞ」

　言って、デクストラはこくこくとバラ茶を飲む。それを見ているだけでリュリュは死にそうに幸せだ。こんな彼女をずっと見ていたい。ならば言うことはひとつだ。

「じゃあ、俺、一生デクストラ様のためにお茶を淹いれます。だから、一緒に逃げましょう」

「どこに？」

　いきなりの話に、デクストラは瞬またたいた。リュリュは声をひそめる。

「どこかへ。俺、あなたを連れて行きます。こんな敵だらけのところにあなたを置いておけない、俺とどこかへ行きましょう。俺はあなたを一生愛する自信があります。これから先は、俺の愛だけ感じていてください。綺麗なものだけ見ていてください。あなたは綺麗だ。あなたには命をかける価値がある」

　熱ねつ烈れつに囁かれ、デクストラは初めてはっきりとリュリュを見た。瞳ひとみがひどく澄すんでいる。

「おぬしは妙なやつだ」

　本当に不思議そうに言う。そしてなんと、デクストラは笑ったのだ。

「うむ、ではゆこう、どこかへ」

　リュリュは一いつ瞬しゆん何を言われたのかわからなかった。わかったときには、本当に心臓が止まりかけてのたうちまわることとなる。
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（──でも、来なかったんだよな、デクストラ様は）

　リュリュはぼんやりと思って空を見上げた。

　一いつ緒しよに逃げよう、あの約束をしてから数年が経たった。当時のリュリュはデクストラの言葉を本気にし、約束の場所で彼女を待ち続けた。

　けれどデクストラは来なかった。代わりに来たのはヤウザだ。

『デクストラ様は来ません。ご自分の意思で、高位の魔法を使うために瞑めい想そうに入られました。あの魔法の後はよく記き憶おくをなくされますから、目覚めたときは君のことなど覚えていないでしょう。お疲つかれ様でした、リュシアン』

　そんなことを言われたリュリュは、ものすごい勢いでヤウザを問いつめたものだ。

（今考えりゃ、デクストラ様が当時の俺のことをそんなに信用してたわけがないし、逃げる約束なんてお遊びだ、って言われてもわかるけど。当時は無理だったなあ）

　当時は何が起こったのかすらわからず、周囲に当たり散らした。

　取り乱すリュリュに、ヤウザは容よう赦しやなく言った。

『人生が思い通りにならないのは、君に力がないからだ。ろくな努力などせずにここまで来たのでしょう？　君は思い上がっている。ほしいものを手に入れたいなら力を手に入れなさい。はいつくばってでも、血ち反吐へどを吐いてでも。それをしないなら君は綺麗なだけのゴミだ』

　──ゴミ呼ばわりは今思い出しても腹が立つが、他の点では割合全まつとうなことを言われたようにも思う。

　リュリュは周囲の道を確かめてから、足早に山道を下りていく。山やま越ごえの道の途と中ちゆうなのだ。秋が深まり、段々と灰色じみてきた灌かん木ぼくの間に、デクストラの姿があった。

　簡素な旅装をまとっていても、彼女の美しさは確かなものだ。

　リュリュは幸せな気持ちになって声をかける。

「ユリア！　この先、お前でも行けそう。一緒に行こう」

「遅おそいぞ、ウルファ。我をひとりで置いておくな」

　むすっとした顔もものすごくかわいくて、リュリュはひとりでにやけてしまう。けれどすぐに気を引き締しめ、デクストラに手を貸す。

　あれから数年。リュリュはデクストラを連れ、ついに光魔法教会から逃にげ出した。

　デクストラは脱だつ出しゆつの衝しよう撃げきでまたリュリュのことを忘れてしまったけれど、もう気にはならない。それでつらいことも忘れられるなら、かまわなかった。

　むしろリュリュは、デクストラがつらい過去を思い出さないように気を遣つかっている。そのためにふたりの過去と名前をねつ造さえした。

　病弱な良家のお嬢じよう様さま、『ユリア』と、その幼なじみで使用人の『ウルファ』。ふたりは駆かけ落ち中なのだ、と、リュリュはデクストラに言い聞かせたのだ。

　少しリュリュに都合のよすぎる話だろうか。でも、デクストラがリュリュを信じてくれたのは、リュリュが献けん身しん的に彼女を守ったからこそだ。

　か弱く、すぐに熱を出すデクストラの体を支え、リュリュは山道を登る。

　デクストラの息がすっかりあがったところで、ふたりは小高い場所に出た。

「ユリア……大だい丈じよう夫ぶ？　落ち着いたら見てごらん。綺麗だから」

　耳元で囁ささやいてやると、デクストラはどうにか視線をあげる。そして目を瞠みはった。

　辺りは山景色げしきだ。連なる山々の木々はこれまでと植生を変え、冬に向けて葉を色づかせていた。

　一面の深しん紅くは絨じゆう毯たんのよう、ときに交じる黄色は金糸の刺し繡しゆう。

　青空を映してときたまきらめく川かわ面もは青玉に似る。

「きれい」

　デクストラはため息と共につぶやく。

　光魔ま法ほう教会本部からろくに出たこともなかった彼女には、初めて己おのれの目で見る光景なのだ。

　リュリュは言う。

「あの木々も、どんな景色もみんな、お前が来るのを待ってたんだ。……俺と同じに」

　大まじめな台詞せりふに、デクストラが満足げに目を細めた。

　リュリュはとても幸せだ。

　あなたに会えてよかった。心底そう思えるから、リュリュはもう少し先へ行こうと思う。

　行く先が知れずとも、たとえ永遠でなくとも、あと少し。

　もう待つ時間は終わったのだから。






















　その昔、フェルテール金山が山ほどの黄金を産出し、フェルテラ伯はく爵しやく領を潤うるおしていたころ。

　金山から流れ出る、川底の砂金に魅み入いられた男がいた。

　陽光に照らされた砂金には魔法がかかり、川面に美しい女の影かげを描えがき出したのである。

　男はこの女の影に恋こいしてしまった。ところが、しょせんこの女は水面に映る幻げん影えいの美女。

　抱だこうと川に手を入れると、輝かがやく女の像はかき消えてしまう。

　手に入らない女に嘆なげき悲しんだ男は、やがて寝しん食しよくを忘れて死に至った。




　以来、この地方では、一見すばらしく思えてもけして手に入らないものを、すべて『水みな底そこの砂金』と呼ぶ。
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「──誰か、そこにいるのかい？」

　暗い部屋の寝しん台だいで、ジュデオンはそっと囁いた。

　新しん暦れき六〇〇年代後半、フェルテラ伯爵領。

　伯爵家の三男である少年──ジュデオン・バシュラールは、ひとり自室の寝台で本を読んでいたところであった。

「……ギスラン？　お前じゃないのか」

　潜ひそめた声で問い、ジュデオンは寝台脇わきの手て燭しよくをとった。

　そのままぐるりと部屋を見み渡わたすが、蠟ろう燭そく一本の光はあまりにか弱い。窓をしめきった部屋の四よ隅すみは闇やみに沈しずみ、誰か潜んでいてもわからないくらいだ。

　続く沈ちん黙もくに不安を覚え、ジュデオンは少女めいた容よう貌ぼうを曇くもらせる。蠟燭の火ほ影かげに照らされた彼の横顔は実に繊せん細さいで美しいが、今年で一三歳になった少年にしては不自然に瘦やせている。

　しばしの後、ジュデオンの後ろで小さくかちゃり、と金属音がした。

　ジュデオンは反射的に振ふり向いて手燭をかざす。──と、闇の中に異様なものが浮うかび上がった。

「ッ──！　ばっ、化け物！」

　ジュデオンが思わず叫さけんだのも無理はない。彼の視界に飛びこんできたのは凄すさまじい異い形ぎようだったのだ。

　巨きよ大だいな顔が闇の中にぽっかりと浮かんでいる。その顔は完全に鉄色、口は大きく引き裂さかれてにたつき、耳は尖とがって左右に飛び出している。あげく両眼のあるべき場所には、円くくりぬいた金属板が釘くぎでうちつけてあるという残ざん酷こくさ。

　ジュデオンは真っ青になって目をつむり、必死に叫んだ。

「やめろ！　悪あく霊りようめ、立ち去れ、ここはお前のいるべき場所ではない！」

「──ふむ。わたしを悪霊とののしられるか。しかしわたしは化け物というよりは……」

　押し殺ころされた声が、面おも白しろそうに返す。この声はあまり非人間的な声ではなく、むしろ子供が無理をしたような声だったのだが……もちろん錯さく乱らんしているジュデオンにはわからない。

「うわっ、しゃ、喋しやべった！　悪霊がひとの言葉で喋るとは悪あしき証あかし、喋るな！　僕は聞かないぞ、寄るな触さわるな、一歩も動くな、そして立ち去れ！」

「……ひでぇ。いくら悪霊だって、動かないで立ち去るのは無理なんじゃあ……っ……て、兄上、手燭持った手で耳を塞ふさがないでください！　蠟燭！　蠟燭落ちてますから！」

「え？」

『悪霊』に叫ばれて、ジュデオンは瞬またたいた。

　我に返ってみれば、自分の手には手燭しか残っていない。悪霊を追い払はらおうと手をふったり耳を塞いだりした途中で、蠟燭は床ゆかへと落ちてしまったのだ。

　まだ火のついていた蠟燭を、『悪霊』がすばやく踏ふみ消す。

　唯ゆい一いつの明かりを失い、辺りは真の闇となった。『悪霊』が疲つかれた子供の声で言う。

「──やれやれ。あのですねえ、兄上。派手に驚おどろいてくれるのは脅おどかしがいがあって嬉うれしいんですが、城を焦こがすのはやめてくれませんか。外は石造りでも、中は木造なんですから」

「その声は……やっぱり、ギスラン？」

『悪霊』の発した聞き覚えのある声に、ジュデオンはおずおずと問いかける。

　答えの代わりに軽い足音が響ひびき、窓の板戸が開け放たれた。突とつ然ぜんと差し込んできた午後の光に、ジュデオンは目を細める。窓に硝子ガラスははまっていない。

　外は快晴だ。ひやりとする風がジュデオンの長い金きん髪ぱつを揺ゆらす。

「そうです、俺です。裏の隠かくし扉とびらから、ご機き嫌げんうかがいに来たんですよ」

　利発そうな声とちょっとひねくれたしゃべり方は、確かにジュデオンの弟、四兄弟の末まつ弟ていであるギスランのもの。

　しかし窓辺に立った少年は、顔に奇き妙みような金属製の仮面をかぶっていた。

「……見み舞まいに来てくれたのは嬉しいのだけれど、ギスラン。また妙なものを作ったね」

　あいまいに笑うジュデオンをよそに、ギスランは嬉しそうに胸をはる。

「そうです！　これをお見せしに来たんですよ、見てください、俺の面白仮面第七号！」

　ギスランの言う『面白仮面』は、明るい光の中で見ると邪じや悪あくというより滑こつ稽けいな代しろ物ものだった。薄うすい金属で作られた間の抜ぬけた顔をしており、頭の天てつ辺ぺんには金属製の旗までついている。

「いいですか、兄上。これは一見罪人の仮面風ですが、似て非なるものですよ。ここを回すとですね、なんと、頭の上で旗が回ります！」

　仮面の横についた操作棒を回すと、頭上についた金属の旗がきこ、きこ、きこ、と軋きしみを立てて回る。……それだけだった。

　しん、と部屋が静まりかえる。

　ジュデオンは神妙に訊きいた。

「……それで？」

「……面白くありませんか？」

　ギスランはまじめに答える。

「……ちょっと時間をくれないか。その面白みについて考えるから」

　真しん剣けんに考え出した兄に、ギスランは無造作に仮面を脱ぬいだ。

　軽く頭をふった彼は、焦げ茶色の髪かみと灰青の瞳ひとみを持った、ごく普ふ通つうの少年である。

　ギスランは利発そうな顔を憮ぶ然ぜんとした色に染め、つかつかと兄のいる寝台へ歩み寄る。

「兄上、兄上はこんなところに閉じこもってるから頭が堅くなるんです！　見てください、鍛冶かじ屋やに入り浸びたって作った金属製の本体！　金属を薄く伸のばす技術を手に入れたおかげでこの七号は快適な装着性を実現、ついでに多くの仕し掛かけを装備しました。たとえば、ここを押すと仮面が舌を出して自動的に相手を侮ぶ辱じよくする、という具合です！」

　流りゆう暢ちような説明と同時に仮面の横の突とつ起きを押すと、仮面の口から長い金属製の舌がべろん、と伸びた。

　ジュデオンはそっと秀しゆう麗れいな顔を仮面からそらす。正直、趣しゆ味みではなかった。

「──ギスラン、お前は独創的だねえ。僕も、絵画と音楽の価値ならわかるのだけれど」

「絵画に音楽！　保守的すぎて耳にカビが生えそうだ！　ジュデオン兄上の芸術的な才能は確かにすばらしいですが、あんまりにも保守的です。次の流行はこれですよ！」

　むきになって言う弟にため息を吐つき、ジュデオンは細い手を伸べた。

　ジュデオンがギスランの茶色い癖くせ毛げを優やさしくなでると、変わり者の弟は口を閉とざす。やがて機嫌のいい猫ねこのように瞬くギスランの様子は、やっと年相そう応おうの無む邪じや気きなものとなった。

　ジュデオンはこの弟が好きだった。思いやりもあれば頭もいい、気持ちのいい少年なのだ。

　でも、だからこそ言わねばならないこともあった。ジュデオンは穏おだやかに言う。

「……いいかい、ギスラン。お前の鍛冶技能はすばらしいし、優しい心も嬉しい。でも今は父上と兄上たちが戦いくさで留守のときなんだ。僕は昔から寝台から起きあがれないほどの軟なん弱じやく者だし、お前がこの城を守らねばならないのだよ。そのことは覚えている？」

　ジュデオンが説教をはじめると、途と端たんにギスランはつまらなそうな顔になった。

「そりゃもちろん覚えてますがね。俺には向いてないです、そういうのは」

「向いているかどうかではないよ。僕らは生まれにふさわしく生きる義務がある」

「とはいえこの境きよう遇ぐうに生まれたくって生まれたわけじゃないですし、俺は役立たずの末っ子四男です。みんなだって俺には何も期待しちゃいないし、母上には毛け嫌ぎらいされてるし……」

「またお前はそんなことを言う！　父上はお前に期待しているし、母上だってお前のことをとても愛しているよ。お前が母上の機嫌を逆なでするようなことばかりするから、意地を張ってしまわれるだけだ！」

「……あー。なるほど？　悪いのはひねくれ者の俺だけ、ってことですか」

　ギスランが皮肉っぽく笑ってそう言ったとき、不意に部屋の扉が外から叩たたかれた。

　兄弟は顔を見合わせる。

「──噂うわさをすれば母上のお見舞いだ。ギスラン、入ってきた隠し扉から逃にげなさい。僕は今、面会謝絶だ。ここにいたら、お前が怒おこられるよ」

　ジュデオンは囁ささやくが、ギスランは少し考えてから、例の仮面をかぶり直した。

「いえ、せっかくです。母上にも仮面の出来を見せましょう」

　ジュデオンが反論する前に、扉が軋みを立てて開く。

「ジュデオン？　身体からだの具合は……」

　静かに問いかけた貴婦人は、室内の様子を眺ながめて凍こおりついた。

　寝台に座っている、痛ましいまでに細い身体のジュデオン……は、いいとして。隣となりにあり得ないものがある。

　ギスランのまぬけな仮面に、貴婦人についてきた侍じ女じよがうっかり噴ふき出した。

　それを凄まじい横目でにらみ、兄弟の母親である伯はく爵しやく夫人は毅き然ぜんとして部屋に踏みこむ。彼女は輝かがやかんばかりの鉄てつ壁ぺきの笑え顔がおで言った。

「ジュデオン、身体の具合はどう？　窓など開けても平気なのかしら？」

「ええと、その、母上……この状じよう況きようには深い訳がありまして」

「はい、はい！　母上、見てください、俺の面白仮面第七号！　この機能美の極きわみを！　まさしく天上の音楽のようではないですか？」

　ギスランは声をはりあげ、母の視線の先へ回りこんで仮面の旗をくるくると回してみせる。

　母親の顔は屈くつ辱じよくに少し青くなったが、侍女はわずかにうけて必死で笑いをこらえた。途端に母の凍こごえた声が飛ぶ。

「リン、何がおかしいの」

「いえ、何も、奥様……」

　侍女は小さくなり、伯爵夫人はギスランに歩み寄った。まだ充じゆう分ぶんに若い硬こう質しつな美び貌ぼうを引きつらせ、夫人はギスランの仮面の旗をそっと指でつまむ。

「この回っているあたりがおかしいのかしら？　そもそも回って何になるの？」

「舌も出ますよ？」

　きるきると仮面が舌を出したあたりで、伯爵夫人の中で何かがキレた。

「……帰りなさい」

「へ？　どこへ？　ここが俺の家……」

　ギスランの言葉をさえぎり、伯爵夫人は勢いよく窓の向こうを指さした。

「帰りなさい、あの星の向こうへ！　ああ、理解できない、こんな妙なものが私から産まれたということ自体が信じられない！　だからこれはきっと夢！　悪い夢だわ！」

　神経質に唇くちびるを震ふるわせて叫さけぶ伯爵夫人は、常の貴婦人ぶりなど完全に忘れている。

　ジュデオンと侍女は彼女をなだめようと懸けん命めいに声をかけた。

「母上、母上！　今は昼間ですし、星の向こうに生者の住み処かはないですよ！」

「そうですわ、奥様、ギスラン様は立派な方です、ただちょっと普通より面白いだけです！」

「面白い？　貴族の子息が面白くてどうするの、それが一体何になるの！」

　錯乱気味の母親の姿に小さく笑い、ギスランは仮面をかぶったまま、ごく貴族的に一礼する。

「ご安心ください！　ここに貴族の子息などはおりません。いるのはただの道どう化けがひとり。芸が気にくわないと言われれば、ただちに退場するのみです。それでは！」

　芝しば居いがかった台詞せりふを吐はくと、ギスランは窓に駆かけ寄った。

　そして、ひょいと窓まど枠わくの向こうへ飛び出してしまう。

「な……！」

　これには伯爵夫人はじめ、室内の三人ともが思わず目をむいた。何せ、ここは二階だ。

「ギスラン様！」

　あわてて叫んだ侍女が窓から身を乗り出すと、ギスランは器用に一階のひさしを伝い、城の裏庭に降りたところだった。侍女はあわてて廊ろう下かへ飛び出す。

「イエーリ、イエーリ！　どこ？」

「……こちらに」

　侍女の呼び声に、淡たん々たんとした答えが返る。

　まったく気配をさせない相手に侍女がぎょっとして振ふり向くと、廊下の薄うす闇やみに一六、七歳くらいの少年が、城のお仕着せを着て立っていた。

　ゆるい癖くせのある黒くろ髪かみをもつ整った容よう貌ぼうの少年だが、どこか得体の知れない、ぼんやりとした雰ふん囲い気きを漂ただよわせてもいる。

「ッ……！　急に出てくるんじゃありません、もっと気配をさせなさい！」

　やつあたりをする侍女を眠ねむそうな瞳で見つめ、イエーリはぼそりと問う。

「ご用は？」

　つっけんどんな応答に、侍女はつい言葉につまった。

　代わりに、廊下へと歩み出た伯爵夫人が冷たく命じる。

「ギスランが、窓から出て行きました。あの子の世話はお前の仕事でしょう。つかまえなさい」

「はい」

　イエーリは伯爵夫人には一応深く腰こしを折り、意外に俊しゆん敏びんな所作で身を翻ひるがえした。廊下を抜ぬけ、一階へ下りる大階段を駆け下りる。

　その途と中ちゆうでイエーリは階段の手すりをつかみ、軽かろやかにそれを飛び越えて見せた。

「え……！」

　侍女が面めん食くらって階段から下を見下ろすと、イエーリは大分高低差のある一階の床ゆかへ無事に着地し、軽やかに駆け出していくところだった。

　まるで礼れい儀ぎを知らない所作に、伯爵夫人はこわばった顔で囁く。

「……まったく、ギスランの従者にふさわしい子だこと」


◆



　北部大陸のほとんどを統すべる神聖帝てい国こくルースの由ゆい緒しよ正ただしき貴族、フェルテラ伯爵の領地は気候の穏やかな内陸部で、古くは金山で潤うるおった場所である。

　城の窓から無事に抜け出したフェルテラ伯爵の第四子であるギスラン・バシュラールは、追っ手の使用人たちを軒のき並なみまいて、馬に乗って城外へと駆け出した。

（まじめにつかまえる気なんてないんだろうけど、それにしたって使用人たちのぬるいこと）

　森の中の道を使って古い金山へ向かいつつ、ギスランはうんざりと考えた。

　彼は四人兄弟の末っ子で、上の三人はそれぞれに優ゆう秀しゆうな男子だ。

　長ちよう兄けいは万ばん能のう型、次兄は武ぶ闘とう派、三男のジュデオンは身体は弱いとはいえ芸術家肌はだで貴族的。

　ここまでそろってしまえば第四子であるギスランにかかる期待は軽く、何につけても彼は放置され気味だった。

　上の三人には熱心な教育を施ほどこした父親も、ギスランには歳の近い従者ひとりを世話係としてつけただけで、あとはどれだけ授業の類たぐいをさぼっても文句すら言わない。

（気楽だけど、つまんない人生だな）

　ギスランはふと、そんなことを思う。

　小さな身体で器用に馬を繰くりながら、鞍につけた面おも白しろ仮面を見下ろしてみた。

　自分が好きなのは、こんな職人仕事や、ひとを笑わせることだけだ。

　貴族らしいことには何ひとつ心こころ惹ひかれない。おかげで皇家の血を引く母親には毛け嫌ぎらいされて、最近では喧けん嘩かのときしか口をきいてもらえないありさまだった。

（ま、いいか。誰にも好かれてなくたって、多少の面白みさえありゃあ生きることくらいはできるしな）

　すぐに考え直して子供らしくない失しつ笑しようを漏もらし、ギスランは馬の首をなでた。

「ハル、今日は金鉱まで行こう。イエーリが来るとやっかいだし」

　世話係の顔を思い出し、ギスランは馬の足を速める。彼が向かうのは遠い昔に廃はい棄きされた金鉱跡あとだ。入り組んだ内部は村の子供たちの遊び場となっていて、ギスランも彼らにまじってよく遊ぶ、お気に入りの場所だった。

　そもそもギスランは美しい自然の風景より、ひとのなした偉い業ぎようのほうが好きなのだ。

　丘おかを越え、蛇だ行こうした山道を登っていくと、やがて鉱山の入り口が見えてくる。

「じゃあお前はここで待って……!?」

　話しかけながら馬から下りようとしたとき、急に誰かに襟えり首くびをつかまれた。

　そのまま容よう赦しやなく引っ張られ、ギスランは背中から森の草むらへ転がる。

「ッ……な……おま……イエーリ！」

　何事かと顔をあげると、いつのまにか馬の横に見慣れた姿がある。

　妙みように姿勢が悪く、青緑色の瞳ひとみを眠たげに細めた少年。世話係のイエーリだ。

（うわ、まずいもんが来た）

　思い切り顔をしかめるギスランに、イエーリはいかにも興味のなさそうな調子で口を開く。

「今は馬術の時間ではありません、ギスラン様」

「お前ッ……！　どうやって追いついた？　つけてきたにしちゃ気配がなさすぎだぞ！」

　ギスランの指し摘てきに、イエーリはわずかに首をかしげて答えた。

「気配がないのは生まれつきです」

「いないだろ、そんな奴やつ！」

　むきになって叫んでみるものの、イエーリは真意の読めない顔で沈ちん黙もくするのみだ。彼はいつもこんなふうで、声にも表情にもまともな感情をのぼらせることがない。

　とはいえ見た目ほどぼんやりしているわけでもないのがやっかいで、父親と上の兄ふたりがいない現在の城内で、ギスランの唯ゆい一いつの天敵と言えばこの少年である。

　内心冷や汗あせをかくギスランの前で、イエーリは思案げにゆっくり瞬またたいた。

「本当のところを申し上げれば、先回りして待ち伏ぶせさせていただきました」

「先回りって……俺がよくここにくるってのは誰から聞いた？」

「ありとあらゆる方法を使ってあらかじめ穏おん便びんに聞き出しておきました。……具体的な方法を言えば、盗ぬすみ聞きと軽い脅きよう迫はくです」

　……ドス黒い。

　脅迫を穏便だと言い切るあたりが黒すぎる。

　ギスランが引きつった顔で草むらに座りこんでいると、イエーリは片手を伸のべた。

「さあ、立って。そんな泥どろまみれの貴族なんて、いやしません」

　腹の立つ言いように、ギスランはイエーリをにらむ。そして突とつ然ぜんあらぬ方向を指さした。

「あ、あんなところに手が八本ある恐おそろしい魔ま物ものが！」

「……ギスラン様、今どき誰がそんな手にひっかかりますか」

「──と思ったら、高そうな服を着た金持ちそうなよぼよぼ爺じじいが歩いてくる！」

「……！」

　なぜかその台詞に反応し、イエーリは勢いよくギスランの指した方向を向く。

　その隙すきにギスランは跳はね起きた。

「ぬるいぜ、この下町育ち！」

　叫んで駆け出そうとするが、すかさずイエーリが手を出し、ギスランを抱かかえるように捕とらえて投げ飛ばす。

「いっ……！」

　再び草むらの中に倒たおれこんで、ギスランは呆ぼう然ぜんと目をしばたたかせた。

　イエーリは幼い主人を見下ろして言う。

「甘いです、ギスラン坊ぼつちゃん。それでも村の子供と遊んでるんですか？」

「イエーリ……お前なあ！　どこに主人を投げ飛ばす従者がいるんだ！」

　ギスランはさすがに本気で怒ど鳴なったが、イエーリは平然としたままだ。

「わたしの主人は、わたしを拾ったフェルテラ伯はくです。わたしはギスラン様を世間の荒あら波なみに負けないよう教育せよ、との伯はく爵しやくのご命令に従っているだけでして」

　イエーリの言いようが酷ひどく不快で、ギスランは顔を歪ゆがめる。

　確かにイエーリはフェルテラ伯爵が帝てい都とで拾った子供らしい。かつては帝都の『下層』と呼ばれる貧困地域で苦労をしていたそうで、自分を拾ってくれた伯爵には絶対服従を誓ちかっているが、他ほかの人間には慇いん懃ぎん無礼を貫つらぬき通す。

（そんな奴を実の息子むすこの世話係にするか、普ふ通つう？　何考えてんだ、あのぼんやり父上は。こいつもこいつだ、俺の従者だってのに、ことあるごとに伯爵伯爵って）

　不ふ機き嫌げんに黙だまりこんだギスランの脇わきへ、イエーリは片かた膝ひざをついた。

「どうしました？　痛くなかったでしょう？　本当の喧嘩は、もっと痛くやるんです。とにかく相手が動かなくなるまでやる。傷はなるべく消えないようにつける。たとえばですね」

「やめろ！　またお前は薄うす暗ぐらいことばっかりよく喋しやべりやがって。下層風喧嘩指南だの、ネズミの美味おいしい食い方だの、俺にはなんの関係もないだろ！」

「いえ。人間、落ちるときは速いですから。念のため」

「落ちない！　俺はありとあらゆる奸かん計けいの類を用いて、悠ゆう々ゆう自適の趣しゆ味みに捧ささげる一生を送るって決めてんだ！」

　あまり子供らしくない人生設計に、イエーリは小さくうなずいて続ける。

「ならばなおさらです。下層じゃなくとも、喧嘩に勝つのは大事なことです。力がなけりゃ技わざで勝つ、技が駄だ目めなら頭と愛あい嬌きようで闘たたかうんです。好きなことをやりたきゃ、喧嘩に勝ってからにしてください。と、いうことで、わたしを倒さない限りここから先は通しません」

　ばかか、これだけ歳と体格と技が違ちがって、勝てるわけないだろう！──と、叫さけぼうかと思ったが、ギスランはすぐに考え直した。

（あー……いっそ、こいつが言うとおりにしてやるか。ようは勝てばいいんだろ？　腕わん力りよくじゃなくても）

　ならばまあ、やりようはある。ギスランはゆっくりと笑って言う。

「──なるほどね。そうやって俺を危険から守ってくださってるわけか？　他の奴らは俺がどこにいようと気になんてしてないってのに、大変だよな、お前は。それもこれも父上の言うとおり、ってわけだ。そんなに父上が好きなら、一いつ緒しよに戦いくさに行けばよかったんじゃねえ？」

　からかう声こわ音ねに、イエーリは黙りこくる。ギスランはにこやかに続けた。

「でもお前は留守番だ。あげく、末っ子の世話係なんてどうでもいいことやらされてる。父上も実はお前のこと拾ったの後こう悔かいしてるのかもな？　あのひといかにも田舎いなか領主って感じで単純だし、情にもろいから、同情で可哀かわい想そうな子をうっかり拾っちゃったけど後始末に困ったりしてさ。あ、むしろ単にお前の顔が気に入ったのかな。お前結構綺き麗れいだもん」

　そこまで言うと、途と端たんにイエーリの目の奥に光がきらめいた。

　一いつ瞬しゆんひやりとした、次の瞬間にはギスランはイエーリに襟首をつかまれていた。

「……ッ……」

　木の幹に押しつけられ、ギスランは息苦しさに小さくうめく。

（こいつ……こんなことで本気になってやがる）

　少しの恐きよう怖ふを感じながらも、ギスランはざまあみろ、と思う。

　イエーリは暗い目でギスランを見すえてつぶやいた。

「……あなたに何がわかります。飢うえたこともないくせに」

「当たり前だろ……不幸自じ慢まん、楽しい？」

　ギスランに嘲あざけられたイエーリの唇くちびるが震ふるえる。

（でもどうせ、俺のことは殴なぐれない）

　ギスランは唇で笑った。

　いくら腕力や体格で勝っても、ギスランとイエーリの立場は絶対的に違ちがう。

　ギスランはそう知っていたから、あくまで優やさしく言ってやった。

「──で、どうする？　俺のこと、殴るか？　ここなら見てる奴もいないぜ？」

　ギスランの言葉に、イエーリは一度痙けい攣れんするほど手に力をこめてから、ふっと諦あきらめるように身体からだから力を抜ぬいた。

　解放されたギスランは、地に足がついた途端に動いた。すばやく森の斜しや面めんに飛びこむ。

「……！」

　急なことに、イエーリがわずかに目を見開いた。

　ギスランは振ふり向かずに急な斜面を滑すべり降り、岩山の腹に空いた鉱山の入り口のひとつに駆かけこむ。石を積んで半ば塞ふさがれた入り口はごくせまく、内部は真の闇やみである。古い坑こう道どうは危険な場所だが、ギスランは何度か来たときに内部構造をしっかり頭にたたきこんでいた。

（いくらイエーリでも、この中のことはわかんないだろ。あいつをまくにはこれしかない）

「ギスラン様！」

　イエーリの声が後方で響ひびくが、もう遅おそい。ギスランは小さく笑う。

（さすがに困った声出してるな、イエーリの奴。そりゃ俺を見失ったら仕事になんないもん、困るだろ。困れ困れ、あの鉄てつ面めん皮ぴはちょっと崩くずしたほうが健康のためだ！）

　いい気分で頭の中に坑道地図を広げ、ギスランは奥へ奥へと駆けていく。

　いくつめかの分ぶん岐き点に行き着いたとき、不意にギスランの視界の端はしに妙なものが映った。

（──なんだ？）

　気になって視線をむけると、坑道のはるか先に、ぽつりと小さな白い影かげが見えた。

　光か？　いや、違う──あれは、人影だ。

　小さな人影が、坑道の先に佇たたずんでいる。

（え？　どうして見えるんだ!?　ここは真っ暗だし、あいつ──明かりなんか持ってない！）

　不意に恐怖を感じて背筋が冷えた。

　悪あく霊りよう。

　そんな単語が頭に浮うかぶ。思わず固まったギスランの耳に、背後で響く足音が飛びこんできた。イエーリだろうか。

　ぎょっとしたギスランは、つい不用心に数歩駆け出す。

（あ、まずい、こっちは──）

　頭の端で理性が警けい鐘しようを鳴らした。

　こっちは未知の場所、坑道が崩れかけているという噂うわさのある方角だ。

　踏ふみとどまろうとした靴くつ底ぞこが丸太を踏んだ。古い、朽くち果てた丸太であった。

　木の裂さける不ふ吉きつな音がして、ギスランはよろける。

「危ない！」

　切せつ羽ぱ詰つまったイエーリの声が叫ぶ。

　声のほうへ、ギスランは夢中で手を伸べる。しかし闇の中でギスランの手は空をつかみ、次の瞬間には深い坑道の底へと放り出されたのだった。
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　──視界の真ん中で、金色がちらついている。

　あれはなんだろう。砂金だろうか？

　ぼんやりと金の光を眺ながめていたギスランは、不意に弦げん楽がつ器きの音を聞いたような気がして目を見開いた。

　どうやらまだ生きている、らしい。

「立とうとしないほうがいいでしょう。──足を傷いためている」

　不意にひとの声が降ってきて、ギスランは息を吞のんで体を起こした。

「い……いてててて！」

　途端に全身に震えるような痛みが走り、ギスランは我が身を抱かかえて転がる。

「だから言ったのに。君、あそこから落ちたんですよ」

　またも降ってきたのは、ぞっとするほどに柔やわい声だ。落ち着いた声音には音楽的な響きがまとわりついて、男の声とも女の声とも断じ難がたい。

　ギスランがおそるおそる顔をあげると、上方にはりだした平らな岩に腰こしかけて、ひとりの男が笑っていた。

（あ……あれだ、金色だったのは）

　そう思って、ギスランは『彼』を凝ぎよう視しする。さっき、視界の真ん中で光っていた砂金。

　あれはこの、自分を見下ろしてくる男の瞳ひとみであったのだ。

（でも、金の瞳の人間なんているのか？）

　少なくともギスランは、こんな色の瞳を見たことがない。

　岩に腰かけた男は、いでたちからすると旅の詩人のようだった。古びた白い衣ころもをまとい、詩を刺し繡しゆうした帯をして、長い杖つえを持っている。うっすらと微笑ほほえむ彼は、一見青年に見える。けれど異様なほど整った顔は作り物めいて冷たく、その顔を半ば隠かくす髪かみは老人のように真っ白だ。

　片方だけあらわにされた瞳の色を確かめようとして、ギスランは酷いめまいを感じた。

　頭の芯しんをつかまれたような気分だ。やはり、こいつの目はおかしい。

　この金色は、魔ま性しようの瞳だ。

「見えますか？　ほら、あそこ」

　優しげな声を出し、詩人は繊せん細さいな指で頭上を指し示した。ギスランが操あやつられるように見ると、辺りは微び発はつ光こう性のコケの薄うすぼんやりとした光に照らされ、ここが天然の洞どう窟くつであることがわかる。

　詩人の指さす先には急な斜面があって、その上に腐くさった木組みの残ざん骸がいが見えた。そこがギスランのいた坑道なのだろう。まっすぐに落ちたら、どう考えても助からない高さであった。

　ギスランはのろのろと詩人に視線を戻もどし、ぎこちなく問う。

「上の坑道で、お前を見た気がする。お前……悪人？　それとも、悪霊？」

　詩人はギスランの問いが気に入ったのか、ほんの少しだけ声をあげて笑った。

「さて。確かにわたしは、ひとよりは悪霊に近いものかもしれません。けれどわたしは善悪以前に生まれた者。わたしは白であり、黒。わたしは在り、わたしは無い。わたしは狭はざ間ま。わたしは歌い手。そうしてわたしは詩人なのです」

　歌うように告げて、詩人はするりと岩から滑り降りた。

　へんてこな言葉の羅ら列れつにギスランが呆あつ気けにとられているうちに、詩人は身軽な所作で巨きよ石せきを乗り越えて、いつの間にやらギスランの傍かたわらに立っている。

「ふむ。君の足、どうやら折れているようですね。とはいえ綺麗な折れ方だ。後には残らないでしょう。よかったですね」

「ッ……何がいいんだ！　後も何も、動けなけりゃここでのたれ死ぬだけだ！」

　折れている、と聞いてさすがに青ざめ、ギスランは吐はき捨てる。

　足の痛みは段々と酷ひどくなってきて、立つどころか身じろぐことも困難だ。痛みと恐怖で冷や汗あせをかくギスランに、詩人は首をかしげた。

「君は死にませんよ。それどころか、君には玉座が見える」

「玉、座……？」

　唐とう突とつな言葉に、ギスランは我が耳を疑った。見れば、詩人は穏おだやかに笑っている。

　不思議に確信に満ちた笑いであった。

「ええ。君は──そう、盤ばん上じようの子供。この世が遊ゆう戯ぎ盤に見えるのでしょう？　そして自分もその盤の上にいることを、あらかじめ知っているのでしょう？　君は賢かしこいひとだ。君はやがて、盤上の駒こまを動かすひととなるでしょう。そう、君自身の駒を含ふくめて、ね」

　なめらかな言葉に、ギスランはますます、恐怖とも興奮ともつかない混乱を感じる。

　こいつは、城内のどんな人間とも、村のどんな老人とも違う。

　ギスランにはさっぱり理解できないことをいい、まっすぐにギスランを見ている。こんな相手は初めてだった。怖こわい。本能的におびえつつも、妙みように惹ひかれてしまう。

「お前……何を、知ってる？　俺が伯はく爵しやく家の人間だって、どこかで聞いたのか？」

　問うたギスランの声はかすれていた。

「いいえ。見えたままを言ったんですよ」

　詩人の言葉に、ギスランは顔をしかめた。

（ばかな、何が見えたっていうんだ、こんな冴さえないガキに、何が？）

「だから、玉座だと言ったでしょう」

「は……」

　心の内を見み透すかすような言葉に、息がつまる。

　詩人は淡あわく微笑み、ギスランの傍そばへ膝ひざをついた。

　もっとよく、彼を『見よう』とでもいうかのように。

「なるほど？　君は、年ねん齢れいにしては少しだけ大人おとなびているのですね。だから周囲は君を理解し難い。年齢は絶対的なものですが、実にささいなものでもあるというのに」

　──めまいがする。発熱しているのかもしれない。足の痛みが少し遠くなる。

　詩人はなおも喋しやべっている。

「けれど誰もがいずれ知るでしょう。そして、誰も知ることはないでしょう。君がどんな存在であるのか。君が何を思うのか。君が何になるのか」

　歌うような言葉だ。幼い心の隙すき間まに、そろりと滑りこんでくるような言葉だ。

　ギスランはどうにかつぶやく。

「お前……やっぱり、悪霊、だな」

　言われて、詩人はかすかに笑った。

「ならば、悪霊らしく取り引きでもしましょうか。君がわたしとここで会ったことを誰にも言わないのなら、わたしは君の真の願いを叶かなえ、君が玉座へと至る道を整えてあげましょう。……君の名前は？」

　悪霊に自分の名前を告げると、操られるよ。

　そんなことを聞いたことがある、ような気がする。

　けれど、ギスランのめまいはもう、耐たえ難いものになっていた。そうしてなぜだか、彼は目の前の詩人の言葉に従いたくもなっていたのだ。

　この、すべてを見み抜ぬいてくる存在に、全部さらけ出し、投げ出してしまいたい。

　そんな思いが抗あらがい難いほどに強くなっている。この目がいけない、多分。

　この金色の目が、自分の心を弱くする。

（ああ、もう、いいや。どうでも）

　少年はぎゅっと目を閉じて囁ささやく。

「──俺は、ギスラン・バシュラール。フェルテラ伯爵の──第四子。願いは……」

　願いは、何だろう？　特にありはしない。自分は適度に楽しく生きられればいいのだ。面おも白しろければいい。

　そうでないのなら──消えたい。

　ギスランはいつしか熱に浮うかされながらぼんやりと思う。

　失しつ踪そうしたら騒さわぎになる。死んだら誰かが悲しむ。そういうのは面めん倒どうだ。

　だからギスランは、最初からなかったものになりたい。生まれてきてもどうせ必要とされないのなら、生まれたくはなかった。

　ギスランは声に出さずに思ったが、詩人はすべてを知っているかのように、ごく優やさしく微笑んだ。そしてギスランの額に繊細な指を伸のべる。

「それは、君の真の願いではありませんよ。真の願いを知らぬうちは、すべてが淀よどんでしまうものです。さあ、再度訊ききましょう。君の願いは？」

　詩人が問うと同時にかすかな頭痛がして、ギスランの意識は完全に暗転した。
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『聞いて、聞いて、リン』

　深い、深い闇やみの中で誰かが言う。

　リンはギスランの母親の侍じ女じよだ。ならばこれは母の声に違ちがいない。

　ギスランはぼんやりと、ずいぶんと若い母親の声を聞く。

『私、夢を見たのよ。砂金の夢。あの金鉱から続く川の水を飲んだら、おなかの中に砂金が落ちてきて輝かがやき出す──そんな夢だったわ。ねえ、きっとこのおなかの子は、神様みたいな子になるわね』

　娘むすめじみた言いように、ギスランは少し悲しくなった。

　何を言っているんだろう、夢なんて、どうせただの夢じゃないか。

　あなたはただの人間だから、生まれる子供もただの人間だ。水みな底そこの砂金なんて、手に入らない幸せの代名詞だろ？　そんなの、子供だって知ってる昔話だ。

　──母上、聞こえますか？

　あなた、間違ってますよ。

　あなたの子供は、夢の中じゃなくて、手の届くとこに住んでるんです。

　呼びかけてはみたものの、母親の答えは返らない。母の声は小さく笑い、やがて歌を歌いはじめた。懐なつかしい子こ守もり歌うた。

　いい歌だった。生まれる前に戻った気がするような、懐かしい歌だった。

　もっとこれを聴きいていたい。もっと──してほしい。

　せめてもう一度だけ──してほしい。

　淡い望みが胸をかすめ、ギスランは母上、ともう一度声をかけようとしたが、母の声はふわりとゆるんで遠くなった。

　今まで辺りに満ちていた温かみもゆるゆると引いていき、ギスランは瞬またたく。

　薄くなってきた闇の中に、誰かの輪りん郭かくが見えた。母親か？　いや、まさか。

　自分は、城ではなくて……そうだ、坑こう道どうの底にいるはず。ならば目の前にいるのはあの詩人か、と思うが、どう見ても違う。これは──

「……ギスラン様、気づかれましたか」

「あれ……イエーリ？」

　ギスランはきょとんとして言う。目の前にいるのは、確かにイエーリだ。

　実に真しん剣けんな顔をしている。

（おー、こいつってこんな顔もできたんだ）

　吞のん気きにギスランが考えていると、イエーリは安あん堵どの息を吐いてうなだれた。

「よかった……」

　消え入りそうな声に驚おどろいて、ギスランは痛む身体からだを起こす。

「よせよ、柄がらでもない！　なんだ、腹でも痛いのか？」

「阿あ呆ほうが。イエーリはお前を心配しておるのだ、やんちゃ息子むすこよ」

　低い声がイエーリの背後から聞こえ、ギスランはますます目を瞠みはった。

「ち……父上!?」

　呼ばれて穏やかに肩かたをすくめて見せたのは、形式的な軍装をまとったフェルテラ伯爵そのひとである。

「い、戦いくさは？　戦はどうなさったのです」

　事態がわからず、まぬけに問う息子に、伯爵は自らのあごをなでつつ言う。

「講和だ。皇こう帝てい陛下のお力に揺ゆらぎはない。無事、西のエィレン公国とは停戦が成り立った。そうして皇帝陛下の御み旗はたと別れ、懐かしき我が家へ凱がい旋せんしてくれば、どうだ。村で坑道にくわしい者を必死で探している我が子の従者に出会ってしまった。まったく、休む暇ひまもないな？」

　父の話に、ギスランは何度か瞬まばたきを繰くり返した。

　そんな間に数人の兵士がギスランへ歩み寄り、彼の身体を毛布でくるみこむ。

「痛ッ……！」

「これをお吞のみください」

　足の痛みにうめくギスランに、従者が水と痛み止めの丸薬を勧すすめた。すぐに効くわけもないが、それを吞みこむとようやく辺りを見み渡わたす気持ちの余よ裕ゆうができる。

　洞どう窟くつ内には他にも数人の兵士や従者の姿が見えたが、あの怪あやしげな詩人は影かげも形もない。

（今のあれは、夢だった……のか？）

　それにしてはあまりに記き憶おくが生々しい。

　ギスランが戸と惑まどっているうちに、伯爵は息子からイエーリに視線を移した。

「さて。では立て、イエーリ」

「はい」

　伯爵に呼ばれて、イエーリはふらりと立ち上がる。

　何が起こるのか、とギスランがぼんやりと眺ながめていると、伯はく爵しやくはいきなりイエーリのほおをてのひらで張った。

　やけに大きな音が立ち、ギスランはぎょっとして息を吞む。

　容よう赦しやのない打ちよう擲ちやくはイエーリをよろめかせたが、そこに再度張り手が飛ぶ。

　ギスランは面めん食くらって叫さけんだ。

「父上！　何事ですか！」

「何を寝ねぼけておる、ギスラン。こやつはお前の世話係、お前を守るのが役目。それを為なせなかったのはこやつの落ち度だ。……そうだな、イエーリ？」

　伯爵はごく静かに言う。父の穏おだやかなままの口調と目の色が急に恐おそろしいものに見え、ギスランはわずかに震ふるえた。イエーリはどうにか姿勢を正して答える。

「はい。……申し訳ありません」

　力のないイエーリの後ろ姿が妙みように痛々しかった。

　そのときようやく事態の深刻さに気づき、ギスランは色をなくす。

　イエーリは他の側そば仕つかえの人間とは違い、貴族の縁えん故こがあるわけでもない。生かすも殺すも伯爵次第、彼の庇ひ護ごがなくなればそこまでなのだ。

（でも、俺も生きてたわけだし、まさかそんな酷ひどいことには……）

　半ば願望をまじえて思うが、打擲の音はなおも響ひびく。

　ギスランの目の前に、執しつ拗ように打ちすえられたイエーリが膝ひざをついた。イエーリは懸けん命めいに顔をあげるが、対する伯爵は淡たん々たんと彼を見下ろしていた。

　まるきり、物を見る目である。伯爵は何事もなかったかのように言う。

「イエーリ。お前はわしに拾われたときに立てた誓ちかいを覚えているか？」

　イエーリは答えようとして何度か血まじりの痰たんを吐はき、かすれ声を絞しぼり出す。

「覚えております。わたしは閣下のもの、命と魂たましいを閣下に捧ささげます、と」

「そうだ、イエーリ。わしはお前が見た目にそぐわぬ切れ者だと見こんだからこそ、わざわざこのいたずら者の従者にと拾ったのだ。──お前はギスランによく似ている。似ていながらまったく違う。ゆえにギスランは本よりもお前から、色々を学ぶだろうと思ってな」

（……え？）

　初めて聞く話に、ギスランは目を瞠ってイエーリと父親を順々に見た。

（ちょっと待て、こいつ、わざわざ俺用に拾われたのか？　聞いてない、そんなの。絶対やり場に困って押しつけられたんだとばっかり……）

　ギスランの動どう揺ようをよそに、伯爵はいきなりうずくまっているイエーリを蹴けりつけた。

（やめてくれ、そんなことしたら死ぬかもしれない！）

　ギスランはそう叫びたかった、けれど声が出ない。怖こわい。

　こんな一方的な暴力をふるう父親を、初めて見た。

（逃にげろ、イエーリ……お前なら簡単なはずだ、お前あんなに強かっただろ！）

　祈いのるように思う。そう、イエーリは強かった。作法など何も気にせず、使用人仲間から浮ういても飄ひよう々ひようとして、学はなくとも誰よりも頭の回転が速かった。だからこそ気にくわなかった。

　気にくわなかったが──多分、憧あこがれていた。

（逃げろ、逃げてくれ、こんなのは嫌いやだ！）

　ギスランの思考をさえぎるように、父の冷えた声がする。

「──その結果がこれか。わしの見こみ違いであったな」

　静かな言葉に、イエーリの目が一いつ瞬しゆん見開かれる。間を置かずに硬かたい音がして、イエーリの目の前に鞘さやに入った短たん剣けんが転がった。伯爵が投げたのだ。

「もうお前は必要ない。死ね」

　しごくそっけなく、伯爵が言う。

　まさか──まさか。啞あ然ぜんとしたギスランの耳に、イエーリの返事が飛びこんでくる。

「はい」

　熱っぽい声で即そく答とうし、イエーリは迷いなく短剣に指を伸のばした。

「待て！」

　ギスランは声を限りに叫び、短剣に飛びつく。足の痛みでどっと冷や汗あせが出たが、どうにか動けた。歯を食いしばり、短剣を押さえて見上げると、イエーリの目は妙にぎらついている。気け圧おされそうになるが、必死に耐たえた。

　この暗い光。暗いぎらつき。

（これが、忠誠か？　こんなのが本物の忠誠？　たったひとりだけを見てて、そいつが死ねって言ったら死ぬのが？）

　胸が苦しかった。悲しいのと、腹立たしいのとが両方だった。ギスランは無我夢中で叫ぶ。

「待て、駄だ目めだ、死ぬな……お前は俺の従者のはず、俺の命もなく死ぬな！」

　ギスランの言葉に、イエーリはわずか、困こん惑わくの色を見せる。伯爵は鋭するどく問う。

「ギスラン、わしの命に意見する気か」

「いいえ……いいえ！」

　父の視線が、声が重い。でも、ここで動けなかったら、多分一生後こう悔かいする。

　ギスランは酷く速い自分の鼓こ動どうを聞きながら、死にものぐるいで父をにらんだ。

「……このたびの件はすべて、わたしの未熟さと愚おろかさが招いたこと。イエーリに落ち度がなかったとは申しません、しかし、この者は今、父上に揺るぎない忠誠を誓っていることを自ら証明いたしました。お考えください父上、死ねと命ぜられて、そのひとことで本当に死ねる者が何人おりましょう。そのような者を、けして無む駄だ死じにさせてはなりません！」

　一息に言い、ギスランは荒あらい息をついた。

　よし、ここまでは間ま違ちがっていない。言い方も内容もこの場にふさわしい。

　この続きをうまく言い切れれば、多分この場はどうにかなる。

　自分の武器は、平へい凡ぼんな脳みそと他人より多少回る舌だけだ。これでどうにか勝たなければならない。イエーリがそう教えてくれた。ギスランは続ける。

「愚かな息子ひとりのために得え難がたい部下を死なせたとなれば、父上の名に傷がつくやもしれません。父上、イエーリをお許しください。そうして、このわたしをお斬きりください。愚かだったのはこのわたし！　どうぞ私情よりも忠誠をおとりください。……それは父上の徳となりましょう。わたしは、それを望みます」

　言い終えてすぐに、ギスランは深く頭を下げた。

　正直、父の顔をまともに見たら恐きよう怖ふで死んでしまいそうな気がしたのだ。

（ええい、格好をつけすぎだ、俺！　どうすんだ、これで本当に斬られたら！）

　死ぬのは嫌だ、本当に嫌だ。どうにかしてくれ。助けてくれ。こんなこと言わなければよかった、でもイエーリが死ぬのも本当に嫌だったのだ。

　……だから、言うしかなかった。後悔は、ない。

　思い至ると、ギスランの呼吸は少しだけ楽になった。

「……ふむ。まあまあ、か」

　ギスランが冷や汗をかいていると、頭上から低い声が降ってきた。

「……は？」

　ほんのわずかに顔をあげると、伯爵と目があう。

　父は面おも白しろそうに笑っていたが、目には怖いほどの力があった。

「せっかく面白い育て方を試ためしてみたのだ、ここぞというときに冗じよう談だんのひとつも言ってほしかったが、案外普ふ通つうの対応だな。まあ、まだ子供だということか」

　重苦しく言われたのはそんなことで、ギスランは呆ぼう然ぜんとした。

　伯爵は気にせず、鷹おう揚ように目を細めてイエーリを見る。

「しかし、普通程度には賢さかしらだ。イエーリ、お前の人生は面白いな。一度はわしに拾われ、二度目は我が子に拾われたか。……尽つくせ」

「……はい」

　深く頭こうべを垂れて答えたイエーリは、ためらいがちにギスランを見た。ギスランもまた、過度の緊きん張ちようがほどけたせいで、ぼうっとしてイエーリを見返す。

　視線が合うと、ふたりは何度も瞬まばたきを繰くり返した。

　どうにも他人行ぎよう儀ぎになってしまってこそばゆく、ギスランは頭をかく。

「ええと……その……」

　イエーリはそんなギスランを、不思議なものを見るようにまじまじと見つめてから目を伏ふせて、ごく丁てい寧ねいに古式の礼をした。

　手の甲こうを額に当てて相手に手首をさらす、信しん頼らいと忠誠を示す礼であった。
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「意外と元気そうじゃないか、チビ」

「このばかが。死ぬならもっとわかりやすく、迷めい惑わくがかからないように死ね」

　廃はい鉱こうから抜ぬけ出し、伯爵の連れ帰った軍に合流するなり、ギスランは長ちよう兄けいと次兄からこづき回された。

「ギスラン様は、足を負傷されておりますので……そのへんで」

　口を挟はさんだイエーリがギスランよりさらに満まん身しん創そう痍いなのを見て、兄ふたりは顔を見合わせる。

　神経質そうな長身の長兄は短くため息を吐つき、兵士の助けを借りてギスランを自分の馬に同乗させた。

「何にせよ無事でよかった。イエーリが我々と出くわしたのも、お前が転落しても軽傷で済んだのも、無事助け出すことができたのも、幸運に導かれてのことだ。お前は運がいい」

「しかし驚おどろいたな。そこらの案内人より、父上のほうが金鉱の内部におくわしかったんだから。実は父上、昔はお前みたいによくあそこで遊んでいたらしいぞ」

　自分も馬に飛び乗った次兄が、ギスランに顔を寄せて悪戯いたずらっぽく言う。意外な話に目を丸くするギスランの後ろで、長兄は表情薄うすくつぶやいた。

「怪あやしげな楽の音がお前のいる場所を教えたと言っている兵士もいるそうだ。……元より幽ゆう霊れいが出るという噂うわさもあるし、あそこはいささか奇き妙みような場所だな」

　楽の音、と聞いてギスランが思い出すのは、もちろんあの詩人のことだ。

（やっぱりあいつ、居たのかな？）

　考えこみながら馬に揺ゆられていると、やがて丘きゆう陵りようの向こうに、角張った塔とうを持つ懐なつかしの城が見えてくる。

　そしてそこで、一行は妙なものを見た。

「おお、あれは母上……と……誰だ？」

　次兄が顔をしかめたのも道理だ。一行を出で迎むかえに大門の前まで出てきた母親の隣となりには、白い衣ころもの見知らぬ詩人がひとり、たたずんでいたのである。

　近寄ってみると、詩人は穏おだやかな声で伯はく爵しやく夫人に話しかけている。

「申し上げたとおりでしょう、伯爵夫人。あなたのお子は、無事に帰ると」

「おお、なんてこと……あなたはすばらしいわ、私は本物の予言者というものに初めて出会いました！」

　母が手をとらんばかりに熱ねつ烈れつな感謝の意を表している相手が美び貌ぼうの詩人であると知り、伯爵はじめ出しゆつ征せいしていた一行の間には微び妙みような空気が流れた。

　しかし、ギスランは別の意味で動揺する。

（こ、こいつ……あの、洞どう窟くつの詩人！）

　見み間ま違ちがいようもない。これは確かにあの詩人だ。と、いうことは？

　ひとり悩なやむギスランには気づかず、伯爵はためらいがちに自分の妻に訊きいた。

「ただいま帰った……のはいいとして、こやつはなんなのだ、一体？」

「あなた、聞いてくださいませ！　この方は今朝いらっしゃいまして、行方ゆくえ知れずになったギスランの居場所と無事を見事言い当てた予言者様なのです！」

　浮うかれた母の言葉を聞いて、ギスランは確信する。

（この詩人、ただの詐さ欺ぎ師しだ。洞窟の中で俺の正体を聞き出した後に城へ先回りして、褒ほう美びめあてに色々と母上に吹ふきこんだんだ！　父上たちが俺のこと見つけなかったら、きっと俺の居場所を言い当てたふりでもするつもりだったに決まってる！）

「この、さぎ……ッ！」

　叫さけぼうとした途と端たん、ギスランは詩人と視線があって固まる。

「どうした、ギスラン。足を折った程度で錯さく乱らんか？」

　妙な姿勢で動かなくなった弟の身体からだを馬から下ろしてやりながら、長兄は眉まゆをひそめる。

　ギスランはと言えば、また酷ひどいめまいに襲おそわれていた。

　詩人はギスランを眺ながめて微笑ほほえみ、ゆるやかに歩み寄ってくる。

「ご無事でなによりです、ギスラン卿きよう」

「おま……え……」

「取り引き条件、お忘れですか？」

　担たん架かの上に座りこんだギスランに顔を寄せ、詩人は薄い唇くちびるで囁ささやいた。

　陽光の下で見る彼の目は金というより琥こ珀はく色いろだったが、それにしても目がくらみそうな美貌だ。

「取り引きも何も……俺の、願いは……」

「大だい丈じよう夫ぶ。君の願いは叶かないますよ」

　囁き返して、詩人はすっと身を退ひいた。入れ替かわりに歩み出たのは伯爵夫人だ。

　彼女は真しん剣けんな面おも持もちになって、じっとギスランを見つめたあげく、

「……汚きたないわね」

　と、言った。

　伯爵夫人がギスランを嫌きらっているのを知る兄ふたりは、少し困った顔になる。

　ギスランも青ざめて顔をそらそうとしたが、彼は不意に母親の腕うでを感じた。

「──母上？」

　驚いて顔をあげると、伯爵夫人はギスランの首に腕をからめて顔を伏せていた。

　母親は小さく言う。

「知っていますか？　お前は私が抱だきしめたいときには、いつもとっても汚よごれているのよ」

「あ……」

　母親の声はやけに柔やわらかく、力なく震ふるえている。こんな母親を見るのは初めてだ。

　ギスランは一いつ瞬しゆんわけがわからなくなる。

　でも──この腕の温あたたかさは、噓うそではない。それだけは、わかる。

　ギスランは急に泣きたくなって、途と方ほうに暮れた。

　こんなときだけ、いきなり優やさしくされても困る。それとも……ジュデオンの言っていたのが真実なのだろうか。結局、自分と母親は意地を張り合っていただけなのか？

　──君の望みは？

　そのとき不意に、詩人の問いが耳の奥でよみがえる。気になって視線で詩人を捜さがすと、彼はギスランを見て意味ありげに目を細めて見せた。

　ほら、叶ったでしょう、とでも言いたげに。

（まさか、俺の『真の願い』って……母上に無条件に愛されてみたいとか、そんなこと？）

　ふと思い当たってしまって、ギスランは自問する。いくら探しても心の中にそれを否定する言葉は見あたらなくて、ギスランは思わずつぶやいた。

「うっわ……阿あ呆ほくさ……」

「な、何ですって!?　お前という子は、私の心配も知らないで！」

「あっ、いや、阿呆って、そういう意味じゃないですって！」

　あわてて言い訳していたら、なんだか本当にばからしくなって、同時にとてつもなく幸せになった。

　突とつ然ぜんとギスランは笑いだし、空を見上げて目を閉じる。

　まぶたの裏で、陽光の残ざん滓しが砂金のようにきらめいた。

（なんだ、砂金、ここにあるじゃないか）

　この地方に伝わる古い昔話を思い出して、ギスランはくすくすと笑う。

　すばらしいものには、手を伸のべても届かないって？　そんなのは言い訳だ。

　幻げん影えいを追わなければ、幸せなんて、きっと最初から手の中にあるものなのだ。

　ギスランはそっと笑いをおさめて、母親の肩かたに額を預ける。

　自分の幸せを零こぼさないよう、目を閉じたまま。

　ごく慎しん重ちように、ゆっくりと。






















　皇家の血筋に連なるとある高貴な姫ひめ君は、実に幸福な結けつ婚こんをした。

　お相手は田舎いなか領主のフェルテラ伯はく。伯爵領は豊かな土地だし、伯爵自身も豪ごう快かいで気持ちのよい男である。そして何より、彼は一いち途ずに姫のことを愛してくれた。

　田舎の自然と夫の愛に支えられ、姫君は四人の息子むすこを産んだ。

　長男、オーレリアンは神経質だが万ばん能のう型の賢かしこい子。次男、ベランジェは武芸に優すぐれて明るく、三男ジュデオンは美貌と芸術的才能の持ち主。四男のギスランだけは規格外の変わり者だが、姫君はおおむね満足だった。

　三男ジュデオンが病に倒たおれ、余よ命めい幾いくばくもないと宣告されるそのときまで、姫君は本当に幸せであったのだ。
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　かつての姫君、今はフェルテラ伯爵夫人となった貴婦人が、まろぶような足取りで城の回かい廊ろうを行く。蒼そう白はくな顔で侍じ女じよも連れずにただひとり、夫人が向かった先は城の中庭だ。

　羊し歯だの生おい茂しげる異国風の中庭にたどり着くと、夫人は必死の面持ちで囁いた。

「あなた……白い予言の方。そこにいらっしゃいます？」

「呼ぶ声があるのなら、わたしはどこにでもありますよ。どうなさいました」

　静かに答え、羊歯をかき分けて現れたのは、まっすぐな白はく髪はつを肩まで垂らした詩人である。

　彼はここしばらく、『予言者』としてフェルテラ伯爵の城に滞たい在ざいしている美び貌ぼうの男だ。

　白い衣ころもに身を包んで濃のう緑りよく色しよくの庭に立つさまは、白昼夢にも似て美しい。

「ああ……あなた、どうぞ、助けて……助けてください！」

　詩人の姿を見るなり夫人は取り乱し、彼の腕の中に身を投げた。

　詩人は穏おだやかな無表情で彼女を受け止め、優しく背を撫なでてやる。

「ジュデオン卿きようの調子が悪いのですね」

「そうです、可哀かわい想そうな子！　帝てい都との魔ま導どう師しも匙さじを投げました。あの子がどんな悪あしきことをしたというのでしょう、ただ少し弱く生まれついただけで、あの子の魂たましいは本当に美しいのに！　今もひどく喉のどを鳴らして咳せきこんでいて……」

　ひとしきり叫さけんで緊きん張ちようがゆるんだのだろう。さめざめと泣き始める夫人を抱き、詩人は琥こ珀はくの瞳ひとみを静かに伏ふせる。

「病やまいも死もただの変化の欠片かけら。悲しむべきことではありません。しかしあなたの嘆なげきのために、わたしはこの実に祝福を与あたえましょう。種を割ったときに出る白い液を、ジュデオン卿に飲ませてさしあげてください」

　囁き、詩人は庭木から橙だいだい色いろの果実をひとつもぎとった。

　果実を受け取った夫人は感謝と悲ひ嘆たんに震える瞳で詩人を見上げたかと思うと、なおさら強く彼に抱きついて泣き続けるのだった。
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「……あれをどう思われます？　兄上」

　中庭で抱き合う自じ称しよう『予言者』の詩人と伯爵夫人を眼下に眺ながめ、夫人の第二子であるベランジェは言う。

　フェルテラ伯爵家の四人兄弟の長ちよう兄けいであるオーレリアンと次兄ベランジェは、中庭を囲む二階の回廊にいた。

　ベランジェに話をふられ、傍かたわらに立つオーレリアンが神経質そうに片かた眉まゆをあげる。

「一見、男女の逢おう瀬せとは思えない妖あやしさだな。この角度から見ると味がある」

「ッ……オヤジですか、あんたは！」

「冗じよう談だんだ。本気にするな」

　終始真顔なオーレリアンに、ベランジェはがっくり肩を落とした。

「わかりにくいひとだなあ、もう……。俺が兄上にお訊ききしたいのはですね、あの予言者のことです！　あの真っ白な美人を、兄上は本当に予言者だなんて信じてらっしゃるんですか？」

　言って、ベランジェは鋭するどい視線を中庭に投げる。

「あの予言者、俺は最初から怪あやしいと思ってます。あいつはお綺き麗れいな顔で母上に取り入ってる詐さ欺ぎ師しですよ。何かの機会に痛めつけて、化けの皮をはいでやる」

　ベランジェの低い声に本気を感じ取り、オーレリアンは目を細めた。

　長兄は次兄の激しやすい性質を熟知している。

「軽々しく痛めつけるなどと口にするな。詩人や予言者を殺すと祟たたられるぞ」

「そんなもん迷信です。兄上はあの予言者の肩を持たれるんですか」

　ベランジェはむすっとして問い、片手でもてあそんでいた硬かたく赤い果実を一口嚙かんだ。

　オーレリアンはしごく冷静に首を横に振ふる。

「いいや。本物でも偽にせ者ものでも、わたしは予言者は好かない。奴やつらは民たみにいらぬことを吹ふき込む。母上も、ジュデオンの不調がこたえているのはわかるが、困ったものだ。……あの『予言者』はいずれわたしがどうにかしよう。お前は手を出すな。あと、その実を寄こせ」

「はぁ？　この、俺がかじった実をですか？　新しいのを持ってこさせますよ」

「いや、用よう途ととしては、それで充じゆう分ぶんだ」

　わけがわからない顔のベランジェから果実を受け取ると、オーレリアンはいきなりそれをベランジェの背後へと投げつけた。

「痛てッ！」

　果実の飛んだ回廊の角辺りで、かこん、といい音がしたかと思うと悲鳴があがる。

　聞き覚えのある声に、ベランジェはぎょっとした。

「その声は……ギスランか!?」

「違ちがいます、ただの幻げん聴ちようです！」

「幻聴が返事をするか、阿あ呆ほう！」

　怒ど鳴なりつけて回廊の角へ駆かけ寄り、ベランジェは潜ひそんでいた人ひと影かげをひっ捕つかまえる。

「こら、ギスラ……ン？　じゃなくて……お前、イエーリか」

　捕まえた少年の顔を確かめて、ベランジェは思わずひょうしぬけした。

　ベランジェが捕まえたのはギスランではなく、ギスランの従者のイエーリであったのだ。

　ギスラン本人はというと、少し離はなれたところで息を潜めている。

「ギスラン！　まったく、何やってんだ、お前らは。イエーリ、お前がついていながら、よくもギスランに盗ぬすみ聞きなんて卑ひ怯きような真似まねをさせたもんだな」

　ため息まじりのベランジェを、イエーリはじっと見み据すえて答えた。

「まさか、ギスラン様は偶ぐう然ぜんにこちらへ散歩へ来られただけです。そして散歩の途と中ちゆうでふと立ち止まって、理由もなしにしばし気を失われていただけですから」

「ない！　あり得ない！　お前、ギスランのトンデモ屁へ理り屈くつが感染うつってるぞ!?」

「本ほん望もうです！」

「う……」

　イエーリに妙みように力をこめて言われ、ベランジェは思わず相手から手を放して一歩退いた。

（おかしいな、イエーリの奴、最近変な迫はく力りよくが出やがった）

　イエーリは四兄弟の父親、フェルテラ伯爵が帝都の貧民街で拾ってきた子供で、末まつ弟ていギスランの従者だ。利発さと卓たく越えつした体術と、底知れぬ暗みをそなえ持った一六、七の少年である。

　元々感情の色を見せない、歳不ふ相そう応おうな迫力のある少年ではあったが、ここしばらくの態度には今までなかった情熱の色が見え、その分力強さが加わっていた。

　そのイエーリはベランジェから解放されるや身をかがめ、回廊に転がった赤い果実をとってベランジェに向き直る。

「……ときにベランジェ様。ギスラン様が秋に古い坑こう道どうに落ちて足を骨折されたことは覚えていらっしゃいますか？　その傷が癒いえないギスラン様にこのようなものを投げるというのは、泣く子も黙だまる極ごく悪あく非道かつ残ざん忍にんかつ罪作りでむごたらしい所行と言わざるを得ません」

「は……？　いや、待て待て待て！　いいか、イエーリ。たかが木の実だぞ？」

「木の実といえど、当たれば痛いです」

「痛くても死にゃしないだろ」

　大体投げたのは兄上だし、と思いつつベランジェが言うと、途と端たんにイエーリの背後でおどろおどろしい空気が淀よどむ。

「……ベランジェ様。世の中には、死ぬより恐おそろしいことがたくさんあります」

　……呪のろわれる？

　ベランジェが茫ぼう然ぜんと思ったとき、ギスランが背後からイエーリの頭をはたく。

「こら、イエーリ！　いいかげんにしろ、なんで兄上を脅きよう迫はくするんだ、お前は！」

「ギスラン様！　そんなに激しく動かれますと、傷に障さわります！」

　途端に青緑色の瞳を心配の色に染めるイエーリに、ギスランは途と方ほうに暮れて首を振った。

「ええい、しょうがない。えー、オーレリアンとベランジェ兄上。……確かに、俺は立ち聞きをしました。イエーリの暴言共々、申し訳ない」

　勢いよく詫わびを入れられ、オーレリアンとベランジェは顔を見合わせる。

「やっと従者の後ろから出てきたな、ギスラン」

　オーレリアンが淡たん々たんと声を投げると、ギスランは決まり悪く頭をかく。

「はあ。イエーリは俺の命令を聞いただけです。足はほとんど治ったんですが、イエーリが心配するから散歩についてこさせて……散歩中に偶然兄上たちのお声が聞こえたもんで、俺が好こう奇き心に負けました。兄上たち、俺には大事な話をしてくださらないですし」

「それはお前がいつまでもガキだからだ。違うか」

　オーレリアンの言いようは冷静で容よう赦しやない。

　ギスランは困り顔になるが、イエーリは反対に瞳をきつくする。

「失礼ですが、オーレリアン様。ギスラン様は充分に聡そう明めいな方。そもそもご自身ものぞき見をなさっていたというのに、盗み聞きを非難するというのはおかしいのでは？」

「イエーリ、言い過ぎ！　えーと、兄上、すみません。俺が悪かったです、聞いたことは全部忘れます、以上！」

　ギスランは慌あわててオーレリアンに向かって叫ぶと、イエーリを引きずって立ち去る。

「おい、ちょっと待てこのチビ！」

「いい、放っておけ、ベランジェ」

　オーレリアンに素っ気なく止められ、ベランジェはため息を吐ついた。

「本当にいいんですかねえ？　ギスランはちょっと勝手すぎやしませんか。お目め付つけ役のはずのイエーリも、最近は過保護一いつ辺ぺん倒とうだし。ギスランの奴、あれでまともに育つかな」

「ギスランは、あれはあれで頭がいい。どうにかやるだろう。イエーリをきちんと手に入れたのを見てもわかる」

「んー、まあ、確かにね。いいよなあ、俺もあんな部下が欲しいですよ。自分のために命を投げ出してくれそうな奴が」

　ぼやくベランジェにオーレリアンが小さく笑いを返したとき、不意に辺りに鐘かねの音が鳴り響ひびいた。久しぶりに聞く、しかし一度聞いたら二度と忘れない不ふ吉きつな響き。

　──弔ちよう鐘しようである。

　兄弟は顔を見合わせ、すぐさま早足で歩き出す。

　向かったのは当然、病状悪化が噂うわさされていた、ジュデオンの部屋だ。
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　別れはいつでも、突とつ然ぜんにやってくる。

「……なんか、あっという間だったな」

　城の大広間の隅すみっこで、似合わない正装をまとったギスランがつぶやく。

　傍かたわらにたたずむイエーリが、ひかえめにギスランをうかがって言った。

「ジュデオン様の体調が急に悪化したのは、ここ二〇日はつか間ほどのことでしたか」

「うん。ジュデオン兄上、体は弱かったけど、あんな調子で寝ねたり起きたりで、ずーっと城にいるんだと思ってた。ずっと、ずっと。……ひょっとしたら、俺が死んでも、ずっと」

　優やさしくて穏おだやかで、世間知らずで美しかったジュデオン。彼は誰にでも愛された。ギスランのつぶやきは、他ほかの家族や使用人たちの気持ちそのものでもある。

　──しかし、ジュデオンは死んでしまった。三日前、ギスランが兄たちの話を立ち聞きしたその日に、ジュデオンは二度と会えないところへ行ってしまった。

　今日はその葬そう儀ぎの日だ。

「……美しい葬儀でしたね。まるでお祭りみたいで」

　イエーリがぽつりと言い、ギスランは上の空でうなずいた。

　しんみりとしたことを嫌きらう伯はく爵しやくの計らいもあって、春を迎むかえる祭りと同時に開かれた葬儀は華はなやかなものだった。

　儀式の後も、人々は大広間に集まり、故人を慰なぐさめるために大だい宴えん会かいを開いている。

　未いまだ兄の死を受け入れきれないギスランは、大広間の壁かべ際ぎわでぼんやりと、広間中央の長卓や二階にぐるりと取りつけられた回かい廊ろうでざわめく人々や、広間最さい奥おうに座った父母などを眺ながめていた。

　そんなギスランの視界に、ふと母の傍らで階段に腰こし掛かけている詩人が入ってくる。

　こんな場でも静かに揺ゆるぎない詩人の姿に、ギスランはわずかに安あん堵どした。

「……なあ、イエーリ。お前、あの詩人のこと、どう思う？」

　不意に問われて、イエーリはいつも眠ねむそうな目をさらに細める。

「あの『予言者』と名乗っている白い男ですか？　気に食わないですね」

「はっきりしてるなあ。なんで？」

「ああいう男は、わたしが育った帝てい都との下層にもよくいました。華か麗れいな容よう貌ぼうと言葉でひとを欺あざむく類たぐいの悪人です」

「んー……まあな。あからさまに怪あやしいよな。でもなんか、その悪人っぽいとこが割と好きなんだよなあ」

　ぼんやりと言うギスランを、イエーリはしばし無言で眺める。

　どうやらギスランは本気で言っているようだ。

「……ギスラン様、その価値観は貴族のご子息にはふさわしくないかと」

「確かに。父上みたいに威い厳げんがあって公明正大ってのも好きだ。でも、搦からめ手、詐さ欺ぎ、策略とかにも惹ひかれるみたいなんだよな。俺、だからお前のこともずっと気になってたんだと思う。今だから言えるけど、お前っていつも飄ひよう々ひようとしてて、卑ひ怯きようで、ちょっと格好よかったもん」

　割合どうしようもない価値観である。子供同士で騎き士しごっこをするときにも、なぜか悪役ぶって決め台詞ぜりふを吐はいてしまったりする類だ。

　庶しよ民みんならともかく、大貴族の息子むすことしては相当将来を危あやぶまれる好みであったが、妙なほめかたをされてしまったイエーリはたまらない。

「………………そうですか」

　不自然な間をおいてイエーリがつぶやき、ギスランは不思議そうに瞬またたく。

「なんでそこで赤面するんだ？」

「……おそらく、照れているのではないかと思いますが……前例があまりないため、わたしにもよくわかりません」

　声だけは無感情だが、イエーリの顔には困こん惑わくの色がはっきりと見えた。

「変な奴やつ。まあいいや。俺、ちょっとあの詩人のとこへ行ってくる」

　ギスランは少し笑って言い、止められる前に人々の間へと飛びこんだ。

　軽く足を引きずりながら行き交かう人々の間をすり抜ぬけ、ギスランは広間の最奥へたどり着く。大階段の両側には、伯爵家の先祖の鎧よろいがいかめしく並んでいた。

　ギスランは鎧の裏に隠かくれて階段の端はじっこをのぼり、見当をつけて古い鎧の間から顔を出す。すると、隣となりの鎧の足あし下もとで階段に座っていた詩人が、すぐに気づいて声をかけてきた。

「おや、これはギスラン卿きよう」

　微笑ほほえむ詩人の漠ばくとした美び貌ぼうに瞬まばたき、ギスランはぼうっとなるのをどうにか堪こらえて囁ささやいた。

「うん。久しぶりだな」

「君をわたしに近づけないよう、従者殿どのが目を光らせていましたからね」

「従者って、イエーリか？　あいつは関係ないよ。ただお前、城内で評判悪いんだ。気をつけろよ。兄上たちもお前を疑ってるし、下手へたをやったら追い出される。そんときゃ無傷じゃすまないぞ」

　無傷じゃすまない、どころか、ひょっとしたら殺されてしまうかもしれない。詩人がいくら神話や信しん仰こうに守られているとはいえ、伯爵領の中では伯爵家の意思は絶対だ。

　ギスランは真しん剣けんだが、詩人はただ穏おん和わな笑えみを浮うかべるだけである。

「わざわざそれを教えに来てくれたのですか？　わたしは誰にも傷つけられることなどありませんよ」

「なんでそんなに自信満々なんだ？　兄上たち、あれで結構強いんだぜ」

「大だい丈じよう夫ぶ、心配はありません。それより、もうすぐ君の願いが叶かないますよ」

　不意に言われ、ギスランはきょとんとした。特に覚えがなかったのだ。

「は？　俺の願い？」

「以前、洞どう窟くつで出会ったときにわたしが問うたでしょう。君の願いを。あの願いがもうすぐ叶うのです」

　そう言われれば、確かに最初に詩人と出会ったとき、詩人はギスランに彼の望みを訊きいたのだった。あのときのことは、ギスランと詩人だけの秘密だ。

　ギスランは母親に愛されたい、と願い、その願いは願った直後に叶った。

　そのときのことを思いだし、ギスランは照てれ隠しに頭をかく。

「ああ……あれならもう、叶ったよ」

「いいえ、これからですよ。君は玉座を手に入れ、完かん璧ぺきな愛を手に入れる」

「玉座？」

　ギスランが眉まゆをひそめたとき、突然と低い青年の声が広間の大気を貫つらぬいた。

「ギスランから離はなれろ、呪のろわれ者！」

　叫さけびに宿る熱情の凄すさまじさに、広間の人々は息を吞のんで振ふり返る。

　身を引いた人々の間から現れたのは、次じ兄けいベランジェだ。

　元より気き性しようの激しいベランジェの目は、酒の酔よいが回ったせいでなおさら煮にえたぎって詩人をねめつけ、手は腰こしの剣けんの柄つかへかかっている。

　ただごとではない雰ふん囲い気きに、辺りは静まりかえった。

　靴くつを鳴らして歩み寄ってくるベランジェを眺め、詩人は穏やかに言う。

「ベランジェ卿。酔っておられますね」

「そりゃあそうですとも、愛する弟を亡なくした直後なもので。皆みな悲しみにうち沈しずみ、その淵ふちからはい上がろうと酒を飲む！　しかしあなたは平気な顔だ。なぜでしょう？」

　芝しば居いがかって言うベランジェの笑え顔がおは凶きよう暴ぼうそのものだ。ギスランはぞっとして固まる。

（まずい。本気だよ兄上、詩人を斬きる気満々だ！　父上かオーレリアン兄上が止めてくださらないと！）

　そのふたり以外の言うことを聞くようなベランジェではないのだ。ギスランは急いで辺りを見み渡わたすが、長兄オーレリアンの姿は見あたらない。

　思いついて広間を囲む二階の回廊を見上げると、オーレリアンの姿は回廊の端はしにあった。

（駄だ目めだ、あそこじゃすぐには降りてこられない）

　ならば父は、とギスランは階段上の伯爵を見る。ギスランの父である伯爵の顔はこわばり、母である伯爵夫人は真っ青になって夫の袖そでを引いている。

　しかし、伯爵は動かなかった。

（え……？　どうして？　まさか父上、黙もく認にんされるおつもりか！）

　ギスランの心臓が縮むように痛む。

　兄たちだけではなく、伯爵も詩人のことを快くは思っていなかったのか？

　……それはそうかもしれない、ここのところ、伯爵夫人は詩人にべったりだった。夫人を愛する伯爵としては詩人が疎うとましくなって当然だ。

（でも父上、あなたはそんな私情では動かないひとだったじゃないですか！）

　半分は祈いのるようにギスランは思う。

　──けれど父は動かず、広間には静かすぎるほどの詩人の声が響ひびく。

「わたしが死を悲しまないのは、わたしが詩人だからです。わたしはただ、歌う者。生死も旋せん律りつのひとつであると、最初から知っているのです」

　淡たん々たんとした言いように、ベランジェの我が慢まんは限界に達したようだった。

　ベランジェは歯を食いしばり、低く告げる。

「いいや、違ちがう。貴様が来てからこの城はおかしくなった。母上は貴様の予言に振り回され、ギスランは怪け我がをし、ジュデオンの病状は悪化した！　貴様は予言者のふりでこの城に悪あく霊りようを持ちこんだ悪あしき呪じゆ術じゆつ者だ！」

　言い終えるなり、ベランジェは剣を抜く。

　刃やいばのきらめきに、広間のあちこちから悲鳴があがる。

「よせ、ベランジェ！」

　二階の回廊から、オーレリアンが身を乗り出して叫ぶ。長兄の声にわずかに元気づけられ、ギスランも飛び出そうとした。すかさずイエーリがギスランの腕うでをつかむ。

「イエーリ、放せ！」

「危険です、こちらへ！」

　ギスランは夢中でイエーリを振り払はらおうとした。

　しかしイエーリは手て際ぎわよくギスランの手首をねじりあげる。

「放せって！　くそ、詩人、逃にげろ！」

　ろくに身動きできないギスランは、必死に叫んで食い入るように詩人を見た。

　詩人は逃げず、ただ笑って言う。

「あなたにわたしは殺せない。なぜなら、世界はそれを望まないから」

「ふざけるな！」

　怒ど号ごうを放ち、ベランジェは冷たい石の階段を駆かけ上る。

　着き飾かざった侍じ女じよたちが悲鳴をあげて階段の脇わきへ身を避よける。男たちは慌あわてふためくか、ぽかんと突つっ立っている。

　そして詩人は、動かなかった。ただひとり、階段に座っていた。

　ベランジェは階段の隅すみのギスランの鼻先を通って、詩人の前に歩を止めた。同時に剣がきらめいた。

　ギスランは目をみはる。

　逃げろ。逃げてくれ。叫ぼうとしたがもう声は出なくて、体中の血が氷に変わったかと思ったそのとき、詩人が動いた。

　琥こ珀はくの瞳ひとみがゆるりと動き、ギスランを見る。

　視線があうと、詩人は笑った。ただひたすらに柔やわらかく、美しく。

　まるで白く穏おだやかな死の幻げん視しのように、笑顔がギスランの網もう膜まくに灼やきつく。




　どすん、と鈍にぶい音がした。




　……おそらく、時間にしたら数秒の出来事だった。ギスランはまだ目をみはっている。詩人はまだ笑っている。ベランジェはまだ剣を振り上げている。

　──永遠にも等しい数秒の後、倒たおれたのはベランジェであった。

　剣が階段に落ちてうるさい音を立てる。ベランジェは踊おどるようにたたらを踏ふみ、よろけて、階段へ崩くずれ落ちた。

　ギスランには何があったのかわからなかった。誰もが言葉を忘れていた。

　うつぶせに倒れたベランジェの背には、胸から貫かん通つうした鉄の矢が生えている。

「魔ま導どう師し！　傷を見よ！」

　鋭するどい伯はく爵しやくの命が飛び、広間の呪じゆ縛ばくは解かれた。悲痛な叫びがあがる中、医師と教師と占うらない師の役を引き受けている魔導師の老人がベランジェに駆け寄る。

「……こときれて……おられます。しかしこの矢は……」

　魔導師はベランジェの息を確かめ、錆さびた鉄の矢を確かめてから辺りを見渡す。やがて魔導師の視線は、伯爵たちの座す傍かたわら、詩人の隣となりにたたずむ古い鎧よろいに行き着いた。

　よく磨みがかれた甲かつ冑ちゆうは、古式の弓を構えた形で立っている。

　しかし今見ると、つがえてあったはずの矢が見あたらない。

　──まさか、この矢がベランジェを倒したのか。

　顔面蒼そう白はくになった魔導師を見やり、これまた真っ青な顔の伯爵がうなるように言う。

「……我が曾そう祖そ父ふ、鉄てつ腕わんのグレンダールが、ベランジェに矢を放ったというのか」

　伯爵のつぶやきは瞬またたく間に広間へ広がり、畏おそれの気配を帯びた。

　──ただの鎧が矢を放つわけがない。

　呪のろいだ、詩人を殺そうとしたからだ。誰かが囁ささやく。

　間をおかず、今度は広間の反対の端で悲鳴があがった。誰もが呆ぼう然ぜんとした顔をそちらへ向ける。

「オーレリアン様が！　こちらへ向かう途と中ちゆう、大階段から落ちて……首の骨を」

　そこまで聞いたところで、伯爵夫人は気を失って倒れこむ。

　夫人の肩かたを支えた伯爵の顔は凄まじい形相だ。

　ギスランの頭と心は静止していた。

　真っ白になった頭で、ギスランは詩人を見ていた。

　詩人は相変わらず綺き麗れいに微笑ほほえんでいて、ギスランの視線に気づくと、唇くちびるだけで言葉を形作った。

　──ほらね、本当だったでしょう？

　君は玉座と、完璧な愛を手に入れる。
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「ギスラン様、お待ちください！」

　イエーリの声で我に返ると、ギスランは城の中庭にいた。

　惨さん劇げきのあった広間から、夢中で逃げてきたのだ。呼吸も荒あらく、混乱したギスランは額にてのひらを当てる。横から心配げなイエーリの瞳がのぞきこんでくる。

「部屋へ戻もどりましょう、ギスラン様」

「……ばけもの……」

「ギスラン様？」

　怪訝けげんそうに問うイエーリの襟えり首くびを捕つかまえて、ギスランは必死に訴うつたえた。

「イエーリ、どうしよう！　俺のせいだ……詩人だよ、やっぱりあの詩人だったんだ、あいつがやったんだ！　あいつ、兄上が死んだのに笑ってた。最初から全部知ってたみたいに、笑っ、て……」

　そこまで叫さけんだら吐はき気がした。

　中庭の濃こい緑の香かおりで肺が一いつ杯ぱいになり、今にも吐きそうだ。

　イエーリから手を放してしゃがみこむ。顔を伏ふせ、強く目を閉じても、まぶたの裏に詩人の姿が白くにじんでいる。

　あの微笑み、あの言葉。

　綺麗すぎて惹ひかれた。あれがあんなに恐おそろしいものだなんて、知らなかった。

「あいつ、本物だったんだ、本物の悪霊だった、この城を呪いに来たんだ、なのに俺はあいつのこと、疑いきれなくて」

「……ギスラン様、少しお静かに」

　不意にイエーリが声を潜ひそめたので、ギスランはわずかに顔をあげた。

　騒さわがしい城のほうから、軽い足音がギスランたちの潜む茂しげみに近づいてくる。

「ギスラン……ギスラン、どこ？」

　母上だ。すぐにわかったが、ギスランは薄うすら寒いものを感じて固まる。

　母の声が尋じん常じようではない。度たび重かさなる息子むすこの死で、すっかり混乱しているのだ。

「ギスラン……そこなの？　隠かくれているの？　出ていらっしゃい。怖こわいことはないわ。少しも、ない。大だい丈じよう夫ぶ、叱しかったりもしない。あなたを愛してるのよ……ギスラン、私の最愛のあなた」

「う……」

　思わず声が漏もれて、ギスランは自分の口を押さえた。気持ちが悪い。怖い。嫌いやだ。最愛だって？　そんなの初めて聞いた。

　こんなときに初めて聞いた。

　唯ゆい一いつ絶対の、『完かん璧ぺき』な愛。詩人の言ってたのは、たとえばこういうことか。

（気持ち悪い……助けて）

　抑おさえようもなく震ふるえた。こんなこと、少しも嬉うれしくない。望んでいない。兄上たちが全員死んだら当主になれるし、自分が一番愛されるって？　そんなの考えたこともない！

　芯しんから体が冷える。傍らからそっとイエーリの手が伸のびて、しっかりとギスランの腕をつかんだ。視線だけで見上げると、まるで気配のない年上の少年は、じっと伯爵夫人の声がするほうを見つめていた。

　伯爵夫人の声はやがてすすり泣きに変わり、何人かのなだめすかす侍女の声と共に遠くなった。

　夫人の気配が完全に消えると、イエーリは視線をギスランへと戻して囁く。

「ギスラン様、大丈夫です」

　ギスランはうっすら笑う。まだ寒い。

「何、が？　駄だ目めだろ、もう。全部おかしくなった。……あの詩人のせいだ。あれを招き入れたのは、多分、俺だ」

　自分があの詩人に会っていなかったら。あの詩人に望みを言わなかったら。あの詩人を詐さ欺ぎ師しだと言って追い出していたら。こんなことにはならなかった。

　震えるギスランに、イエーリは言う。

「ならば、わたしが詩人を殺します」

「は……？」

　あっさりと言われ、ギスランは目を丸くして顔をあげた。

　闇やみの中、イエーリの表情はよく見えない。ただ、彼の声は落ち着いていて、かたくなだ。

「あの詩人は悪あく霊りようなどではありません。あれはただの悪人です。あの詩人がギスラン様の兄上たちを殺したのかどうかは、わたしにはわかりません。ただ、あの詩人の存在があなたの心と体を脅おびやかすのなら、わたしはあれを殺します」

「なん、で……？」

「ギスラン様は、わたしの命を救ってくださいましたから。わたしはギスラン様をお守りしなくてはなりません」

　恐ろしくまっすぐな言葉だった。飄ひよう々ひようとしつつも、正直な声だった。

　ギスランはなんだか、悲しくなった。困り果てて、ギスランは少し笑う。

「は……はは……ばかじゃないのか！　いいかげんにしろよ……命を助けた、だ？　そうだったな、父上からお前の命、もらいうけてやったっけ？　あんなのただの気まぐれなんだよ！　親切なんかじゃない、ただの格好つけだ！」

「存じております。しかし、それすらわたしには奇き蹟せきだ」

　泣きそうなギスランの声にもひるまず、イエーリは強く続ける。

「わたしは汚よごれた場所で生まれました。あそこでは誰もひとを助けません。おそらく、誰も他人に助けられた経験がないので、助けかたも助けられかたも知らないのでしょう。ひとは意味もなく生まれ、気まぐれでひとを殺し、いつ殺されるかにおびえて生きていました。わたし自身も、いずれゴミのように死ぬのだと信じていました」

　そんな世界で、イエーリの暗みは生まれたのだ。でも彼は今、穏おだやかに語る。

「けれどわたしは救われた。あなたのお父上の気まぐれと、あなたご自身の気まぐれで。……驚おどろきました。そんなすばらしい気まぐれがあるだなんて、気まぐれでひとを救えるひとがいるだなんて、考えたこともなかった。わたしは幸運でした」

　妙みように無む邪じや気きにも聞こえる言いように、なぜだかギスランは涙なみだが出た。

　ぼろぼろ泣きながらつぶやく。

「ばかだなあ、お前……」

「そうかもしれません。でも、今までがこんなにも幸運だったのだから、わたしの一生はもう完全に幸せなものです。これから何があろうと、何人殺そうと」

　満足げに言い切られ、ギスランは唇を引き結んだ。

　何度か深呼吸して、乱暴に礼服の袖そでで涙をぬぐってから言う。

「……やめろよ。お前は誰も殺すな。困る」

「しかし、あの詩人は……」

「このばか！　もしお前まであいつの返り討ちに遭あったらどうするんだ！」

　潜めた声で怒ど鳴なりつけてやると、イエーリはきょとんと絶句した。ギスランにそんなことを言われるなどと考えもしなかったのだろう。

　……腹が立つ。

　淡あわい怒いかりがわいてくると、ギスランの気持ちは少し落ち着いた。震えはまだ残っている。でも、言わなければならないことがわかる。

　自分が、やらねばならないことも。

「お前はばかだ、イエーリ。俺もばかだけど、お前も本物のばかだ！……兄上の敵は、俺が討つ。そうしなきゃ駄目だ」

「危険です。ギスラン様は武術が得意なほうでもありませんし」

　遠えん慮りよのないイエーリの意見に、ギスランは勢いよく言い返した。

「知ってるよ！　それでもどうにかするって言ってんだ！　もう誰も死なないように、俺が責任とってあの詩人をどうにかする！　信じられないか!?」

「信じます」

　即そく答とうだった。ずしりと肩かたに載のった言葉の重さを感じつつ、ギスランは唇くちびるを嚙かんでうなずく。

「よし。……闘たたかうぞ」
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　惨さん劇げきの春が過ぎ、いささか涼すずしい夏が過ぎ、フェルテラ伯はく爵しやく領にはまた秋が来た。

　秋は収しゆう穫かくと、裁きの季節である。

「それにしても、伯爵にとっての今年は難なん儀ぎな年でありましたな。ご子息を三人までも次々と亡なくされるとは。改めてお悔くやみ申し上げる」

　裁きの場となった大広間で、豪ごう奢しやな衣装の役人が眠ねむそうに言う。

　帝てい国こく政府の巡じゆん回かい裁判官である。

　神聖帝国ルースは大陸で初めて、明文化された『法』を掲かかげた国家だ。独自の司法権を認められた地方領主のもとにも、数年に一度は政府から直接にお目め付つけ役の裁判官が派は遣けんされ、帝国の『法』の浸しん透とうをはかっている。

　大広間には伯爵夫妻と裁判官、家令や主だった家臣たちが居並び、朝から主に農地や貿易の諸問題について裁きをおこなっていたところであった。

　裁判官の隣となりに座したフェルテラ伯はくは、沈ちん鬱うつに答える。

「領地に不幸の舞まいこむのはすべて、わたしの不徳のいたすところでしょう」

「そうひとりで抱かかえこまれるな。亡くなりかたがいささか異様であったと聞きましたぞ。旅の詩人だか予言者だかに、呪のろわれたそうではないですか」

　伯爵は裁判官をちらとにらんだが、やがて細く息を吐はいて前方に向き直った。

「わたしは剣けんで斬きりかかってくる者を恐おそれはしません。しかし、呪のろいは斬れぬ」

「ふむ、確かに。しかしいずれ、我らの『法』は呪いをも裁きます」

「……そうだとよいですな。心からそう思う」

　妙に真剣な伯爵に裁判官が問いを投げようとしたとき、最後の裁きが始まった。

「では告こく訴そ人と被ひ告こくをここへ」

　家令の声に従って夕刻の広間に入ってきたのは、ひとつは礼装の小こ柄がらな影かげ。

　そしてもうひとつは、清い光を凝こらせたかのような麗れい姿しの持ち主だ。

「ほう、これは……なんというか、凄すさまじいまでの美び貌ぼうだ」

　目をみはって身を乗り出す裁判官に、伯爵は重苦しく言う。

「わたしにはひどくまがまがしく見える。あれが我が城を呪ったとされる詩人です。そして告訴人は、我が末すえ息子むすこ」

「……それはまた、風変わりな裁きですな」

　裁判官の声に呆あきれた風ふ情ぜいがまじるのも当然だ。

　伯爵たちの会話を遠く聞いているギスラン自身もそう思う。今日の裁きは基本的に領民たちのためのもの。領主の息子ならば裁きに訴うつたえずとも領主本人に直じき訴そすればいい。

（だけどそれじゃ駄目なんだ、今回は）

　広間の真ん中に立ち、ギスランは強く唇を嚙む。

　周囲には動どう揺ようの波が走っていた。当事者の他ほかにこの訴えのことをあらかじめ知っていたのは、父親である伯爵と、使用人たちの筆頭である家令、そして証人となった口の堅かたい使用人たちだけだ。

　もっとも明らかな動揺を見せたのは伯爵夫人で、広間に並ぶギスランと詩人を見るなり月明かりのように青くなる。

　自分が愛した息子と詩人がこのように争うとは思いもしなかったのか、はたまたギスランの身を案じているのか。

　ギスランの耳には、鉄てつ鎖さの音がかすかに届く。一〇歩も離はなれていないところに詩人がいる。

　あの惨劇の日以来、詩人は牢ろうに繫つながれはしたが、誰もがおびえて殺すことを拒こばんだのだ。手かせに繫がれて鎖くさりを引きずりつつも、詩人は少しも美しさを損そこなわずに立っている。

　伯爵は重々しい声を出した。

「では訴えを述べよ」

　さあ、来た。

　ギスランは呼吸を整え、まっすぐに詩人を指さして叫さけんだ。

「はい。わたしはひとりの人間として、そこの詩人を詐さ欺ぎと殺人で訴えます」

　途と端たんに広間中の緊きん張ちようが高まる。

「ふむ、なるほど。面おも白しろい」

　面白がっているのは帝てい都とから来た裁判官だけで、あとは家臣、使用人のすみずみまでが凍こおりついていた。

（見ろ、みんな萎い縮しゆくしきってる。葬そう儀ぎのとき以来、みんな詩人が怖こわいのに、誰も『怖い』って言うことができない）

　ギスランはこめかみに汗あせを浮うかべながらも背筋を正した。

　ギスランが詩人への報復として考えたのは、こういうことであった。詩人の不思議な力を『法』のもとに引きずり出し、あくまでただの詐欺師だったとして裁き、殺すこと。

（──それができれば、きっと城の中も元に戻もどる）

　目的のためなら汚きたない手を使う気も満々で、自分に詩人を訴えさせてくれと父親を説得してから数ヶ月、ギスランはこの裁きの場を目指してきたのだ。

　多くの者にとって予想外の状じよう況きよう下かで詩人はどうしているかというと、何やらうっすらと微笑ほほえんでいる。妙たえなる音楽でも聴きくように目を伏ふせている。

　伯爵はギスランを見つめて言う。

「では、まず詐欺の罪について述べよ」

「はい。では証しよう拠この品をここへ」

　ギスランに呼ばれて出てきたのは、ビロオドをかけた盆ぼんを持ったイエーリだ。

　盆の上には木の実がひとつ載っている。城の中庭の木になる、橙だいだい色いろの実だ。

「ジュデオン卿きよう付きだった侍じ従じゆうから聞いたところによると、そこな詩人はこの実に祝福を与あたえ、その種を薬としてジュデオン卿に与えていたということでした。しかし帝都の医い療りよう院に問い合わせたところ、この実の種は帝都のごろつきどもの間では眠ねむり薬として使われるものだとか。病を癒いやす効果などありません」

　これはすべて本当のことだ。伯爵は手元に来た帝都医療院の手紙を他ほかの臣下に渡わたしてから、初めて詩人に言葉を投げる。

「……この件に関し、申し開きは？」

「ありません。わたしはあの実では病など治らないことを知っていました」

　あまりに正直な、まるで悪びれない詩人の答えに周囲はざわめき、特に伯爵夫人は失神寸前の様子で額を押さえる。

　ギスランは母親の様子を気にしながらも、とにかく先を続けた。

「では次です。以前わたしが坑こう道どうで行方ゆくえ不明となったとき、詩人はわたしの無事を予言してこの城に現れました。しかしそのしばらく前から、あの坑道には白い幽ゆう霊れいが出るという噂うわさがあったと、近きん隣りんの村の者が証言しました。実際に白い人ひと影かげを見たという者もいます。その証言から、詩人はわたしが坑道へ落ちたところを実際に見ていたのではないかとわたしは考えます」

　これも基本的には本当だ。

　ただし、ギスランが実際坑道の底で詩人に遇あったことは伏せている。

「詩人よ、おぬしはギスランの用意した証言者を呼び、質問をすることができる。また、自分に有利な証言者を立てる要求もできる。どうする？」

　すかさず伯はく爵しやくの問いが来る。今回も詩人はさらりと首を横に振ふった。

「いえ、けっこう。確かにわたしはあの辺りに滞たい在ざいしていましたし、ギスラン卿が坑道へ落ちたのも見ていました」

　ギスランは詩人が突つっこんでこなかったことに驚おどろきつつも安あん堵どしたが、伯爵は鼻白んだ。

　震ふるえる拳こぶしを握にぎり、吠ほえるように言う。

「ならば……ならばなぜ、それを予言だなどとぬかしたのだ！　そうすれば我々に取り入れると思ったか！」

「わたしは常に、見えたものを語るだけ。わたしを予言者だと言って祭りあげたのはあなたたちです」

「貴様……！」

「──かように我々をだましてきた詩人ですが、一番の問題はベランジェ卿の殺害です。ベランジェ卿は詩人を殺そうとして『祟たたられ』、我らが先祖、鉄てつ腕わんのグレンダールの鎧よろいに矢をいかけられ死亡──ということになっておりますが、死人や鎧は矢を射いったりはいたしません」

　いきり立つ父の言葉を遮さえぎり、ギスランはなるべく冷静に言う。

　間を見計らって、イエーリが今度は二種類の紐ひもを盆に載のせてきた。

　他にも、あらかじめ命じてあった使用人たちが、グレンダールの鎧を手押し車に載せ、おそるおそる入ってくる。

「グレンダール卿の鎧は、この紐で幾いく重えにも固定されていたはずでした。しかし、後から調べたところこの紐は一部が刃は物ものによって切られていた」

　ギスランが手にした紐は確かに鋭えい利りな刃物ですっぱり切られていたが、これはギスランとイエーリのねつ造品だった。

　ふたりは結局、ベランジェ殺害について有利な証拠は得られなかった。

　そこでまるごと証拠をねつ造することにしたのである。

　ここからがはったり勝負だ。いかなる手続きを踏ふもうと、伯爵の判決ですべてが決まるのがこの裁きの場の掟おきてだ。周囲と巡じゆん回かい裁判官と伯爵をあるていど納なつ得とくさせれば、詩人が反論しようとも押し切れるはずである。

　ギスランは内心冷や汗をかきながら、もう一本の紐をとる。

「代わりに落ちていたのがこれです。丈じよう夫ぶで柔じゆう軟なん、一見透とう明めい。獣けものの筋でできたこの紐、用よう途とは何だと思われますか？」

「わたしの楽器の、換かえの弦げんですね」

　詩人がぽつりと言い、ギスランはびくりとしないよう、必死で己おのれを正した。

　そう、これは詩人の私物からイエーリがくすねたものだ。

　その手て際ぎわのよさはまさしく『玄人くろうと顔負け』だった。

「そのとおり。常つね日ひ頃ごろから自分が兄上たちに疎うとんじられていることを知っていた詩人は、己の身を守るために劇的な演出をすることにした。それがこれです。この紐を使い、自分がいつも座っている場所にある鎧の指を動かせば、おや不思議。呪のろいのようにひとが死ぬ」

　ギスランの言葉にあわせ、イエーリが弦を器用に鎧の指に渡された元の紐へと結びつける。

　半透明の弦は、遠くから見ればときたま光るだけで、暖だん炉ろとわずかな灯あかりのみで照らされる夕刻の大広間では、ほとんど視認できなかった。

　イエーリが軽く引いてやると、鎧は操あやつり人形よろしく指を折る。

　今は矢のない弓の弦が鎧の指に弾はじかれて、びぃん、と大気を震わせた。

　しんと静まりかえった広間で、急に伯爵夫人の声があがる。

「なんてばかばかしい！　子供だましの細工です。そもそも、いつの間にそんな紐をしかけたというのです？」

　必死の形相で言う母親に、ギスランは少し傷つく。

（母上、やっぱり詩人が死罪になるのは嫌いやなのか）

　一いつ瞬しゆん震ふるえそうになった声をどうにか抑おさえ、ギスランはなるべく静かに言った。

「葬儀の前は、春迎むかえの祭りが同時に行われたこともあいまって、城中がごったがえしていましたね。誰がどこにいてもわからないくらいに」

「いえ、わかりますとも！　わたしはそのとき──」

「そのときあなたは、この広間の飾かざりつけの監かん督とくをなさっているはずでした」

　ギスランに言われ、夫人は急に黙だまりこんだ。

　伯爵は沈ちん黙もくする夫人を見み据すえていたが、やがて家令に問う。

「奥方はその仕事を成し遂とげたのか？」

「は……いえ。途と中ちゆうで体調を崩くずされたとのことで、わたしが交代いたしました」

「ならばその交代の間は、誰も監督する者はいなかったのか」

　話が進むにつれ、夫人の顔は病的なまでに血の気を失した。

　このままでは、夫人まで詩人の共犯にされそうな勢いだ。

（母上、詩人と一いつ緒しよにいたんだろうな）

　ギスランは苦く思う。あのころ夫人が詩人のところへ入り浸びたっていたのは周知の事実だし、ギスランもいくらか証言を得た。

「……母上。母上はそのとき、体調を崩されて自室におられた。そうですね？」

　ギスランが念を押す。夫人は茫ぼう然ぜんと詩人を見つめていたが、やがてゆっくりとうなずいた。

　重い沈黙の後、伯爵は低く言う。

「詩人よ。おぬしはベランジェ殺害に関かかわったのか。神にかけて答えよ」

　神にかけて。そう言われた詩人は小さく声を立てて笑った。耳に心地ここちよい笑い声に、人々は黙りこむばかり。

　詩人は歌うように語り始める。

「ひとの死はさだめ、わたしは旅人、ただの傍ぼう観かん者です。わたしは知っていただけでした。伯爵の御み子この中で、当主となるのはギスラン卿であると」

　詩人はギスランを見た。目をそらしたかったが、ギスランはどうにか耐たえた。

　詩人は続ける。

「ギスラン卿きよう、よい遊ゆう戯ぎ盤ばんを見つけられましたね。遊戯の名は『法』。君は法をもてあそぶ。そのようにありなさい。遊戯盤から足を踏み外はずさないよう踊おどりなさい。外を見てはいけません。外など、ないのですから。遊ぶかぎり、君は栄光を手に入れるでしょう。踏み外せば、不ふ名めい誉よな死がやってくる」

　詩人の琥こ珀はくの瞳ひとみが、ひどく優やさしく光っている。そこには敵意はなかった。誠意もなかった。他の何もなかった。

　──まるきり虚うつろのような瞳。

　ギスランは歯を食いしばる。負けるな、こんな悪あく霊りようじみた男に負けるな。詩人がときたま、ひどく素す直なおで美しいものに見えるのは、きっとただの錯さつ覚かくなのだ。

　心で念じ続けるうちに、救いのように伯爵の声が響ひびいた。

「黙れ、悪霊！　なおもその腐くされた舌を使うなら、今すぐ引き抜ぬいてくれる！　貴様にはこの城に厄やく災さいを持ちこんだ者として斬ざん首しゆを申しつける。誰か、慈じ悲ひを望む者はあるか！」

　伯爵の怒ど号ごうが消えても、慈悲を望んで声をあげるものはいない。

　ひたすらに静かな広間の中で、やがて詩人が囁ささやく。

「あなたの勝ちです、ギスラン卿」
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「ギスラン様。よろしいですか？」

　くぐもった声にギスランが振り向くと、塔とうの階段の出口に、山盛りの荷を持ったイエーリの姿が見えた。

「来るのはいいけど、何だその荷物は」

　ギスランは嫌そうに言う。

　ときは裁判の日の夜よ更ふけ、場所は城じよう壁へきの途中にもうけられた塔の上だ。

　さして広くない塔の上には、冷えた風が吹ふいている。ギスランはただひとり、膝ひざを抱かかえて夜空を眺ながめていたところだった。

「はい、夜は冷えますので。色々と持ってまいりました」

　そう言ってよろよろとギスランの隣となりまでやってくると、イエーリは荷を広げる。

　ギスランは不ふ機き嫌げんそうな顔でそれをのぞきこんだ。

「毛布……はわかるとして、豆茶と……花？　あとはこれ、料理人たちがまかないで作ってる焼き菓が子しだろう？」

「料理人や、侍じ女じよたちからの差し入れです。皆みな、はっきりとは言いませんがギスラン様に感謝しています。……あの詩人を追い出してくださったことに」

「ふーん」

　興味もなさそうに言ったギスランに、イエーリが毛布をかける。ギスランは毛布にくるまって座り直し、温かな豆茶を満たした陶とう器きの盃さかずきを受け取った。

　ついでに余った毛布を、乱暴にイエーリへかぶせてやる。

「座れ、そこに」

「はい」

　イエーリは素直に、毛布をかぶってギスランの傍かたわらに座る。

　そしてしばらく、誰も喋しやべらなかった。

　澄すみ渡わたった夜空にはやけっぱちのような量の星がちりばめられていて、ときどき風が泣くような音を立てた。

　ギスランは手の中の温かな盃が、ゆっくり冷めていくのを感じていた。

　ひとが死ぬのはこんな感じなのだろうか、そんなことを急に思った。

「イエーリ。あいつ……死ぬかな」

「詩人ですか？　領主様の判決は絶対です。日を改めて処しよ刑けいされるでしょう」

　揺ゆるぎない返事。ギスランの指に少しだけ力がこもる。

　そんなわずかな変化に、イエーリは気づいたのかもしれない。

「後こう悔かいしておられますか？」

「……いや。ただ、初めてだったなあ、って思って。……誰かを本気で、殺したいと思ったのが」

　つぶやくと、不意に涙なみだが出そうになり、慌あわててこらえた。

　どうしてだろう、自分は勝ったのに、取り返しのつかないことをした気がする。もう戻もどれない場所へ踏みこんだ気がする。

　わけのわからない感情で胸がいっぱいだった。おかげで食事もとれず、眠ねむれもしない。

　だからこんなところに居る。

　イエーリは静かに隣に座っていた。

　風が吹いて、イエーリの波打つ黒くろ髪かみをかき回す。彼は突とつ然ぜんとつぶやいた。

「夜はよくありません」

「……何だ、急に」

「夜は不安を育てます。夜は魔ま物ものだ。けれど明けない夜はない。……夜が明ければ、すべてよくなります。気分も変わる。状じよう況きようも変わる。絶望は消えませんが、いつかは薄うすまるものです」

「お前……実は楽天家だな？」

「どうでしょうか。わたしは何度もこの世を呪のろい、いっそ永遠に夜など明けるなとののしりましたが、その願いは叶かないませんでした。必ず、夜は明けた。……今は、それを希望だと思う。それだけです」

　ばかだな。声を出さずに考えて、ギスランは豆茶に口をつける。砂糖を入れてあるはずなのに、妙みように苦かった。

『正しい』ことをするのは、輝かがやかしいことではない。美しいものが善きものではない。

　これは多分、そんな苦みだ。

　ギスランは空を仰あおぐ。

　どこまでも続く、広大で恐おそろしい夜空だった。うなるように、脅おどすように、風は鳴っていた。

　闇やみは深い。しかしギスランはひとりではなかった。傍らにはイエーリがいて、使用人たちが洗せん濯たくした毛布にくるまっていて、父母ともあと少しだけ自然に愛しあえる日が来るだろう。

　黄金の日々はいつしか鉄てつ錆さびの味を含ふくむものだとしても、生きているかぎり人生は続く。

　おそらく自分は、ひとより少しだけ先に『大人おとな』になって、一生『できた人間』にはならないのだ。そんな予感がした。

「ご命令は？」

　傍らでイエーリの声がする。ギスランのことを信じている声が。

　言うべき答えは決まっていた。

　ギスランは最後の子供らしさをそっとねじ伏ふせて言う。

「朝を待て。──俺の横で」






















　祭りといえば、思い出すものがある。

　すばらしく晴れた青い空、くすぐったい春風、落ち着かない人々のざわめき、身にまとわりつく重い正装。

　──そして、古びた処刑台。

「これより罪人の罪状を読み上げる！」

　広場の真ん中、木製の処刑台の上で処刑人が叫さけぶと、広場中の視線が集まった。

　田舎いなか町の中央広場には、周辺一帯の人々がこぞってつめかけている。ぎっしりと辺りを埋うめる顔、顔、顔。どれも浮うかれた顔ばかりだ。

　町で行われる処刑は祭りに似ている。処刑されるのが、民たみにとって思い入れのないよそ者ならばなおのこと。

「罪人は名もなき詩人、放ほう浪ろうと神の歌を歌うことを生業なりわいとする。しかし、それは我々をだますための仮面であった！　彼の正体は甘かん言げんを弄ろうしてはひとの生き血をすする詐さ欺ぎ師しにして、善きものを呪じゆ殺さつする悪あしき殺人者！」

　処刑人は憤ふん怒どの形相で声を荒あらげ、片手の長ちよう剣けんを握にぎり直す。

　処刑台を囲んだ人々はめいめいに怒ど声せいと歓かん声せいをあげた。

「……恐ろしいか、ギスラン」

　父の低い声に、ギスランははっとした。傍らを見上げれば、儀ぎ式しき用の長い袖そでなし外がい套とうを羽織った父、フェルテラ伯はく爵しやくが厳しい顔つきで処刑台をにらんでいる。

　ギスランと父親がいるのは、処刑台の脇わきにしつらえられた貴き賓ひん席だ。伯爵家の子息であるギスランには、この処刑を見届ける義務があった。

　まだ幼い容よう貌ぼうを険しくして、ギスランもまた処刑台の罪人に視線を戻す。

「恐ろしくはありません。あれはわたしが処刑台に送った男です」

　ギスランの答えに父は無言でうなずいて、息子むすこの肩かたに手を乗せた。

　なんて大きくて、温かい手なのだろう。多くを殺し、多くを護まもってきた者の手だ。ギスランは父の手の温度を頼たよりに、どうにか恐きよう怖ふを押し隠かくす。

（早く、早く何事もなく終わればいい）

　ギスランの必死の願いを叶えるかのように、処刑人がまたも叫ぶ。

「この者はこともあろうに伯爵家のご子息を三人まで殺害！　されど、聡そう明めいなるギスラン様の告発により罪をあばかれた！　見よ、これが大悪人の顔だ！」

　処刑人は処刑台の柱に縛いましめられた罪人の顔から、覆おおい布を取り去った。

　広場を埋めた人々は、さあ石を投げよう、罵ば声せいを浴びせようと身構える。

　しかし、実際には誰も動かなかった。

（──まずい）

　危険を察知したギスランがわずかに身を乗り出す。

　周囲は異様な静せい寂じやくに満ちた。

　人々はひたすらに罪人の顔を凝ぎよう視しする。処刑人さえ、妙な顔で改めて罪人を眺ながめる。

　罪人の青年は空を見ていた。

　彼の顔は白く、髪かみもまた白い。

　陽光が罪人に降り注ぎ、彼を白々と浮かび上がらせる。高貴を通り越こし、神聖な雰ふん囲い気きが罪人から立ち上る。重いまつげの下で透とう明めいな琥こ珀はくの瞳ひとみが空を映す。

　罪人は美しかった。ほとんど、異常なほどに。

（駄だ目めだ、みんな奴やつに吞のまれる！　美しさで圧あつ倒とうした後に、虚きよ言げんでひとを操あやつるのがあいつのいつもの手だ！）

　ギスランは焦あせり、夢中で声をあげた。

「殺せ！」

　処しよ刑けい人は慌あわてて剣けんを持ち上げる。けれどその手は激しく震ふるえている。

　罪人はゆるりと視線を動かし、ギスランを見た。そして微笑ほほえむ。

　優やさしく、優しく微笑んで唇くちびるを動かす。




　そして罪人が何を言ったのか──それを思い出す前に、必ず目が覚めるのだ。
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「ギスラン、起きてってば！」

「んー……」

「ねえ、起きて？　早く起きないとさっくり首絞めるよ？　あげくに刺さして、手首回して傷から血管に空気入れたあげく死体は埋めるよ？」

「待て……どうして俺は寝ね坊ぼうしただけで完全に息の根止められなきゃなんねーんだ……」

　低くうめいて、ギスランはうっすらと目を開ける。

　次の瞬しゆん間かん、彼は襟えり首くびをひっつかまれて立たされた。

「ッ、いてて！　おいこら、乱暴するんじゃねーよ！　こっちは頭痛いてぇんだから！　ああくそ、なんだこの頭痛……清せい廉れん潔白に生きてる俺に、どうして神はこんな苦痛をくださるのか！」

「それは単なる飲み過ぎのせい。ギスラン、昨日のこと覚えてる？」

　ギスランの襟首をつかんだまま首をかしげるのは、まだ一五、六であろう少女である。

　真っ赤な巻き毛によく光る灰色の瞳が愛らしく、黙だまっていれば人形のような美少女だ。

　しかし彼女の瞳に宿るのは乱暴なまでの快活さ、悪戯いたずらっぽくギスランを見つめる表情はどこか少年じみている。

　ギスランは痛む頭を抱かかえてうなる。

「……ルナリア。相変わらず色気はねぇが、腕わん力りよくだけは抜ばつ群ぐんのお前が目の前にいるってことは──ここは娼しよう館かんか」

「そう。ギスランは昨日の夜中に突とつ然ぜんここへ現れて、店全部を借り切ってばか騒さわぎしたの。光魔ま法ほう教会学部の制服のまんまでね」

　言われて周囲を眺めてみれば、淡あわく朝日の差しこむ部屋中に、色とりどりの衣装をまとった女たちが転がっている。

　無む邪じや気きな顔で眠ねむっているのは間ま違ちがいようもない、ギスランなじみの娼館の『姫ひめ』たちであった。

「ああ、そういやぁ──今年もそんな時期だった、かな……？」

　我が身を見下ろすと、よれよれになった白い制服が視界に入る。同時にギスランは自分の立場を思い出した。

　そう──自分の名前はギスラン・バシュラール。

　親皇こう帝てい派貴族、フェルテラ伯爵家の唯ゆい一いつの子息にして次期伯爵だ。

　田舎の領地でおとなしくしていればいいものを、のしかかる期待と制約に耐たえかねて帝都に出てきてしまった放ほう蕩とう息子でもある。現在神聖帝国ルース最高の学舎、光魔法教会学部に入門して三年目になる一八歳。

　先ほどまで夢で見ていたのは、ずいぶんと昔の──遠いけれど、忘れ難がたい光景だった。

（嫌いやなことは忘れないもんだな。何年経たっても、この時期には同じ夢を見る）

「……春に悪い思い出でも、あるの？」

　急に訊きかれて、ギスランはぎょっとした。

　顔をあげると、ルナリアの心配げな目と視線があう。

（おっそろしく勘かんのいい女だな）

　そういうところが気に入って、数年前から妹分として面めん倒どうを見ている相手なのだが、こんなときは鈍どん感かんでいてほしい。

　ギスランは貴族というより商家の三男風の顔で気さくに笑ってみせた。

「なんだよ、突然。俺の人生は常にバラ色、一点の曇くもりなし。どんな目め利ききだって高値をつける道楽人生だぜ？」

「でも、ギスランはいつも春になるとちょっとおかしいよ。飲み過ぎるし、喧けん嘩かするし、家に帰らないし」

「家！　春だってのにあの頭のかったいトロイヴァス公の別べつ邸ていなんぞに帰ってられるか、こここそ俺の家、おお麗うるわしの下町、愛と酒とゴミ漁あさりの獣けもの、その他もろもろ！……ぁいたた……」

　景気よく叫んだはいいが、ギスランは結局頭痛に負けてしゃがみこむ。

　ルナリアはすぐに二日ふつか酔よい対策品を載のせた盆ぼんを引き寄せた。

「詩才もないのに、叫ぶからだよ……。でもギスランがここを家って言うのはちょっと嬉うれしいかも。普ふ通つうのお貴族様はそんなこと言わないもの。あとはギスランが誰かここに『お気に入り』を作ってくれたら、もっと嬉しいけどね」

『お気に入り』を作る、つまりは誰かを抱だくということだ。ギスランは学生の身でさんざん娼館に通いながら、基本的に宴えん会かいをやるだけなのである。

　周囲はいずれギスランがルナリアをお気に入りにするのだろうと予測しているが、ギスラン本人にその気はなかった。

　ルナリアの差し出したぬるい茶を受け取り、ギスランは頭痛を堪こらえる。

「わかってねぇなあ。いいか、ルナリア。お前にだけは俺がここに来る真の理由を教えてやる。耳を貸せ」

「何、何？」

　期待して耳を寄せたルナリアに、ギスランはぽそりと言う。

「安あん眠みん」

「……は？」

「寝ねに来てんの。じゃあおやすみ」

　空になった器をルナリアに押しつけ、ギスランはクッションに顔をうずめた。こうすると、耳を打つのは女たちの安らかな寝息だけ。

　この環かん境きようこそが、不安な夢による不ふ眠みんを癒いやす唯一の特効薬なのだ。

　すぐにうとうとし始めてしまったギスランに、ルナリアは慌てる。

「ちょっと、おやすみって……ギスラン、学校は!?　入るの難しいんでしょ、光魔法教会の学部。もったいないよ、行きなよ！」

「あそこには愛がねえ」

「ここにもないよ！　行きなって！」

「うわっ、たっ！　軽々とひとを転がすな、のしかかるな、釦ぼたんとめるな！」

　抗こう議ぎをものともせず、ルナリアはギスランを押さえつけて制服を直した。

「行きな、それで偉えらいひとになるの！　そうしたらあたしが自じ慢まんするから！」

「俺は死んでも偉くなんかならねえ！　いいか、俺は悠ゆう々ゆう自適自由人──」

「ギスラン・バシュラール！」

　唐とう突とつに鋭するどい叫さけびが耳を打ち、ギスランとルナリアは顔を見合わせる。

　声の出所はどこだ、と扉とびらのほうをふたりして見やると、女主人の抗議の叫びと慌ただしい足音が近づいてきた。

「ここか、ギスラン！」

　ばたん、と扉を蹴けり開けて登場したのは、ギスランと同年代の青年である。

　険しい顔をしているが、これはなかなかの美形だ。

　肩かたまでの煙けむるような灰色の髪かみ、涼すずしげな瞳ひとみは酷こく薄はくな水色。

　恐おそろしく姿勢のよい長身をギスランと同じ光魔法教会学部の制服に包んだ青年は、剣を片手にギスランをにらんだ。

　やっかいな知人の登場に、ギスランはげっそりとして笑う。

「いよう。こんなとこでお会いするとは思ってなかったぜ、グレちゃんことグレゴワール・ラングレー卿きよう？」

「貴様にはいかにも似合いの場所、と言いたいところだがそうもいかん。朝からなんという醜しゆう態たいだ、襟えりを正せ！」

　冷たく叱しつ責せきされてみれば、確かにギスランはルナリアに服を脱ぬがされている最中さなか、にも見える格好で固まっていた。

　ルナリアはぱっとギスランの制服から手を離はなし、辺りではさすがに数人の女たちが寝ぼけ眼まなこをこすり始める。ギスランはぐったりと学友を眺ながめた。

「正せも何も、ここじゃお前みたいに着こんでるほうが変態だってぇの」

「貴様は学生という自分の立場を忘れているようだな。どうせ今日も講義に出ない気だったのだろう？　立て！　わたしの好敵手がそんなことでどうする！」

「またその妄もう想そうか……」

　思わず頭を抱えかけたギスランに、ラングレーはつかつかと歩み寄る。

　ラングレーとギスランは学部の同級生だが、仲のいいほうではない。最近一方的にギスランが絡からまれているのだ。

　後ろのほうでは、扉の陰かげから心配した娼館の女主人がギスランに『大だい丈じよう夫ぶか？』と合図を送っていた。ギスランはこっそり片目をつむって、『大丈夫』と合図を返す。

　ここで『まずい』と合図を返せば、女主人は用心棒を呼びに行くはずだ。

（まったく面倒くせぇ）

　ギスランは目の前に立ちはだかったラングレーを見上げ、だるそうに言う。

「いいかー、グレちゃん。何度も言うけどなあ、お前は貧びん乏ぼう貴族とはいえ容姿端たん麗れい、成績優ゆう秀しゆう、前ぜん途と洋々の美青年だ。一方俺は、金はあっても父親は田舎いなか領主、容よう貌ぼうは冴さえねーし成績もぐっだぐだで常に破門寸前。こんな俺が、どうしたらお前の好敵手になれるんだ？」
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「そうだ、わたしとて最初はそう思っていた！　しかし、いざというとき常に貴様はわたしに勝利するのだ！」

　神経質そうに青ざめて言い、ラングレーはギスランを指さす。

「軍事教練でも基本の成績は悪いのに、作戦例として指南書に載ったのは貴様のトンデモ案だ！」

「そりゃ、単に面おも白しろかったからだろ」

「食堂でもなぜか一番人気の料理をいつも獲かく得とくする！」

「食事の前の講義はまず出ねえからな」

「気づけば高貴な女子から夜会の招待状は届くし、学部内の男子好感度順位表で上位に食いこんでいる！」

「まー、それなりにまめだし。お前はモテても、自分にくる手紙は全部悪戯いたずらだと思って捨ててたじゃねーか」

　ギスランのいい加減な答えを聞くうちに、ラングレーはますます青ざめた。

「ええい、うるさい！　ギスラン、貴様にはきっとすさまじい才能があるに違ちがいない！　それを隠かくして謙けん虚きよに無能者のふりをしているのだ、そうでなくてどうしてわたしが貴様に勝てんのだ！」

　悲痛な叫びに、ギスランはつい皮肉に笑う。実にまっすぐな男だ。うんざりする。

　ギスランはラングレーのくそまじめさに淡あわい嫉しつ妬とを覚え、にっこり笑った。

「根こん性じようねじくれまがってんなあ、お前。自己保身もそこまでいきゃ立派だぜ」

「──貴様、今なんと言った」

「『負ける』のがそんなに怖こわいのか？　つったんだよ。お嬢じようちゃん」

　だめ押おしのひとことに、ラングレーの顔は青というより灰色じみる。

　次の瞬しゆん間かん、ラングレーは腰こしの剣けんを抜ぬいていた。

　ぴたりとギスランの眼前に突つきつけられた剣には、一分の隙すきもない。

　娼しよう婦ふたちの間から悲鳴があがる。

（ありゃ、言いすぎたかな。謝るか？）

　気楽というより投げやりに考えているギスランを、ラングレーはぎらつく瞳でねめつけた。

　一いつ触しよく即そく発はつの緊きん張ちようの中、澄すんだ声が囁ささやく。

「──ラングレー卿。お控ひかえください」

　ギスランが声のほうを横目で見れば、両りよう膝ひざをついて頭こうべを垂れたルナリアである。

　ラングレーはルナリアには目もやらず、低く告げる。

「ガキは黙だまっていろ」

「黙りません。剣をお収めください」

　ルナリアの声には恐きよう怖ふなど少しもなかった。ギスランの投げやりな様子とはまったく違ちがう、覚かく悟ごのある落ち着きを、たかが一五やそこらの少女が持っている。

　顔をあげ、強い視線を向けてくるルナリアに、ラングレーはやっと目を向けた。

　ルナリアは静かに続ける。

「ここは夢の館やかたです。誰もが幸福な夢を見て、目が覚めれば帰って行く。誰もここで傷つけられたりはいたしません。……そんなことがあってはなりません」

　そこまで言って、ルナリアは自分の豊かな赤毛を無造作につかむと、白い首筋をあらわにした。

「どうしても剣を収めることができないのなら、あたしを斬きってください。娼婦を斬っても法では裁かれません。ただし、民たみはあなたの名を娼婦殺しとして覚え、けして忘れることがないでしょう」

　言い放って、ルナリアは沈ちん黙もくする。

　ラングレーは言葉を失し、ふと顔に朱しゆを走らせた。おそらくは、娼婦に説教された我が身を恥はじたのだろう。

　白々としたルナリアの首筋を見て、さすがのギスランも不快になった。

　彼女を護まもってやらねばならない。たかが自分のために、この清すが々すがしい少女が死ぬことなどあってはならない。ギスランは穏おだやかな声を出した。

「よせよ、ルナリア。お前が死ぬと困る。──主に釦ぼたんつけとかで」

「……そこなの……？」

　小さく笑って、ギスランは改めてラングレーを見上げた。

「なあ、グレゴワール。お嬢ちゃん呼ばわりは俺の言いすぎだ。悪かった」

　素す直なおに頭を下げられ、ラングレーの眉み間けんにはしわが寄る。

　ラングレーとギスランでは、同じ貴族の生まれでも位が違いすぎるのだ。高位であるギスランの謝罪は恐ろしく重い。

　ラングレーはしばしの逡しゆん巡じゆんの末、剣を鞘さやへと戻もどして低く言う。

「謝罪を受ける。……わたしが剣を抜いたことを許してくれるだろうか」

「もちろん。許す。そのうえ、講義にも出る、かもしれない」

「なんだと？」

　事情が飲みこめない様子のラングレーに、ギスランは笑いかけた。

　悪戯を思いついた子供の顔だ。

「お前、俺にまじめに講義へ出てほしいんだろ？　いいぜ。出てやる。ただし、お前が勝負に勝ったらな」

「勝負──賭かけ事か。わたしを貴様の放ほう蕩とうに巻きこもうというのなら……」

「いやいや、そういうんじゃねえよ。おい、ルナリア！　最近下町で噂うわさになってる事件はねーか？」

　突とつ然ぜん話をふられ、ルナリアは戸と惑まどう。

「事件、って？　物ぶつ騒そうなやつ？　ケチな強ごう盗とうはあったけど、すぐ捕つかまった。あとは、脱だつ獄ごく囚しゆうがこのへんにまぎれこんでるって言って、巡じゆん査さ庁の軍人が来たけど」

「おお、それだ、それ！　グレゴワール、その脱獄囚をとっ捕まえようぜ」

「捕まえるだと!?　どうやってだ！」

　ラングレーがあっけにとられた隙に、ギスランは身を乗り出した。

「そこを考えるのが勝負なんじゃねーか。お互たがい魔ま法ほう力がないのに光魔法教会に学ぶ身だ。いずれ法務部での仕事につくんだから、予習と思えばいいさ。お前が先にそいつを捕まえられたら、俺は講義に出る。ただし、俺が先に捕まえたら、お前は二度と俺につきまとうな」

　いかにも無理な勝負である。しかし挑いどむ瞳ひとみでギスランに見つめられると、ラングレーはひっこみがつかなくなるようだった。

　やがてラングレーは真顔で答えた。

「──よかろう。期限は？」

「話が早いじゃねーの！　そうだな……一ヶ月後の祝祭日まででどうだ？」

「わかった。それまで七日ごとに経過を報告しあおう。場所は学部の……」

「学部は却きやつ下かだ。俺は勝負がつくまで、学部には行かねえぞ。経過報告が必要なら、ここで会えばいいだろ」

　ラングレーは明らかに顔をこわばらせ、彼を見つめる娼婦たちを見み渡わたした。

　どんな葛かつ藤とうがあったものやら、ラングレーは長い間をおいてうなずく。

「では、七日後に、ここで」

「おう。今度は剣は玄げん関かんで預けろよー」

　手をふるギスランを横目に、ラングレーはつかつかと扉とびらへ歩み寄る。そしてなぜか娼婦たちと女主人に軽く会え釈しやくしてから、扉の向こうへ消えた。

「……やれやれ。お騒さわがせな奴やつだぜ」

　胸をなで下ろすギスランに、ルナリアは不安な視線を投げる。

「お騒がせはともかく、何、あの勝負って。脱獄囚なんて捕まえられるの？」

「さてな？　とりあえずの暇ひまつぶしにゃなるだろ。あいつもやることがありゃ、そうそう俺につきまとうこともねーだろうし。さっきはありがとな、ルナリア」

　真意の読めない顔でにこにこと笑うギスランに、ルナリアはがっくり肩かたを落とすのだった。


◆



　ラングレーが去り、少しの間をおいてギスランも去った後。

　ルナリアは台所でひとり、深いため息を吐つく。

「うーん。ギスランって、いいひとなんだけど……やっぱりちょっと、何考えてるかわかんないなぁ。あとはもう少し人生に本気になってくれないと」

　ぶつぶつとつぶやき、水みず桶おけの上でぞうきんを強くしぼった。人生の酸すいも甘いも齧かじってはいるが、ルナリアはまだ若い。できれば恋こいにも落ちてみたいのだ。

　とはいえ今のギスランは、ルナリアが惚ほれるには何かが足りない。

　疲つかれ顔のルナリアが桶を手にして裏口を開けると、階段脇わきに人ひと影かげがあった。

「あら、詩人さん？　ご飯がいるの？」

　薄うす暗ぐらい路地裏にうずくまっているのは、白く古びた衣ころもから詩人だろうと知れた。詩人といえば、歌うたいであると同時に宗教者だ。

　施ほどこしをしようと詩人のフードの下をのぞいたルナリアは、息を吞のんで固まる。

　──深くかぶったフードの奥おくで、不思議な琥こ珀はく色いろの光がにじんでいる。

（何、このひと）

　妙みように胸がしめつけられた。

　快とも不快ともつかない、強きよう烈れつな刺し激げき。ルナリアはどうにか息を吸い込もうとする。酸欠によるめまいの中で、ルナリアは必死に目をこらす。

　見み間ま違ちがいではなかった。幻まぼろしでもなかった。──この詩人はすさまじく美しい。

　フードの陰かげになった顔はしなびた老人のものではなく、完かん璧ぺきになめらかな曲線で描えがかれた美の結けつ晶しようである。すんなりとした輪りん郭かくにきめ細やかな肌はだ、薄うすい唇くちびる、そして透すき通る琥珀の瞳。

「燠おき火びが燃えていますね」

　詩人の囁きに、ルナリアは震ふるえた。

　なんて涼すずやかで、死んでるみたいに静かな声なのだろう。怖こわい。怖い。このひとの傍そばにいてはいけない。わかっているのに逃にげられない。

「燠火って、何」

　いつの間にやら、ルナリアは虚うつろな声で問うている。詩人は答える。

「君のことですよ。深しん紅くを秘ひめた豊ほう穣じようの黒。ときをかけて凍とう土どを溶とかす熱」

　歌うように言い、詩人はルナリアに手を伸のべる。

　ルナリアは身を退ひこうとしたが、できなかった。

　詩人の指が近づいてくる。その白い手首が見える。白い手首の真ん中には、まがまがしい大おお鎌がまの形の火傷やけど痕あとがあった。

（死し刑けい囚しゆうの、烙らく印いん……！）

　──脱獄囚が、このへんにまぎれこんでるって言って、巡査庁の軍人が──

　自分がギスランに言った言葉が思い出された。まさか、この詩人が脱獄囚なのだろうか。そんな偶ぐう然ぜんがあるのだろうか。

　しかし、そうであろうとなかろうと、もはやルナリアは逃げられなかった。

　優やさしく優しく詩人の指がルナリアのほおに触ふれて──彼女は魅み入いられた。


◆



　そして約束の七日後、ギスランとラングレーは娼しよう館かんで顔を合わせる。

「で、どーしてお前はまた制服だ？」

　派手な長なが椅い子すに腰こしかけ、似合わない流行の衣装をまとったギスランが問う。

　向かい合って座るラングレーは相変わらず学部の制服姿で、すさまじく正しい姿勢で茶を飲んでいた。

「制服なのは講義の帰りだからだ」

「いや、今日は講義は休みの日だろ」

「自主的な鍛たん錬れんはできる」

「制服で？……お前ひょっとして、まともな私服持ってねーんじゃねぇのか？」

「何でばかなわたしごときが服で気にするわけがないだろうが！」

　文法がめちゃくちゃだった。

　顔だけは冷静に茶を一気飲みするラングレーに、部屋の扉辺りでたむろした娼しよう婦ふたちがくすくす笑う。

（……意外と面おも白しろい奴かもしれん）

　神しん妙みような顔でギスランは考える。今まで学部ではろくに相手にしていなかったが、まじめに向き合ってみるとからかいがいのある逸いつ材ざいのような気もしてきた。

　娼婦たちも娼婦たちで、結構ラングレーが気に入っているようだ。

「横顔が綺き麗れいだよ、禁欲的でさ」

「いかにも剣けんをやってます、っていう礼れい儀ぎ正ただしさよね！　あたし、目があっただけで黙もく礼れいされちゃった！」

　控ひかえの間のラングレーとギスランを盗ぬすみ見て盛り上がる娼婦たちの囁ささやきを背に、ラングレーは低くつぶやく。

「後ろの首筋あたりがぴりぴりするな。何か悪い噂をされている証あかしだ」

「……そりゃー確実にお前の妄もう想そうだと思うぞ？」

　疲れた顔のギスランに、ラングレーはどこか憂うれいを帯びた表情で失しつ笑しようした。

「貴様は慰なぐさめがうまい。それも人徳というやつか」

「全然違ちがうが、まあいいや……。そんでもってグレゴワール、脱獄囚の件はどうなった？　何かつかんだか？」

「うむ、それだが。調べてみるとこの脱獄囚というのは色々妙だな。不可解な殺人事件の現場で逮たい捕ほされているが、この人物が犯人だという証しよう拠こはなかったようだ。自白もない。拷ごう問もんもされずに投とう獄ごくされ、突とつ然ぜん死刑宣告がくだっている」

　どうやらラングレーはまじめに調査をしたらしい。

　言い出したほうのギスランはろくな取り組みをしていなかったから、正直感心した。

「ほー、確かにそりゃ妙だ。陰いん謀ぼうにでも巻きこまれたのかな？　職業はなんだ」

「……貴様、まともに調査したのか？　詩人だ。放ほう浪ろうの詩人」

「詩人」

　繰くり返してギスランは顔をしかめる。

　詩人には嫌いやな思い出がある。故郷の死刑台に上った白い男。何度も夢で見る不安な光景。

　あのときの罪人も詩人だった。

　ギスランが黙だまりこんだところへ、ちょうどよく娼婦のひとりがやってくる。

「お飲み物をお持ちしました」

「ありがとう」

　落ち着いた声で言うラングレーの前の小卓へ葡萄ぶどう酒しゆの壺つぼと盃さかずきを置き、娼婦は気取った調子で告げた。

「お礼はくちづけでいただけます？」

　扉のほうで娼婦たちがまた笑う。

　こりゃ困るだろうな、とギスランが眺ながめていると、ラングレーはしばし思案した。

　そしておもむろに娼婦の指を手にとると、軽く己おのれの唇に触れさせる。

「これでいいだろうか」

　真顔で問われた娼婦は、思わず少女のように赤面した。

　続いて見物していた娼婦たちから黄色い歓かん声せいがあがる。

「……やはりみっともなかったか」

「いやいや、大受けだから！」

　落ちこむラングレーに、ギスランも笑うしかない。

　ラングレーはしばらくうなだれていたが、ふと顔をあげて問うた。

「そう言えば、ギスラン。お前に絡からんでいたあの幼い娘むすめはどうした」

「あー？　ああ、ルナリアか？　どこ行ったんだろうなぁ。おーい、みんな。ルナリアは出かけてんのか？」

　ギスランが身をよじって訊きくと、娼婦たちの表情がふっと曇くもった。

（なんだ？　雰ふん囲い気きがおかしいな）

　さらに事情を問おうとしたとき、噂うわさの人物が娼婦たちをかきわけて現れる。

「ギスラン！」

　小走りに駆かけ寄ってきたルナリアを、ギスランはじっと眺めた。

「いよう。どうした、顔色悪わりぃぞ」

「ねぇ、ギスラン、あたしの今夜を買ってくれない？」

　ギスランの言葉を無視して、ルナリアはいきなり切り出す。懸けん命めいな表情を浮うかべた顔は青ざめて、妙に大人おとなびていた。

　明らかに様子が変だ。ギスランは嫌な予感に眉まゆ根ねを寄せる。

「なんだ、突とつ然ぜん。具合でも悪いのか？」

「──うん、そうなの。できれば休みたい。でもあたし、自分の夜を買うお金はないし」

「おいおい、健康だけが取り柄えのお前が一体どうしたってんだ。病か？　医者には診みてもらったのか」

「それは、まだ、だけど。でも──」

「どう見ても仮け病びようだろう」

　急にラングレーの冷れい徹てつな声が割りこんでくる。ルナリアはびくりと震えた。

「おい、グレゴワール」

　ギスランはたしなめる声を出すが、ラングレーは無表情に盃を眺めて続ける。

「本当に病なら店の主人に相談するのが筋だ。それをお前に言ってくる時点でおかしい。主人には言えない話ならば、せめてお前には誠実に話すべきところを、言葉を濁にごすあたりも全まつとうではない」

「お前、こいつにだけは妙みように厳しいな。誰にだってひとに言いたくない事情のひとつやふたつくらいあるだろーが？」

「そうやって甘やかしてなんになる。貴様が食い物にされるだけだ」

　吐はき捨てるような言いようには、本気の苛いら立だちが含ふくまれているようだ。

　ギスランは、自分がばかにされたような気分でむっとする。

「グレゴワール、言いすぎだ」

　ギスランが険しい声を出し、ラングレーとギスランはじっとにらみ合う。

　重い沈ちん黙もくに、ルナリアはうつむいた。

「──ごめんなさい。そのひとの言うこと、もっともだと思います。……ごめん」

　つぶやくように言って、ルナリアは身を翻ひるがえす。止める間もなく、彼女の姿は廊ろう下かへ消えた。
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　ルナリアが走って行った先は、娼館から少し離はなれた物置小屋だ。

　重い引き戸を開け、ルナリアは囁く。

「詩人さん」

「ここにいますよ」

　ほこりくさい暗くら闇やみから、もの柔やわらかな声が返る。

　ルナリアは泣きそうな顔で微笑ほほえんで、きっちり戸を閉めてから声のほうへと歩み寄った。

「よかった。消えちゃったかと思った」

　ところせましと積まれた荷の間をどうにかすり抜ぬけると、まったくの暗闇の隅すみっこに、じんわりにじむ白がある。

　まるで光をためこんだかのような白い影かげの正体は、例の詩人だ。物置の壁かべに背をもたせかけ、肩かたまでの白い髪かみをゆらして、詩人は静かすぎる微笑を見せる。

「わたしはけして消えません。生まれたことすらないのです。わたしはただ、永遠に拡散するのが運命」

　言葉が頭に染しみて、ルナリアは肌はだがあわ立つのを感じた。彼女は詩人と出会ったその日から、彼をかくまい始めてしまったのだ。

　詩人の傍かたわらへ崩くずれるように座りこみ、ルナリアはつぶやく。

「不思議な言葉。あたし、ばかだからあなたが何を言ってるのか、わかんない」

「本当はわかっているはずです。その証拠に、君はひどく震ふるえている」

　優やさしい声で詩人が言う。いたわるように。でもルナリアにはわかる。

（きっとこのひとは、ひとをいたわるようなひとじゃない。あたしとは住む世界が違ちがって、冷たくて寂さびしいひと）

　わかっていても、逃のがれられないときがある。ルナリアは心細く微笑む。

「震えてるのは怖こわいから。あなたといるのが怖い、あなたがいなくなるのが怖い──あなたと会ってから、全部が怖い」

「怖いのは、君が君の知らない領域の縁ふちにいるから。崖がけの縁には常に美しい花が咲さいているものです。手た折おろうとすれば多くの者が崖から落ちる、そして落ちて初めてそこが崖だったと気づくもの」

　旋せん律りつを含んで詩人が語る。ルナリアは膝ひざを抱かかえて哀かなしく首をかしげる。

「ねぇ、なんの話をしてるの？　崖に咲いてる花って、あなたみたいなひとのこと？」

「わたしは誰にも手折れませんよ。わたしは『何もない』ものだから」

　詩人は言って、ルナリアに手を伸のべる。罪深い指だ、あんまりに繊せん細さいで美しすぎる。道ばたの花に挨あい拶さつするように、詩人はルナリアの赤い巻き毛に触ふれる。

　胸がひどく痛んだ。苦しい。

　きっとこの詩人は、万ばん物ぶつに対してこんなふうに語るのだろう。こんなふうに優しく触れるのだろう。それがすぐにわかってしまうからこそ、この詩人は残ざん酷こくだ。

　完かん璧ぺきな博愛は完璧な虚うつろに他ほかならない。

　ルナリアは痛む胸をてのひらで押さえ、どうにか訊いた。

「詩人さん、『何もない』あなたは、いつまでここにいてくれるの？」

「永遠ではなく、君が望む間」

　澄すんだ声が答えて、ルナリアは震えながら小さなため息を吐ついた。

「嬉うれしい。……でも、きっと噓うそね」
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「最近のあの子はおかしいんですよ。多分──誰かに惚ほれてるんだわね」

　ラングレーが帰った後、娼しよう館かんの女主人はギスランに相談をもちかけた。

「惚れてるってのは、目を見りゃわかります。今のところ仕事もさぼらないし、金を持ち出すでもないけど、このままじゃよくない。あたしが問いただしても何も言わないし。……ギスラン様からどうにか言っていただけませんか」

（どうにかって、何を言えってんだよ）

　途と方ほうに暮れつつも、ギスランはルナリアの説得役を引き受けた。

　ギスランがやらなければ、もっと荒あらっぽい連中が出てくるだろう。そんなことはあまりにも見るに忍しのびない。

（でもなぁ。俺にとっちゃ、あれは妹なんだよな）

　末っ子として生まれ、兄たちが死んでからは一人っ子状態で育ったギスランだ。目下の面めん倒どうをみるのが面おも白しろくてかまっていたルナリアに、恋れん愛あい感情はない。

　小気味よいやりとりを楽しみ、たまに学問を教え、清すが々すがしい笑え顔がおを見せてもらうのが一番の関係だった。

　そんな自分が何をどう言えばいいのか、戸と惑まどっているうちに日々は過ぎ、約束の祝祭日が間近に迫っている。

（しかもルナリアが惚れてる相手ってのが最悪だ）

　ギスランはぼんやりと夜の下町を歩きながら考えた。

　ギスランが情報屋を通して得た情報によれば、ルナリアは『恋こい人びと』を娼館から少し離れた物置小屋へかくまっているらしい。

　なぜかくまっているのかと言えば、その『恋人』が脱だつ獄ごく囚しゆうだからだ。

　脱獄囚──そう、ギスランとラングレーが探している、あの脱獄囚である。

（どーしてよりによってそんな偶ぐう然ぜんが起きるんだ？……ひどい話だぜ）

　脱獄囚に科せられたのは死し刑けい。死刑囚をかばったら、かばった人間も死刑だ。

（ルナリアだって惚れた相手が死刑囚だってのは知ってるはずだ。じゃなきゃかくまう必要もねえ。知っててやってるんなら──まあ本気で惚れてんだろうさ）

　誰かに本気で惚れた女を、自分が説得できるだろうか。

　正直ギスランには自信がなかった。

　領地でも、帝てい都との下町でも、学部でも、恋する人間を見ていてよくわかった。恋は狂きよう乱らんだ。本人たちにもどうにもできない力でひとの理性を食い散らし、日常を破は壊かいする熱病だ。

　病に冒おかされたものに、他人の声など届くはずもない。

　ましてやそんな恋をしたことのないギスランに、打つ手などない。

（──惚れた相手をかばって死ぬってのは、それはそれで幸せなのかもな）

　不意にギスランはそんなことを考えた。

　このまま歩いて巡じゆん査さ庁へ行き、ルナリアが罪人をかばっていると告げようか。

　そうすれば軍人たちがやってきて、罪人とルナリアを死刑にする。恋人たちは一いつ緒しよに死んで、それでおしまい。

　恐おそろしく幸福で身勝手で、胸の苦しくなる終局。

「君、蛇へびがいますよ」

　突とつ然ぜんに声をかけられ、ギスランはぎょっとした。

　夜でも騒さわがしい雑ざつ踏とうの中で立ち止まり、周囲を見み渡わたす。薄うす汚よごれたひとの波の向こう、細い路地への入り口に、フードを深くかぶった詩人の姿が見えた。

　一いつ瞬しゆん、冷水をかけられたような気分になった。毎年この時期に見る詩人の夢が、現実によみがえったかのようだった。

（ばか言え、夢は夢、現実は現実だ！）

　ギスランは必死で自分に言い聞かせる。

　凍こおりついているギスランに、詩人は手の中の楽器を軽くつま弾びいて続けた。

「蛇です。君にゆるゆるとからみついているそれ。早く名をつけて祓はらっておやりなさい。でなくば君が吞のまれますよ」

「……一体なんのことだ」

「いずれわかります。その証しよう拠こに、君はおびえている。おびえの裏に、君は真実を見るでしょう」

　ひどく穏おだやかな声に、しかしギスランの心は乱される。

（なんでこいつの言い方は、昔会ったあの詩人とそっくりなんだ？　声だってこんなふうだった。まさか──あれから八年経たったんだぞ！）

「詩人、お前は──俺を」

　知っているのか。

　問おうとしたが、喉のどが渇かわいて声が出なかった。もしも、もしもだ。詩人がギスランを『知っている』と答えたら。

　目の前の詩人が八年前の悪夢から抜け出してきた人物だったら──自分はどうすればいいのだろう。

（殺すのか、それとも）

　巡査庁にでも突つき出すか。ギスランは、視線でちらと巡査庁の詰つめ所がある方向をうかがった。それにめざとく気づき、詩人が言う。

「巡査庁の軍人に用ならば、今はよしたほうがいいでしょう。先ほど、光魔ま法ほう教会学部の制服を着た学生と一緒にぞろぞろと出て行きました」

「光魔法教会……学部？」

　すぐに思いついたのはラングレーのことだ。そうだ、あいつを忘れていた！

　ギスランは勢いこんで詩人に問う。

「その連中はどっちに行った！」

「あちらのほうへ」

　詩人がすんなりと指さすのは、確かにルナリアのいる娼館の方向だ。

（グレゴワール、あのばか！　本当に脱獄囚を見つけちまったのか！）

　間ま違ちがいかもしれない、しかし今はそうとしか思えない。ギスランは詩人のことなど放り出し、雑踏の中へ駆かけこんだ。

　どうにか止めなければならない。

　みんな死んで、おしまい？　ふざけるな！

　そんな暗い結末など、本当は少しも望んでいないのだ。
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　ギスランは下町を夢中で駆け抜ぬけた。

　娼館のそばまでくると案の定、物置小屋のある一角に人々がたむろしている。

（嫌いやな予感的中！　捕とり物には間に合ったのか!?）

「おい、すまねーが通してくれ！」

　急停止し、野次馬をかきわける。野次馬は通りすがりの他人から、段々と顔見知りの娼しよう婦ふたちになって行き、しまいに娼館の女主人が不安げな顔を見せた。

「ギスラン様……！」

「どうなってんだ、ルナリアは──」

　息を切らして問うギスランに、女主人は指でさし示す。

　物置の前の小空間に、紺こん色いろの軍服姿が何人も輪をつくってたたずんでいる。

　その間から、ちらとルナリアの姿が見えた。

　まだ無事らしい、それだけ確かめるとわずかに落ち着きが戻もどってきた。

　ギスランは厳しい顔でずかずかと軍人たちの前へ歩み出る。

「おい、フェルテラ伯はく嫡ちやく子し、ギスランだ。なんの捕り物だ？　そいつは俺のなじみだぞ」

　ここぞとばかりに貴族の生まれを主張するギスランに、巡査庁の軍人たちは面倒くさそうな視線を投げて振ふり返る。

　軍人たちが崩くずした輪の端はしへギスランが立つと、地に座して茫ぼう然ぜん自失状態のルナリアと、無表情に彼女を眺ながめ下ろすラングレーの姿が視界に入る。

　軍人は敬意とさげすみを器用に半分ずつ態度に表し、ギスランに告げた。

「この娘むすめが脱獄した死刑囚をかくまっているという通報があったので捕らえに来たのだ。もっとも死刑囚は娘が逃にがした後だったが」

「……違うわ。あたしが来たら、あのひと、もういなかった。もう……」

　ぼんやりとルナリアがつぶやく。彼女にはもはや保身の意思もないようだ。

　ぐったりとうなだれたルナリアに心が痛み、ギスランは弁明に口を開く。

「事情はよくわからんが、こいつは死刑囚をかくまうようなばかじゃねえよ。だまされたんじゃねーのか？」

「そうです。おそらく彼女は死刑囚に脅おどされたか、だまされただけでしょう」

　急にラングレーが弁護に加わったので、ギスランは目を丸くする。

（阿あ呆ほう、自分で通報しときながら、どうしてお前がルナリアをかばうんだ！）

　ギスランの非難がましい視線にもラングレーは動じず、軍人たちはうっとうしそうに言う。

「くわしい事情は本人に訊きく。あまり口を出すと、あなた方の輝かがやかしい将来に傷を残すやもしれんぞ」

　本人に訊くと言っても、市民権を持たない娼婦に穏やかな尋じん問もんが待っているはずもない。拷ごう問もんにかけて適当な自白を引き出したうえ、とっとと殺してしまうのが巡査庁のやり口だ。

（──どうする）

　さらに父の名と金をちらつかせて押してみるか。ギスランが逡しゆん巡じゆんしている間に、ラングレーが一歩前へ出た。

「いえ、それには及およびません。弁護はわたしがしましょう。裁判が必要ならその準備もします。証人も集まるはずだ。彼女に罪はありません」

　なめらかな言いように、ギスランはふと違い和わ感を感じた。

　まるで用意されていたかのような台詞せりふだ。

（グレゴワールの奴やつ、何考えてんだ？）

　軍人たちは疑念よりわずらわしさを感じただけのようだ。

　隊長らしき男が、声を低くしてラングレーに向き直る。

「──いいか。これはお遊びじゃない。玩具おもちやをとるなと叫さけんでる場合じゃないんだ。裁判が許されているのは、あなた方貴族や金持ちにだけだ。この罪深い女には、ふさわしい行き場所がある」

　威い嚇かくの響ひびきにも動じず、ラングレーは冷えた瞳ひとみで軍人を見返した。不思議に落ち着いた、強い瞳だ。ラングレーは言う。

「貴族ならよいというのなら、ちょうどよかった。彼女はわたしの妻となる女性です。下級とはいえ、すぐに貴族となりますよ」

「は……？」

　驚きよう愕がくに声をあげたのはギスランだ。しかし、他ほかの娼婦たちも、野次馬も、軍人たちも、ルナリア本人さえも、残らずあっけにとられて半分口を開けている。

　ひとりで冷静なラングレーは、ゆっくりと軍人たちの輪の真ん中へ歩み出て、ルナリアの傍かたわらへひざまずく。

「ひどい順番になってしまった。しかし──君を救うにはこれしかなかった」

　囁ささやく声はあくまで静かで控ひかえめだ。それでも抑えきれない優やさしさが見え隠かくれするのを聞いて、ギスランは急にすべてが腑ふに落ちた。

（あー……そうか！　グレゴワールの阿呆、仕組みやがったな！）

　そうなのだ。

　ラングレーは確かにルナリアが脱だつ獄ごく囚しゆうをかばっていることに気がついた。

　彼女が本気で死し刑けい囚しゆうに惚ほれていることも理解した。そのうえで、どうしたら彼女を救えるか──どうしたら自分が恋こい敵がたきである死刑囚に勝てるのか、を考えた。

　結果、おそらくは先に死刑囚を逃がしてから巡じゆん査さ庁に通報をしたのだ。

　ルナリアが死刑囚をあきらめられるよう、また、危あやういところで彼女を救うことができるように。

（つーか、いつの間にそんなことになってたわけよ……）

　なんとなく疎そ外がい感を覚えて肩かたを落とすギスランの目の前で、ラングレーは懐ふところから小さなビロオドの包みを取り出す。包みから出てきたのは、古いものと一目で知れる清せい楚そな襟えり飾かざりだ。

「婚こん約やくの証あかしだ。受けてくれるか」

　大まじめに言われ、呆ぼう然ぜんとしていたルナリアの表情がゆるゆるとほどける。

　ルナリアは涙なみだぐんでつぶやいた。

「ばか……」

「うむ、どうやらわたしはばかなのだ。君の見せた勇気と献けん身しんが、どうしても忘れられん。おそらくは一生だ」

　優しい言葉だった。娼婦として生きるなら、いや、そうでなくとも一生に一度聞けるか聞けないかの言葉だった。

「ばかすぎよ……」

　つぶやいたルナリアの瞳からは、大おお粒つぶの涙が零こぼれる。あふれる涙を堪こらえきれず、ルナリアはわずかな間泣きじゃくる。

　さすがに誰も声をかけられずに見守る中、やっと少女は顔をあげた。

　まだ涙に濡ぬれた顔で、それでも彼女は笑う。笑って、告げた。

「あたし、ばかなひとって大好き。でも、あのひとを──脱獄囚だろうが死刑囚だろうが、まだ、愛しているの」

　強い言葉だった。ラングレーはわずかに驚おどろいたようにルナリアを見つめ、次に一度だけ、強く目をつむった。

「そうか」

　ラングレーは囁き、おもむろにルナリアの腕うでをとって立たせる。

　そして路地の先を指さし、鋭するどく叫んだ。

「行け、奴はネキア川へ逃げた！」

　強く押し離はなされ、ルナリアはよろける。

　しかしすぐに彼女の顔は歓かん喜きに輝き、大きくうなずく。

「……！　ありがとう！　大好き！」

　捨て台詞を残してルナリアは駆かけ出し、野次馬たちは歓声と口笛で彼女を祝福した。

　道を空ける野次馬たちの間にルナリアは消え、ギスランはぼやく。

「女ってぇのは残ざん酷こくだねえ……っと」

　言いながら、ルナリアを追って駆け出そうとした軍人の前へ足を出した。足を引っかけられ、軍人は勢いよく転てん倒とうする。

　周囲からヤジが飛び、隊長が叫ぶ。

「何をする！　妨ぼう害がいするつもりか!?」

「あったりまえだろー！　てめぇら無ぶ粋すいすぎだってぇの！　なあ、みんな！」

　とても貴族とは思えないギスランの叫びに、野次馬たちが残らず歓声をあげた。

　勢いに気け圧おされた軍人たちをにらみ、ラングレーはギスランに告げる。

「いいのか？　『輝かしい将来』に傷がつくぞ」

「これで傷つく将来ならいらねーよ」

　ギスランが答え、ラングレーは薄うすく笑う。

　そしてふたりはどちらからともなく、一歩前へと踏ふみ出した。


◆



　こうして野次馬を巻きこんだ大立ちまわりを演じたギスランたちは、巡査庁で軍人たちにさんざんしぼられた。

　もっとも巡査庁は、脱獄囚もルナリアも捕とらえることはできなかったようだ。

「まったくの無能者だよなー！　あれに帝てい都との安全が任されてるって思うとうんざりだぜ！　なあグレちゃん？」

「叫ぶな、ゆするな！　頭が痛い！」

「酒弱ぇえよ、お前……」

　ギスランは言い、ぐったりとラングレーに寄りかかる。ラングレーが乱暴に振ふり払はらうので、笑って橋の欄らん干かんにすがった。今日は気持ちよく酔よっている。

　ふたりは解放されたその日から、家にも寮りようにも帰らず飲み歩いていた。

　気づけばふたりが『勝負』の期限と決めた祝祭日になっていて、街は彼らと同じように酔っぱらった人間だらけだ。

「グレちゃん。俺が春になると荒あれて講義に出なかった理由、知りたいか？」

　帝都内を流れる薄うす汚よごれた川を見下ろし、ギスランが言う。

　ラングレーは欄干に彫ほられた聖獣像にもたれて、だるそうに上方を眺ながめた。

「話したければ勝手に話せ」

「んー。じゃあ話す。昔な、領地に変な詩人が来たんだよ。綺き麗れいな奴で、母親はそいつに惚れちまうし、不ふ吉きつなことは起こるし、ちょうど兄貴たちがばたばた死んで──俺は詩人が諸悪の根源だと思って、大おお噓うそ裁判でそいつを死刑にした」

　当時を思い、ギスランは苦く笑しようする。

「だけど、死ななかったんだ、そいつ。死刑台に乗せたら一天にわかにかき曇くもり……処刑人は突とつ然ぜん死し。あげく、詩人を縛いましめていた綱つなが勝手に切れた。領民はびびっちまって、あの詩人は神の使いだ、殺すなって怒ど鳴なり始めてなあ。あとは大混乱。結局詩人は逃にげて、父上は詩人を逃がした領民を何人か裁かなきゃなんなくなって──評判がたおちですよ」

　以来領地はおかしくなった。父の背中は妙みように小さくなり、ギスランは息苦しさばかりを覚えるようになったのだ。

　浮うかれた声をあげて行き来するひとの気配を背後に、ギスランはつぶやく。

「春は処刑の季節だ。まだ、春になるとそいつを思い出す」

「……それで？　貴様自身はその詩人を神の使いだと信じているのか？」

　淡たん々たんとしたラングレーの声がして、ギスランは首をかしげた。

「──どうかな。わからん。ただ、あいつのことを思い出すと、怖こわいんだ。世界は巨きよ大だいな運命に従って動いてて、人ひとりがあがいたってどうにもならないんじゃないかって。何やっても無む駄だなんじゃないかって、そんな気になってな」

　ぼんやりと言うと、ラングレーが思い切り鼻を鳴らした。

「阿あ呆ほう。そんなことは哲てつ学がく者に考えさせておけ。貴様にはもっと実際的に生きる義務がある。……民たみを背負うのだろう」

　静かに言われ、ギスランはきょとんとラングレーを見返した。

　彼の横顔は相変わらず、完かん璧ぺきに冷静に見える。しかし今のギスランは、ラングレーが恐おそろしくまっすぐな情熱家であると知っていた。ギスランは小さく笑った。

「お前は明快だね。思わず嫉しつ妬とするぜ」

「どんな嫌いやみだ。まぁ飲め」

「はいはい。おー、見ろよ、山車だしだ」

　ラングレーから酒の壺つぼを受け取って、ギスランは大通りを眺めやる。

　群衆の間を、五階建ての建物ほどもある木製の山車が楽隊に先導されて進んでいるところだった。帝都ならではの派手な祭りの光景だ。歓声をあげる人々にはあらゆる職業の服装が見て取れる。

　職人、商人、軍人、詩人。

（──あれは）

　どくん、と心臓が音を立て、ギスランは思わず目を瞠みはった。

　詩人がいる。群衆のど真ん中、山車の傍そばに、白い衣ころもをまとった詩人がいる。長身で、腰こしも曲がっていない。

（あれは、この間『蛇へび』がどーとか言ってた詩人だ）

　なぜか直感した。そうなるとどうにも詩人が気になって、ギスランはふらふらと群衆の間へ分け入って行く。

「おい、ギスラン!?」

　ラングレーにも答えず、ギスランは詩人のほうへ近づこうと試みた。

　するとなぜだか、詩人は遠くからギスランに気づいたようだ。詩人は振り向く。

　そうして口元で微笑ほほえんだ。優やさしく、優しく微笑んで何かを言う。

　何かを──いいや。

『久しぶりですね』

　そう、確かに唇くちびるは動いた。同時に詩人のフードが落ちる。あらわになるのは白い顔、白い髪かみ、琥こ珀はくの瞳ひとみ。

　これは昔、領地に来た詩人本人だ！

「詩人、貴様！」

　我を忘れてギスランは叫さけぶ。

　一気に八年の月日が巻き戻もどったかのようだ。なぜだろう？

　ああ、おそらくは詩人の顔が少しも以前と変わっていないからだ。

（やっぱり奴やつはただ者じゃないのか？）

　いや、しかしかまわない。詩人が何者だろうと、今目の前に彼はいる！

「おい、詩人……うわ！」

　がむしゃらに追いかけようとした途と端たん、目の前に鈍にぶい音を立てて巨大な木もく片へんが落下した。頭上を見ると、山車がゆらゆらと揺ゆらいでいる。

　まるで、今にも倒たおれそうに。

「んな、ばかな……」

　ひきつったギスランの周りで人々が悲鳴をあげた。

「ギスラン、こっちだ！」

　ラングレーが叫び、ギスランの襟えり首くびをつかんでひきずり倒す。

　直後、辺りを轟ごう音おんと揺れが包み、ギスランたちはとにかく地に伏ふせて頭をかばう。

　天地の終わりかとも思える地じ響ひびきの後、街は人々の悲鳴と呼び声で満ちた。

　ギスランがおそるおそる顔をあげると、辺りは一面舞まい上がる粉ふん塵じんで真っ白だ。傍かたわらを見れば、ぼんやりと横転した山車の巨大な影かげが見える。

　ギスランは慌あわてて立ち上がり、詩人の姿を捜さがした。とはいえ土つち煙けむりに阻はばまれて、視界はほとんどない。立ちつくすギスランに、ラングレーは厳しく眉まゆ根ねを寄せて声をかける。

「一体どうしたというのだ、ギスラン。貴様、とり憑つかれた目をしているぞ」

　言われてギスランはわずかに笑った。

　奇き蹟せきだ。またも奇き妙みような偶ぐう然ぜんが起きた。

　あの詩人が、八年ぶりに奇蹟と不吉なことを連れて目の前にやってきた。

　なぜだろう、恐ろしいのに妙にわくわくする。嬉うれしくてたまらない。

「……違ちがうぜ。とり憑いたのは、俺だ」

　ギスランはつぶやく。

　そうだ、嬉しいのはやりなおせるからだ。今の自分は無力な子供ではない！

「化け物め。とっつかまえてやる！」

　奴を捕らえよう。きっとそこから、自分の人生はもう一度始まる。

　ギスランは確信し、強く囁ささやいた。


◆



　そして実際数年後、ギスランは詩人を捕らえ、新たな道を歩むことになった。

　詩人に追いつくことができなかったルナリアは娼しよう婦ふをやめ、帝てい都と近きん郊こうで穏おだやかに生きながら、いずれ「あたしはあのひとを『ギスラン』と呼んでいたのよ」と自じ慢まんできる日を迎むかえることとなる。






















「俺は今日から、一いつ般ぱん人になろうと思う」

　いきなりカナギがそんなことを言い出したので、詩人とミリアンはしばらく黙だまりこくった。

　辺りは深い森の中、三人は野宿の最中さなかだ。

　詩人とミリアンはカナギが真顔なのを確かめ、次に顔を見合わせ、次に興味を失ってそれぞれ動き始めた。

　すなわち、ミリアンはさっき捕とった鹿しかをさばき、詩人は楽器の弦げんをつまびく。

「──って、おい！　流すな、俺は大まじめだ！」

　むきになったカナギに襟首をつかまれ、詩人はあまりに美しい無表情で答えた。

「君がいつも大まじめなのは知っています。しかし今の提案は流す以外にどうしろと言うのです。そもそも君は何が『一般人』であるか知らないでしょう？」

「お前よりは知ってるぞ、いいか、『一般人』ってのはな、ありえない魔ま法ほうとか、詐さ欺ぎとかでひとをだまさず、しごく真っ当に生きてる人間のことだ！　しごく普ふ通つうで、目立たない。ご近所に住んでても気にならない、みんなに認められて、いい意味で無視される人間。俺たちは逃とう亡ぼう者なんだから、そもそもそういう目立たない人間であるべきなんだ！」

　至近距きよ離りで必死な顔をさらすカナギに、詩人はうっすらと笑う。

「カナギ、君、この三人の中で自分は比ひ較かく的『一般人』だと思っているでしょう？」

「なんだ、よくわかったな、お前。自分が『一般人』じゃないって自覚はあるのか？」

「いいえ。いいですか、カナギ。『一般人』というのは結果であって──」

「ええい、知るか！　黙れ！　とにかく俺は目立ちすぎる逃とう避ひ行こうにはうんざりなんだよ！」

　カナギは懸けん命めいに叫んで詩人の襟首をぎゅうぎゅうと締しめ、ミリアンはカナギが行きすぎないよう冷静に見守っている。

　このおかしな三人組は残らず帝てい国こくの役人に追われる身で、かつ田舎いなかではかなり目立つ存在なのは間ま違ちがいない。

　何せカナギはいかにも東方風の紅あかい上着を羽織った重病の東方人種だし、詩人は何もかも真っ白な絶世の美形だし、ミリアンは一〇代の少女にはあるまじき短たん髪ぱつと黒こく衣い姿だ。

　おまけに三人そろってなぜかくだらない事件を呼び寄せる体質だから、行く先々で目立つことこの上ない。逃亡には不向きな互たがいの性質にカナギが気づいたのは、かなり今さらだった。

「いいか、とにかく、これ以上俺についてくる気なら、お前も俺に従え。『一般人』になれとは言わない。せめて『一般人』のふりをしろ。いいな」

　あまりに真しん剣けんなカナギに、詩人は首を絞められながら笑えみを深めた。

「まあ、たまにはそれも面おも白しろいかもしれません。いいでしょう、次の町ではみんなで『一般人』のふりをしましょう。いいですね、ミリアン？」

　声を投げられ、ミリアンは鹿のもも肉を片手にこっくりとうなずく。

　もっとも彼女は、さっぱり『一般人』のなんたるかを知らなかったのだが。


◆



　そして数日の野宿の後、カナギたちは小さな集落へたどりついた。

　こんもり茂しげった木々の間、渓けい谷こくの底に築かれた丸太の塀へいの前に立ち、詩人が声をかける。

「すみません、旅の者ですが──」

「詩人、忘れるなよ。一般人のふりだ、一般人の」

　隣となりでぼそぼそとカナギが囁き、詩人はわずかに考えこむ。

　おそろしい美び貌ぼうをフードで隠かくしているあたり、詩人も一応一般人のふりをやる気である。

「……すみません、ごく普通で平々凡ぼん々ぼんとしており、特技も特とく徴ちようもなくてあまり役にも立たない旅の者ですが、開門をお願いいたします」

　詩人の穏やかな声が響ひびき、集落からは微び妙みような沈ちん黙もくが返る。

　少し間を置いて、粗そ末まつな門の脇わきに組まれた櫓やぐらに人ひと影かげが現れた。人影は訊きく。

「あんたら、いくら特徴がないって言ったって、職業くらいはあるだろう。名乗る必要はないが、職業くらいは言ってくれ」

「ふむ。名乗らないでいいとは、やけに警けい戒かい心のない集落ですね。名からはそのひとの出身地や血筋、大体の身分がわかるというのに」

　軽く首をかしげる詩人に、カナギも同意する。

「確かになんだか妙だな。ここは職業くらいは言っとくか。──俺がただの薬くす師しで、こいつはものすごく平凡な詩人です！」

「詩人に薬師か。そりゃありがたい！　そっちの女の子は？」

　櫓の村人は嬉しそうに言い、ミリアンを見る。ミリアンはぽそりと言う。

「平凡な暗殺者」

「あ……暗殺ぅ!?」

「うわ、違、違いますって！　そんなわけないだろう、なあ詩人、違うよな！」

　カナギは慌ててミリアンに飛びつき、口元を押さえて詩人を見やる。

『お前、どうにか言い逃のがれろ』という脅きよう迫はくじみた鋭い視線を送ってくるカナギに、詩人はこくりとうなずいた。

「ええ、今のはただの聞き違いで、彼女はわたしの娘むすめです」

「…………！」

　予想外の発言に、カナギとミリアンは見事に固まる。

　ミリアンはカナギに口をふさがれたまま呆ぼう然ぜんとし、やがてなんとなく赤くなった。カナギは逆にみるみる青ざめる。

　櫓の村人は妙に感心したような声を出した。

「ほほー、あんた、ずいぶん若そうなお声だが、お父さんなのかね」

「違う！　こいつがこれの……お、お父さんだなんて！　そんなわけない！　耐たえられん！」

　錯さく乱らん気味にカナギが叫さけぶ。そんなことを言ったら話が面めん倒どうになるだけなのだが、とにかく耐えられなかったらしい。

　今にも死にそうな顔で荒あらい息を吐はくカナギを眺ながめ、詩人は村人に言い直した。

「そう、わたしはお父さんではなく、お母さんなのです」

「…………！」

　再びの衝しよう撃げき。今回はさっきよりひどい。ミリアンはますます赤くなり、カナギはよろけた。

「え？　何？　おかーさん？　あ、そうかそうか、あんた女か。じゃあ、そっちのにーさんがお父さん？」

　調子のいい村人は、櫓の上からカナギを指さす。

　ここでいいかげんカナギの中で何かが切れた。

「んなわけがあるかぁ！　てめぇ、黙って聞いてりゃ好き勝手言いやがって！　俺のどこがお父さん？　つーか誰がこんな顔がキレイなだけの根こん性じよう悪わるの嫁よめなんぞもらうか、阿あ呆ほうが！」

　ミリアンを放して啖たん呵かを切ったカナギの横で、詩人が深くうなずく。

「ということで、実は彼もお母さんなのです」

「全っ然わからん！」

　カナギの絶ぜつ叫きようをよそに、ミリアンはそっとカナギの袖そでを引く。振ふり向いたカナギに、ミリアンは紅潮した顔で囁いた。

「私も、ふたりはお母さんだと思う」

「……っ、か、は……げほがふごふ！　あ、すげー量の血……俺の……貴重な……」

　思わず盛大に咳せきこんで喀かつ血けつし、カナギは白い顔でつぶやいた。普ふ段だんならここで猛もう然ぜんと怒おこり出すのだが、今回は勝手が違うようだ。しゃがみこんでぼんやり現実逃とう避ひを始めてしまった。

　困った気配を漂ただよわせてカナギを見つめるミリアンに、詩人は一応訊たずねる。

「ミリアン、君にとっての『お母さん』というのは？」

「食べ物をくれたり、料理してくれたりするひとのこと」

「そんなところだろうと思いました」

　柔やわらかく微笑ほほえんでうなずく。ミリアンが当とう惑わくして首をひねっている間に、粗末な集落の門が開いた。開けてくれた村人は満面の笑みで言う。

「いやー、あんたら面白いね。職業は旅芸人ってことにしとくから。入りな、さっさと」
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「と、いうわけで先ほどご紹しよう介かいにあずかりました、『ごく一般的』な旅芸人一座です」

　詩人がフードの陰かげでにっこり笑うと、村長の家の広間は歓かん声せいに包まれた。

「おお、待ってました！」

「顔は見えないけどいい男！」

　広間はひとでいっぱいだ。『旅芸人が来た』という噂うわさはあっという間に広がって、刺し激げきに飢うえた田舎の村人たちはこぞって村長宅へと駆かけつけたのである。

　めまいがしそうな人いきれの中、ミリアンは平然とたたずみ、カナギはすでに疲ひ弊へいした顔をしていた。

（おかしい。俺は一般人のふりをしたかっただけで、普通の芸人のふりをしたかったわけではなく、そもそも俺たち、ものすごく目立ってないか？）

　もうろうと考えるカナギの心中など知らない様子で、詩人は紹介を続ける。

「ご歓声をありがとうございます。さて、それではわたしの愛すべき仲間を紹介いたしましょう。まずは端はしの女の子。この子はなんと、南方の荒あれ野に捨てられ、草原狼おおかみに育てられた狼少女。軽かる業わざの類たぐいならなんでもござれ、今からこのリンゴをすべて短たん剣けんにて射い貫ぬきます」

　なめらかに言うと、詩人は歓かん迎げいのためにしつらえられた食しよく卓たくから三つのリンゴを取った。

　ぽいぽいと調子よくミリアンのほうへとリンゴを投げる。

　ミリアンはすかさず黒衣の裏から細い短剣を三本取り出すと、ほとんど一息で投げた。

　と、とと、と軽い音を立てて短剣がリンゴに刺ささっていく。

　三つのリンゴが残らず射貫かれて床ゆかに転がり、観客がどよめいたとき、詩人が四つ目のリンゴをまっすぐミリアンにむけて投げつけた。

　顔面に向かってくるリンゴにもひるむことなく、ミリアンは今度は腰こしの剣を抜いてリンゴをまっぷたつに断たち切る。

「はい、大きな拍はく手しゆを！」

　あまりに速いミリアンの剣にぽかんとしていた人々は、詩人の声で我に返って割れんばかりの拍手を贈おくった。なんだかこの道でも食べていけそうだ、そんなことをカナギは思う。

「……だけどな、詩人。俺はあんまり芸ごとはできないぞ」

　ひそかに耳打ちしてくるカナギに、詩人は唇くちびるだけで微笑む。

「できますよ、大だい丈じよう夫ぶ。みなさん、次はこの彼です。彼は神秘に満ちた東方の生まれ、長い修しゆ行ぎようの果てに、自在に血を吐くことができるようになりました！」

「死んでしまえ！　このばかが！」

　容よう赦しやないカナギの罵ば倒とうにも、詩人はにこにことして動じなかった。

「わたしに死んでほしければ殺してください。さ、みんなは君の喀血を期待していますよ」

「期待がなんだ！　ひとの不幸を期待する奴やつらなんぞ、全員まとめて滅ほろびてしまえ！」

「ひとの不幸を期待するのはただのひとの本能。さあミリアン、例の『呪じゆ文もん』をどうぞ」

　詩人に話をふられ、自分で切ったリンゴを食べていたミリアンが首をかしげる。

「『呪文』……おかあさん？」

「──けふ」

　……うっかり本当に血を吐いてしまった。

　カナギは口の端はしから血を流して固まり、辺りは再びの大歓声。

「すげぇ、さすが東方の神秘！　あれだけ血ぃ吐いても立ってるぞ！」

「やっぱり鍛きたえ方が違うね、きっと腕うでとか足とかが自在にとれたりもするんだよ！」

「貴様ら、東方をなめるな！　っていうか俺はただの健康な人間だ！」

　死人の顔色で叫ぶカナギに、周りは笑ったり感心したり手を叩たたいたり。カナギはすっかりびっくり人間扱あつかいだ。詩人は周囲を見み渡わたして小さく訊く。

「カナギ、まだ体はもちそうですか？」

「ああ!?　もつに決まってるだろう、この俺の健康をなめるな！」

　ついつい柄がら悪く言い切ってしまったのがカナギの命取りとなった。詩人はうなずく。

「ならば次をやりましょう。さあ、みなさんの中で何かの毒を持っている方はいらっしゃいませんか？　できれば猛もう毒どくがよいのですが」

「……そろそろお前が俺に何をやらせたがってるのかわかってきたぞ。いいか、詩人。こんないかにも平和そうな村にそうそう毒薬なんざないし、あったって差し出すばかが……」

「あ、俺、持ってます」

　あっさり村人のひとりが手をあげる。手にはキノコ山盛りの籠かごがあった。

「今朝方キノコ採りに行ったんですけど、なんでか毒キノコばっかり採れちゃって……」

「なんて間の悪い男なんだ、お前は！」

「まあまあ落ち着いて、カナギ。この地方のキノコは初めてでしょう？　食べてみたくはありませんか？　ほら、見るからに毒なものから、見た目は普ふ通つうのものまで色々ですよ」

　村人から詩人が受け取った籠の中には、確かにものすごい赤あか紫むらさきに緑の斑はん点てんがあるキノコから、しごく普通の茶色や象ぞう牙げ色の美味おいしそうなキノコまでが種類豊富に並んでいる。

　食べたい。──カナギの中で薬くす師しの本能がうごめき、怖こわいもの見たさに似た感覚がふくれあがる。

（これ、食べたらすごいことになるんだろうな……色はちょっとヒトカゲキノコに似てるよな。あれに似てるってことは、火傷やけどしたみたいに口の中が熱くなったり、汗あせかいたりするんだろうな。ついでに全身に痺しびれもくるんだろう。でも形はどっちかっていうとヒソウダケに似てるから、精神錯乱も混じるかも。こんなの東方の医い療りよう院にこもってたらなかなか食えない……）

　とかなんとか思っているうちに、カナギの体は勝手に動いていた。

「おお、食ってる！　毒キノコを食ってるぞ！」

「すげぇ、あれって普通は一口でぶったおれるのに！　このひと普通じゃない！」

　あれ、おかしい。自分たちは『普通』のひとのふりをしたかったはずなのに。

　そんなことを考えながら、カナギの意識には段々と霧きりがかかってくる。

　意識を失う直前にカナギが聞いたのは、詩人の、

「最後に自己紹介いたしましょう。わたしはさる強大な王のもとに生まれ、諸事情あって国を追われた者。長い旅の間に一〇〇〇の面おも白しろい話と歌を学んだ者です」

　とかいう台詞せりふと、村人たちが、

「ってことは王子か？」「王子だわよ！　面白王子！」「お話王子！」「王子万歳！」

　と盛り上がっている声であった。
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　ばか騒さわぎの夜も更ふけて、カナギが意識を取り戻もどしたのは夜明けも近いころだ。

「い、いたたたた……うぅ、頭痛が残った……ってことはさっきの毒はヒソウダケ系……」

「無事に生きて目を覚ましましたね、カナギ。おめでとうございます」

　いかにも優やさしい詩人の声に、カナギはひきつって目をこらす。

　辺りはひどく暗かった。おそらくはまだ村長宅の広間なのだろう。ここでは暖だん炉ろで小さくされた火が唯ゆい一いつの光源である。

　傍かたわらに座っているであろう詩人の姿すら、ぼんやりとした影かげにしか見えない。

　カナギは体調のすぐれない体をどうにか引きずり起こし、詩人に問う。

「ミリアンは？」

「ここにいる」

　小さな声が答え、暖炉脇わきにあった固まりが身じろいだ。音も立てずに近寄ってきたミリアンは、ひっそりと詩人とカナギの間に座る。

　広間のあちこちには、先ほどのばか騒ぎの後に飲み過ぎた村人たちも転がっているようだった。カナギは痛む頭を抱かかえ、声を潜ひそめて言った。

「──俺が気絶した後、お前ら変なことやらなかっただろうな？　怪あやしまれてないか？」

「大丈夫。あの後は宴えん会かいになっただけ。リンゴが美味しかった、あと肉と」

「そのとおりです。問題はありませんでした。ただ──この集落は少しおかしいですね」

　詩人の囁ささやきに、カナギは闇やみの中で目を細めた。

「お前もそう思うか？　変だよな、ここ。何しろ不便すぎる。こんなとこに集落があるなんて、このへんのどの町でも聞かなかった。周りに似たような集落がある様子もない。宴席に出された食料もすごく偏かたよってる。酒も全部自家製。こりゃ、ほとんど自給自足生活してるな」

「そんな孤こ立りつした集落のわりに、一〇代の子供がほとんどいないのもおかしいですよ。外へ出で稼かせぎにでも行っているなら、他ほかの町にもこの集落のことは知れるはず」

　三人は黙だまりこみ、それぞれに考えをめぐらせる。

「……まあ、とにかく怪しい場所に長居はよくない。いいか、くれぐれも物ぶつ騒そうなまねはするなよ。『一いつ般ぱん人』のふりで装備を整えたら、とっとと出て行こう」

「とっとと出発することには同意しますが、わたしはそもそも物騒ではありませんよ。ひとを傷つけられませんし」

「お前はその顔面と言葉が暴力的なんだよ！　とにかく黙ってろ！」

「カナギ、私は？　どうしたら『一般人』っぽいの」

　ミリアンに無む邪じや気きに問われ、カナギも数秒まじめに悩なやんだ。詩人はすべてわかってばかなことをやっているようなところがあるが、ミリアンは素すだ。

　あいまいに言ってもわからないだろうと思い、カナギは告げる。

「……そうだな。お前は、魔ま法ほうは使わない。で、万が一荒あら事ごとになっても立ち回りはやりすぎるな。なるべく女の子っぽくしてろ。いざとなったら俺がどうにかするから」

「わかった」

　割合素直に返事をされたのは、ミリアンがカナギの腕を認めているからだろうか。

　カナギが少しこそばゆい気分になったとき、ミリアンは暗くら闇やみの中で目を見ひらいた。

「──誰か、来る」

「!?」

　言葉は発さず、カナギが瞳ひとみを鋭するどくする。人々が寝ね息いきを立てる広間、その外に広がる夜の集落。丸太の塀へいを越こえた向こうから、鳥の声がした。

　鳥の声？　こんな夜中に？　違ちがう、あれは笛の音だ！

　間かん髪はつ容いれずに誰かが村長宅の扉とびらを叩いた。

「村長！　村長！　奴らだ、奴らが来た！」

　せっぱ詰つまった声を聞いた途と端たん、広間中の村人が跳はね起きる。村のどこかでがらがらと鐘かねが鳴る。寝しん室しつの扉を乱暴に開き、がっしりとした村長が広間に飛び出してくる。村長は叫さけんだ。

「起きろ！　早く地下へ入るんだ！　荷物なぞ何も持つな、命だけ持って走れ！」

「おい、一体何が……うわ、わ、押すな！」

　村長を問いつめようとしたカナギを、広間の村人たちが村長の寝室に押しこむ。闇の中でも、誰もが必死なのがよくわかった。村人たちはカナギに口々に言う。

「悪いことは言わない、早く地下へ下りな！」

「そう、説明は後だ、早く！」

　何が何やらわからないまま、カナギは村長の寝室から地下室へとひきずりこまれた。

　寝しん台だいの下に掘ほられた穴の入り口は狭せまく、中は土がむき出しだ。それでも広さは結構なもので、まっくらな地下にはすでに一〇人以上の村人が息を潜めていた。

「こちらへどうぞ、カナギ。場所がありますよ」

　先に地下室へ押しこまれていた詩人が言い、カナギは彼の傍らに座って上方の気配を探さぐる。

　すぐに荒あら々あらしい足音が村長宅に響ひびくのがわかった。粗そ野やな発音の声も聞こえる。

「……山さん賊ぞくの類たぐいか」

「でしょうね。……どうします？」

　どう、と訊きかれても困る。カナギは闇の中で憮ぶ然ぜんとした表情を作った。

（今さら山賊を倒たおしに行くのはあまりにも目立つ。『一般人』のふりが台無しだし、そもそもこの集落にそこまでの恩はない。山賊の規模もわからんし、ひとりでつっこむのはばかだ）

「俺は一般人だ。『普通に』してる」

「なるほど、賢けん明めいですね」

　揶や揄ゆするようでもなく淡たん々たんと言い、詩人は沈ちん黙もくしてしまう。黙ると辺りの緊きん張ちようが痛いほどに伝わってきた。村人たちは手をねじり合わせ、顔を伏ふせ、何やら祈いのりの言葉を早口でつぶやく。冷や汗をにじませ、ぱらぱらと落ちてくる土つち塊くれにも驚おどろいて肩かたを震ふるわせる。

（──力がないって、こういうことだよな）

　カナギは苦く思った。力がなく、闘たたかえないというのはこういうことだ。

　闘えないからおびえて、頭を抱えて、災さい厄やくが過ぎ去るまで祈り続ける。世界の富を握にぎるのはほんのわずかな人間たちだ。『普通』の人間はこうして日々をおびえて過ごす。

（……『普通』になりたいってのは、『闘える』俺の傲ごう慢まんか）

　思い至ってしまい、カナギは不ふ機き嫌げんに頭をかいた。そしてふと気づき、隣となりの詩人をつつく。

「おい、詩人。そういやミリアンは？」

「やっと気づきましたか？　彼女はここにはいませんよ。おそらくは外でしょう」

　詩人に言われてカナギが少し青ざめたころ、ミリアンは外にいた。

　村人たちが地下室に殺さつ到とうするのと入れ違いに外へ出たのだ。

　ミリアンの目には、山賊に蹂じゆう躙りんされる集落がはっきりと映っていた。うっすらと明け始める空の明かりに照らされ、兵隊崩くずれらしき屈くつ強きような男たちが村の家々を物色する。

　食料はもちろん、衣服や少しでも使えそうなものはなんでも家から引きずり出して積み上げる。やがて山賊たちは見せしめに、ひとつの家へ火をかけた。

　すると、家に隠かくれていたらしき女がひとり、悲鳴をあげて家から逃にげ出す。

（──危ない！）

　それまで物置の陰かげに隠れていたミリアンは、反射的に飛び出してしまった。

　家々の陰を伝い、すばやく女に駆かけ寄る。案の定、山賊のひとりが女を見つけて歓かん声せいをあげた。山賊の手が女の襟えり首くびをつかむ寸前、ミリアンはするりと山賊と女の間に割って入る。

「んな、何!?」

　どこからともなく現れたミリアンに、山賊は呆あつ気けにとられる。

　その隙すきに懐ふところへ入り、ミリアンは軽く山賊の胸むな元もとを押してやった。ろくな力は入れていないが、絶ぜつ妙みようの間の取り方だ。均きん衡こうを崩した山賊は尻しり餅もちをついてぽかんとしている。

　ミリアンは女に肩かた越ごしに、

「逃げて」

　とだけ言うと、山賊に向き直って少し途と方ほうに暮れた。

（これからこのひと、どうしよう。倒すのは簡単だけど……『普ふ通つうの女の子』には、山賊は倒せない、よね？）

　ミリアンはさっき大まじめに『女の子っぽくしてろ』と言ったカナギを思い出す。

　カナギは色々と困ったひとだが、言うことが役に立つことも多い。カナギが本気で言ったことは、ミリアンも守りたいと思っているのだ。

　ミリアンが次の行動に迷ってたたずんでいると、山賊はどうやら気を取り直したようだ。

　起きあがって凶きよう暴ぼうな笑えみを浮うかべる。

「よう、小こ僧ぞうかと思ってよくよく見れば、お嬢じようちゃんじゃねーか。青あお臭くさいのは趣しゆ味みじゃねえが、たまにはそういうのもいいかもな。こっちへおいで、おじょーちゃん」

（……背中に武器を隠し持ってる。おびき寄せて殴なぐる気だ）

　先読みして山賊を倒すのもためらわれるが、殴られるのも嫌いやだ。呼吸を整えて歩み寄るミリアンに、山賊は背中からこん棒を繰くり出す。

　ミリアンはこん棒ぎりぎりのところで避よけ、自分からぱったり倒れた。攻こう撃げきが当たったふりをしたのだ。山賊はあまりの手て応ごたえのなさに瞬またたいたが、何せミリアンは倒れている。

「……俺、知らない間に腕うでがあがったか？」

　首をひねりながら、山賊はミリアンを肩に担かついだ。

　一方ミリアンは、どうにか普通の女の子らしく振ふる舞まえたことに安あん堵どしている。

　……とはいえ、一体いつまで『一般人』のふりをしていればいいのだろう？
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「いやあ、見事に燃えたもんだなー、はははは」

「って、笑ってる場合じゃねーだろ！」

　血相を変えて言い、カナギは村長の頭を後ろからはたく。

　村長は涙なみだ目めになって頭をさすり、カナギのほうを振り向いた。一夜明け、村長や村人たちは焼けた家の周りに集まっている。村長は妙みように落ち着いた口調で言う。

「しかしあんた、もう燃えちまったもんは戻もどらんよ。新しく建てるしかない」

「そうだぜ、村長。材料は森に山ほどあるし、よくあることだ」

「そうそう、このくらいでめげてる場合じゃないよ！」

　妙に陽気に返す村人たちを眺ながめ、カナギは嫌そうに村長へ向き直った。

「よくあること？　こんな襲しゆう撃げき、年中受けてるってことか？　あいつら一体何者だ」

「見てのとおりの山賊連中さ。年に一度はやってくる、まあ天災みたいなもんだな」

「対たい抗こうしようとは思わないのですか？」

　今度問うたのは詩人だ。カナギもちょうどそれを訊きたいと思っていたところだった。

　村長は焼け跡あとの片づけの指示を出しつつ、あっさりと首を横に振る。

「無理だ。相手は兵隊崩れだぞ。装備もあるし、訓練も受けている。奴やつらは奴らで我々を皆みな殺ごろしにしようとはしないしな。殺した相手からは何もとれないってわかっているんだろう。ちょっと乱暴だが、年ねん貢ぐを納めてるみたいなもんだ」

「年貢ですか。あなた方は、他ほかの領主には税を納めていないのですね？　納めているなら、その領主が守ってくれるはず」

「ん？　うむ。まあ、領主様もお忙いそがしいってことだな」

　煮にえ切らない答えを返す村長に、いいかげんカナギの我が慢まんが限界になった。

　カナギは村長の襟えり元もとをつかむと、実に剣けん吞のんな視線を向ける。

「てめぇはのらりくらりと煮え切らないこといいやがって……いいか!?　お前らにとっちゃ年中行事でも、こっちは仲間をさらわれてんだよ！　あいつはまだ一五、六の女だぞ！」

　ミリアンのことを言われると、村長ばかりではなく、周りの村人たちも暗い顔になる。ミリアンがさらわれたことは、彼女が助けた女が知らせてくれた。

　ミリアン自身は暗殺と傭よう兵へいを生業なりわいとする戦せん闘とうの専門家だし、そのうえ世界最強級の魔ま導どう師しでもある。山賊くらい恐おそれるものではないが、すんなりさらわれてしまったのは気になる。

　怪け我がでもしたのか、それともカナギの『一いつ般ぱん人』のふりをしろ、という言いつけを律りち儀ぎに守ってしまったのか──考えるとカナギは気が気ではなかった。

　村長はしばらく考えこんでいたが、ついに真しん摯しな目でカナギを見つめた。

「あんたらの仲間がさらわれたのは、本当に不幸なことだった。しかも我々の集落の者を助けたせいで代わりにさらわれたとか。……心から、礼を言う。しかし、酷こくなことを承知で言うが……取り戻そうとは思うな。あの山賊は帝てい国こくの脱だつ走そう兵が中心で、最近この辺りに本ほん拠きよ地ちを構えたのだ。そのへんのごろつきとは違うぞ」

「ごろつきとは違う？　だからどうした！　悪いがこっちも『ただの旅芸人』ってわけじゃない。芸より剣けんになじんだ悪人でな」

　ついに一般人のふりを投げ捨てたカナギが言う。なるほどその目は殺気に近いものでぎらついている。しかし村長はそんなカナギを眺め、苦く笑しようした。

「──いや、あんたは悪人じゃないよ。目が違ちがう。なあ」

　何をばかなことを、とカナギが言う前に、いつの間にか村長の周りにたたずんでいた村人たちがうなずく。

「……そうだな、違う。このひとはまだひとを信じてる目をしてる」

「悪人ってのは、仲間のことも信じないもんだ。信じたら弱みになる。弱みにはつけこまれる。そういうもんだ」

　妙にしんみり語る村人たちを見み渡わたし、詩人がそっと目を細めて言う。

「なるほど、そういうことですか。君たち、全員そろって罪人ですね？」

「罪人？　なんだそりゃ」

　不ふ審しんがるカナギをよそに、村長は深くうなずいた。

「あんたは真実を見み抜ぬく目を持っていらっしゃる。……確かに我々は罪人だ。あちこちで罪を犯おかし、逃げて、逃げて──それでも平和な暮らしを望む者が集まって作る隠れ里。それがこの集落ってわけだ」

　──だからこの集落は完全に孤こ立りつしていたのか。いきなり明かされた真相に驚くものの、確かにつじつまはあうのだ。一〇代の若者がいないのも、ある程度の年ねん齢れいの者が集まって近年に作った集落だというのなら納なつ得とくがいく。

　納得はいくのだが、どうしても消えない苛いら立だちを抱かかえたまま、カナギは低く言う。

「……普通の町には住めず、裏町の暮らしにもうんざり、ってことか」

「そうなるな。外へ出たら誰もが追われる身。だからこうして身を隠している。外に助けてくれる者もいない。山さん賊ぞくどももそれをよーく知ってるのさ。……それでも、いかに苦しかろうとも、定住するってのはいいもんだ。土と一いつ緒しよに生きるのはいいもんだ」

　言い切った村長の顔は妙にすがすがしい。周りの村人たちもだ。

『罪人の隠れ里』というまがまがしい言葉とはあまりに相あい容いれない雰ふん囲い気きだった。誰もが本当に平和を望んでいるのがわかった。一度は犯罪に身を浸ひたしながら、彼らが望んだのはこんなことだったのだ。貧しくも、ただ安らかな生活。村長は続ける。

「……酷だが、あの女の子のことはあきらめてくれ。あきらめて、ここを立ち去ってほしい。ここのことは誰にも言わんでくれ。そうしたら我々はあんたたちをどうもしない。いや……言ったとしたって、誰も信じやしないさ。ただ、立ち去ってくれ。それがお互たがいのためだ」

　頼たのむ、と頭を下げられた。

　まったく無防備な姿だ。カナギにはすぐにでも殺すことができる。

（ああ、だから腹が立つのか）

　カナギは自分の苛立ちが腑ふに落ちて、ゆっくり語り出した。

「……あんたらには、あんたらの事情があるんだろう。しかし、あえて言う」

　一度言葉を切り、大きく息を吸いこんだ。次の瞬しゆん間かん、静かな村が罵ば倒とうに震ふるえる。

「阿あ呆ほうか、お前らは!!」

　目を丸くした村人たちに向き合い、カナギは容よう赦しやなく叫ぶ。

「さっきから聞いてりゃぐだぐだぐだぐだ、立派そうなこと言ってるけど結局は『静かに暮らしたいんで見み逃のがしてください』ってだけだろ？　無理！　見逃せ、見逃せ、って右から左へすべて受け流していけたらそりゃあ一番平和だが、そんな平和なんぞ実在するわきゃないだろうが！　闘たたかえ！　穏おだやかに暮らしたきゃそのために闘え、無理なら逃にげろ！　こんなとこに引きこもってたって、闘わなきゃあっという間に滅ほろびるぞ！」

「──あんたは若いんだよ、芸人さん。我々はもうそういうことにはうんざりなんだ。もう、罪を犯したくはない」

　誰が芸人だ、とは思ったが、カナギはそこを指し摘てきできないほどに怒おこっていた。

　剣吞な笑みを浮かべてカナギが続ける。

「ほー、闘とう争そうは罪悪か？　いいかげんにしろ！　闘うのが罪悪だったら、そこらの虫けらも罪深いことになっちまうだろうが！　闘わないで勝ち取れる命はひとつもない、なら生きるために闘うのは罪か？　そう思うなら今すぐ死ね！　あんたら、生きたいからこんなとこで健全な暮らしなんかしちゃってるんだろ？　ここでの暮らしが好きなんだろ？」

　そこまで叫さけんで、ふとカナギは故郷のことを思い出した。

　故郷の土の匂においを、少しうっとうしいほどの人々の繫つながりを、そして空の色を。

　胸の奥が鈍にぶく痛む。故郷を思うたびに同じ場所が痛む。そのたびに、カナギは自分の命と故郷が繫がっているのを知る。

　──罪を犯しても生きたいと思うのは、罪だろうか。

　答えの出ない問いを胸に、カナギは少しだけ落ち着いた声で言った。

「あんたらがうんざりしたのは、罪を犯すことであって闘うことじゃない。今は本当に好きなものがあるんだ。それを守るために闘えばいいだろう」

　言い終えると、辺りはしんと静まりかえる。村人たちは突つっ立ってカナギを見ていた。あるいは、自分の足あし下もとを。

　静けさの中、不意に村長が拍はく手しゆを始める。

「……よかったな、今のは。昨晩の芸よりも大分よかった」

「ばかにしてんのか、あんたは」

　カナギが嫌いやそうな顔をすると、村長は真顔で首を横に振ふった。そして急に両目をうるませたかと思うと、ぼろぼろと涙をこぼす。

「ちょっと、村長……！　どうしたんです！」

「泣くことはないでしょう、格好がつかねえよ」

　村人たちに励はげまされながらも、村長は豪ごう快かいに泣き続けた。

「うむ、うむ、そうだな。確かにな。しかし本当に、こう、こんな芸人さんにもっともなことを言われてしまった我が身が情けなくてな」

「だから芸人じゃないって！」

　必死に主張するカナギの肩かたに手を置き、村長はまだ涙なみだの残る目で言う。

「けして悪い意味で言っているのではないぞ、芸人さん。あんたの言うことはもっともだ。わたしも──おそらくはみんなも、闘わねばならん。そうだ、大切なもののためになら闘える。そもそも我々は皆みな、犯罪の専門家だったのだ。闘う気になったらそれはもうただごとではないはずだ。そうだな、野や郎ろうども！」

　段々と柄がらが悪くなっていった村長のしゃべりが、最後には完全な賊ぞくの首領のそれとなる。

　すかさず村中から、野太い「おう！」という雄お叫たけびが返り、カナギは実に複雑な顔になった。カナギの心を読んだかのように、詩人がそっと囁ささやく。

「カナギ、君、新たな犯罪集団をひとつ作ったかもしれませんよ」

「……言うな」


◆



　そして、村人たちが妙みようにやる気になってしまった夜。

　カナギと詩人は山賊たちの本拠地にいた。

「──よく来たな。ここにたどりついたのはお前たちふたりだけか？」

　妙に乾かわいた声で、広間の奥の男が言う。軍服に似た黒衣をまとった小こ柄がらな男だ。瘦やせているが、眼光はやけに鋭するどい。おそらくは、これが山賊の首領だろう。

　首領の周りは屈くつ強きような男たちが固めている。そんな中でカナギの目に焼きつくのは、首領の傍かたわらにへたりと座りこんでいるミリアンの姿だった。

「いや、闘ってたのは俺ひとりだ」

　疲ひ労ろうで青ざめた顔で、カナギが言う。あとは傍らの詩人が言葉を継ついだ。

「我々は先日あなた方が襲おそった集落に世話になったもの。これは温あたたかいもてなしのお礼です。彼は剣けん士し、わたしは詩人。彼が君たちを滅ぼし、わたしは滅びを歌にうたいましょう」

　そう、結局あの集落の連中は、カナギの説教でやる気を起こしてしまった。せっせと山賊たちを襲しゆう撃げきする計画を立て始めた村人たちを横目に、カナギと詩人は村を脱だつ出しゆつしたのだ。

　──一足先に、山賊たちを叩たたいておくために。

「たったふたりで、勝つつもりでいるのだな。面おも白しろい。しかし、これ以上は無理だ」

　興味と怒りで目を光らせながら、首領は扉とびらのほうへ向けて手を振る。

　カナギの背後の扉から、ぞろぞろと山賊たちが入ってきたのが気配でわかった。この建物にいた人間だけではなく、左右にあった宿舎らしき建物からも応おう援えんがきたのだろう。

「さすがにお前たちだけでこの人数を相手にするわけにはいくまい？　どうだ、交こう渉しようしようじゃないか。お前はあの集落に傭やとわれたのか？」

　首領はねっとりとした声でいいながら自分の顎あごをなでているが、カナギは首領など見ていなかった。

（ミリアンの奴やつ、元気そうだけど……ならなんでとっとと逃げてこない？）

　ミリアンはどことなく嬉うれしそうな、困ったような様子でカナギを見ている。その足首に枷かせがつけられているのに気づき、カナギは頭の奥がかっと熱くなるのを感じた。

　今爆ばく発はつしては駄だ目めだ、そうは思うが気分が悪い。体調がひどく悪くなり、同時に殺気がすさまじくなっていく。カナギはつぶやくように言った。

「俺は誰にも傭われてない。自分の都合でここにきた」

　カナギの殺気をうけとめ、唇くちびるで笑った首領は、ちらとミリアンに視線をやる。

「なら、この女の仲間か。──図星だな。しかし安心するがいい、この子に手を出してはいない。この子は見てるとなんだか心が和なごむもんでな。こう、飾かざりつけて置いておくことにした。いいぞ、男所帯がほんのりした雰囲気になって」

「このばか！　お前ら変態か!?　それはそれでかなり気分悪いぞ！」

　本気で怒ど鳴なったカナギに、首領は妙に嬉しそうに首を振る。

「まあまあ、若いうちは独どく占せん欲よくも強いもんだ。しかし、お前が望むならこいつを愛めでるのはお前だけ、ということにしてもいい。他ほかにも、欲しいものはなんでもやろう。──どうだ、それだけの腕うで、俺たちに貸さないか」

　自分に向けられた首領の目が、本気の色で輝かがやいているのをカナギは見た。

　そして実にうんざりとした。カナギは細く長いため息をひとつ吐つき、ゆっくり言う。

「お前らは勘かん違ちがいしてる。俺とそいつはただの他人だ。俺は自分の薬箱を取り戻もどすためと、そいつにひとつ言うことがあって来た」

　ミリアンに視線を移し、カナギは告げた。

「ミリアン。『一いつ般ぱん人』のふりはもういい。好きなようにしろ。お前の好きなように」

　カナギの言葉を聞くと、ミリアンの顔がぱっと明るくなる。

　ミリアンは静かに自分の左手を心臓の位置にあてる。左手。赤あか紫むらさき色いろの石がはまったバングルをした手だ。ミリアンのまつげが祈いのるように伏ふせられた、と思うと、辺りが一気に白くなる。

　世界が色をなくし、音をすらなくす。

　ひどく長い数秒の後、周囲のすべてが発火した！

　ごおごおと音を立て、天てん井じようが、壁かべが、床ゆかが、家具が、ひとが、すべてのものが猛もう火かに包まれる。カナギも慌あわてて腕で顔をかばったが、不思議に少しも熱くはなかった。

　不可思議な法則に支配された、これは魔ま法ほうの炎ほのおなのだ。

　しばらく後、涼すずしい風が吹ふき抜ぬけたと同時に、不思議な炎はふっつりと消える。

　カナギが瞬またたいて見み渡わたせば、建物の類たぐいはすべて燃え尽つき、灰となってくすぶっている。

　逆にひとや食料は少しも炎の影えい響きようを受けずに残っていた。まったく器用なことだ。

　もっとも目の前でおそろしい猛火を見せつけられた山さん賊ぞくたちは、誰もが衝しよう撃げきから立ち直れずに地へと座りこみ、ぶつぶつと何かつぶやいていた。

　カナギはさすがに少し空そら恐おそろしい気分でミリアンと相対する。

「過激だな、お前……」

　ミリアンはへたりこんだ首領から鍵かぎを奪うばい、足あし枷かせを外して立ち上がった。その顔色はあまりよくない。

「……そ、う……？」

「おい、ミリアン？」

　よろけるミリアンを、カナギが一歩前へ出て支える。

　ミリアンは額に冷や汗あせをにじませながら、カナギの腕にしがみついた。

（小さい手だな……）

　カナギはそんなことに気がついて、なぜか決まり悪く顔をしかめた。

　ミリアンはしばらく荒あらい息を吐いていたが、どうにか顔をあげると目を瞠みはる。

「あ……！」

　カナギの腕を押しのけ、ミリアンはよろめきながら数歩走った。すかさず歩み寄った白い人ひと影かげ──詩人が柔やわらかくミリアンを抱だきしめ、その耳元で囁く。

「お疲つかれ様です、ミリアン」

　詩人の声を聞くと、安あん堵どの表情でミリアンは目を閉じる。まだ魔ま導どう師しとして覚かく醒せいしたてのミリアンは、魔法を使うたびにひどく不安定になる。彼女の心を支えているのは詩人なのだ。

　詩人は優やさしく、強くミリアンを抱きしめてカナギを見やった。

「わたしがいてよかったでしょう？」
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　この状じよう況きようで、まさにだめ押しだ。

　カナギは徒労感でがっくりと肩を落とし、重い足で焼け跡あとを確かめ始めた。

「まあな、そうやっていいとこ全部持っていくのがお前って男だよ。……ミリアンが落ち着いたら、とっとと行くぞ」

「集落へ寄りますか？」

　どこへ行くのか、とは訊きかないあたりが勘かんの鋭い詩人らしいところだ。

「寄るわけないだろう。俺たちはただの旅人だ」

　カナギは即そく答とうする。カナギがただ『行く』と言ったら、それは旅に戻ることを意味する。彼らは旅人だからだ。

　詩人はすべてわかったような顔で、半分ミリアンを抱くようにしてカナギを眺ながめる。

「そう、ここの砦とりでをつぶしたのもただの偶ぐう然ぜんと気まぐれです」

「……言いたいことがあるならはっきり言え！」

　ようやく薬箱を発見したカナギが、嚙かみつくように言った。詩人は軽く肩かたをすくめる。

「言ったら怒おこるくせに、困ったひとですね。あの村人たちは感謝しますよ。いくら元犯罪者とはいえ、平和な生活でなまった人々が山賊と闘たたかうのは至難だ。だが、『一般人』ではない、旅人の君にはこういうことができる。君は人々の『よき隣りん人じん』にはなれなくとも、平和を望んで定住する者にはできないことができる。それで充じゆう分ぶんではないのですか？」

「……それを充分だって言ったら、一生放ほう浪ろう者やることになる気がするな。俺はいつかは故郷に帰りたい」

「けれどそれは、今ではない」

　間を置かずに言われ、カナギはどんどんと不ふ機き嫌げんな顔になる。

「お前、また適当に見み透すかしたようなこといいやがって！　でも……まあ、確かに。今の俺は、こんな風に生きるしかないってことだ」

　投げやりに言い、焼け跡の灰を鞘さやに収めた剣けんでかき回してからカナギは踵きびすを返す。

「行くぞ」

　歩いていくカナギに数歩従ってから、詩人はちらと振ふり返ってみた。

　夜目の利きく──というより、昼夜関係なく様々なものを見ている詩人には、カナギが灰に書いた文字がはっきりと見える。それは、

『がんばれ』

　という伝言だった。

　おそらくはいずれここにやってくるであろう、あの集落の人々に対するものだろう。

　詩人は半分ミリアンを抱くようにしながらひとりごちる。

「筋金入りのお人ひと好よし。──君、今のままでも最高の隣人ですよ」

　カナギにはけして聞こえないように言い、詩人はカナギを追って歩き出した。

　誰も見てはいなかったけれど、その後ろ姿はどことなく楽しげなものであった。








あとがき









　こんにちは、栗原ちひろです。今回は『オペラ』シリーズの短編集ということで、それぞれのお話についてコメントしてみますね。




「オペラ・スピラーレ　亡国の螺ら旋せん」

　長編一巻と二巻の間くらいの時間軸じくのお話で、初めて書いた短編です。この話は『オペラ』のもとになった自作から設定を引っ張ってきて作りました。元々『オペラ』は、死んだ姫ひめ君ぎみの魂たましいが宿った人形を連れた変な詩人と、軽い女好きの薬くす師しの二人旅だったのです。「スピラーレ」は「螺旋」の意味で、イタリアにはスピラーレというねじれたパスタがあったりします。




「オペラ・リトゥラット　懐なつかしい肖しよう像ぞう」

　書き下ろし短編その一です。ソラとミリアンがメインの少女漫まん画がっぽい話を目指しました。しかしどちらかというと私の絵え描かきさん萌もえ要素のほうが色濃こく出ている気もします。芸術家さん大好き。「リトゥラット」はそのまま「肖像」、「肖像画」の意味ですね。




「オペラ・プロメッサ　ずっとあなたを待っている」

　書き下ろし短編その二、リュリュとデクストラの出会いの話です。いつの間にか光魔ま法ほう教会学部の寄宿学校話をふくらませすぎそうになって慌あわてて軌き道どう修正。図書室でお茶する美少年の群れとか、何かが違ちがう。タイトルはとてもラブストーリーだなあと思うのですが、内容は「リュリュ大暴走の記録」といった感じやも。「プロメッサ」は「約束」です。




「オペラ・メモーリア　砂金の思い出／錬れん鉄てつの思い出／祝祭の思い出」

　バシュラールの過去話連作三本です。この短編集のタイトルにもなっている「メモーリア」は「思い出」の意味。一話目を書き始めたときは私が貴族の少年主人公という慣れない題材に大苦戦、うっかり「私は庶しよ民みんだから貴族の気持ちはわかりません！」などと口走った覚えがあります。そんなの当たり前です……。我に返って反省し、ドイツ旅行中にせっせと原げん稿こうを直した次し第だいです。おかげで一話目は妙みようなところがドイツ風だったり。

　バシュラールのお兄さんたちは、それなりに好いてくださった方もいらしたようなのですが──結果はもごもご。彼らの性格は全員足すとバシュラールになるように設定しましたが、どう考えても足りない要素がありますね。あの昼ひる行あん灯どんっぷりはどこからきたんでしょう。

　第三話は少し時代が変わって青年時代、若ラングレーも出てくる『オペラ』流の青春ものです。このラングレー、まじめで有能で美形という本来の設定にもかかわらず、自じ虐ぎやく暴走ばかりが目立ってしまった可哀かわい想そうなひとでして……。この短編で若ラングレーのラフを頂いたときには、私自身も「ラングレーって本当に美形だったんだ！」と驚おどろいてしまったのでした。




「オペラ・スィーミレ　最高の隣りん人じん」

　書き下ろし短編その三です。一本目の短編「スピラーレ」と同じような時間軸、同じようなのりの話かと思います。私の中ではこの三人はずっと漫才しつつ旅しているようなイメージです。彼らの妙な漫才には私もしばしば置いて行かれそうになるのですが、もう書けないとなるとちょっと寂さびしいものが。「スィーミレ」は「隣人」、もしくは「同類」の意味でした。




　以上七本、酒しゆ豪ごう担当氏と初代担当氏、そしていつも素す敵てきなイラストをつけていただいているＴＨＯＲＥＳ柴本氏のご助力で無事にまとめることができました。ありがとうございます！

　次の『オペラ』は二〇〇八年二月に最終巻が刊行される予定です。この短編集と最終巻で応おう募ぼできる全員プレゼントも企き画かくされておりますので、詳くわしくは本書の帯などをご覧ください。

　それでは、また最終巻でお会いできますように。





栗原ちひろ　　






　　　書き物仕事告知ブログ『栗原移動遊園』　http://paperarchitecture.seesaa.net/
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オペラ・メモーリア




祝しゆく祭さいの思おもい出で








栗くり原はらちひろ





[image: ]





平成21年1月1日　発行





(C)Chihiro KURIHARA 2008





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川ビーンズ文庫『オペラ・メモーリア　祝祭の思い出』

平成20年1月1日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］http://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）















item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		１　オペラ・スピラーレ　亡国の螺旋



		２　オペラ・リトゥラット　懐かしい肖像



		３　オペラ・プロメッサ　ずっとあなたを待っている



		４　オペラ・メモーリア　砂金の思い出



		５　オペラ・メモーリア　錬鉄の思い出



		６　オペラ・メモーリア　祝祭の思い出



		７　オペラ・スィーミレ　最高の隣人



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/img00175.jpg
FHOVRECKEE BBV
HORAENIND KBRII VKAV ES
vse” S eeuEAESHY TEE)
PO TRV N

IR FOHE<OIE EMipars 004
L SAOKSUVCAR SN Rl Ve

DO B B0 RK G

[N HRAFAREDRGE

s
5, SEARIRBER

RO
P EOBYBITT,

TR
R 2350507

HECEL,
EEBDR BRI~

$&
Ik
5
g

WRRAOBEH SIS
A B

LBRBEEDH N T3,

W BIARREIOL,

SuRRALS:
1A

BRI

82—V T

ORI
RRCARER AN

ATREDS

MO FRHALTnEODIE (+
SRR e, |-

,





item/image/img-06.jpg





item/image/p021.jpg





item/image/img-07.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/img-02.jpg
LR

Hal






item/image/img-03.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/logo-beans.png





item/image/img-04.jpg
RYN-RWP— N psess=





item/image/img-05.jpg
xS x-*e——')/ m\‘w N
DI
b A





item/image/img-01.jpg





item/image/p069.jpg





item/image/p189.jpg





item/image/p165.jpg





item/image/p249.jpg





